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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　Prologue









　その日、少年は翼を失った。




　意識を取り戻すと同時に彼が認識したのは、全身を苛さいなむ痛みだった。

　腕が痛い。足が痛い。背中が痛い。呼吸をしようと吸い込んだ空気は肺を内側から圧迫し、身体からだの内側までが痛みを訴えていた。

　頬ほおに触れているのは、土と草の感触。身体を動かすと、それだけで全身がばらばらになりそうな激痛が走り、彼は悲鳴を上げた。

「ぁ……っ、ぐっ……！」

　脂汗を流しながら、地面に手をついて身体をどうにか起こす。

　なにが起こったのか。激しい痛みとは裏腹に、霞かすみがかかったような思考で周囲を見渡し──彼は絶句した。

　そこは、広大な草原だった。遠目に森と空と、遥はるか上空に浮かぶ大地の底が見える。そんな素っ気ない光景の中で、少年は黒煙を燻くゆらせる機械の残ざん骸がいに抱かれるようにして倒れていた。

　微かすかに記憶が蘇よみがえる。そう、少年はその機械に乗り、遥はるかな空を飛んでいたのだ。

「……そうだ……空を、飛んでたんだ」

　霞かすみがかかっていた思考がクリアになり、記憶が一気にフラッシュバックする。鮮明に覚えている。鮮やかなまでに目に焼き付いている。

（……僕たちは上の世界を目指して、空に昇っていって、それで──）

　──墜おちた。

　ハッと気づく。飛行機械に乗っていたのは、自分だけではないことに。

「リア！」

　腹の底から這はい上あがってきた悪寒を吐きだそうとするように、少年は名前を呼ぶ。

「リア！　リア！　どこにいるの、リア……！」

　一歩進むたびに身体からだ中じゆうの骨に亀き裂れつが入るような痛みがあったが、彼はかまわずに声を張り上げ、近くにいるはずの相手に呼びかける。けれど、返事はない。名前を呼び、返事がないことを確認するたびに、少年の胸に焦りが募っていく。

　煙が目に染みて涙が滲にじみ、喉のどがひりひりと焼けつく。最悪の結末が頭の中に浮かんでは、それを振り払うように一層大きく名前を叫ぶ。

　と──。微かに、本当に微かに、風の音に混じった声を聞いた。

「……カ……ィ……」

「リア……！」

　確かに自分の名前を呼んだ。声のした方へ、機械の破片をかきわけ──辿たどりつく。

「リア……っ、…………！」

　そして、言葉をなくした。

　そこに倒れていたのは、一人の少女。使い古しのジャケットは元々はモスグリーンだったが、流れ出た少女の血でどす黒く変色していた。

　ゆっくりと、少女の目が開く。

「……よかった……無事だったんだ、カイ……」

　今にも消え入りそうな、震えた声。その顔は血の気を失って青白く、もはや意識を保っているのがなにかの奇跡としか思えないありさまだった。

「リア……」

　かける言葉が浮かばず、ただ名前を呼ぶ。そんな少年を安心させるように、少女は蒼そう白はくな顔で困ったように笑って見せる。

「はは……ちょっと、失敗しちゃった、かな……」

　ゆらりと、少女の手が持ち上がる。小さな指で空を──その先にある、空に浮かぶ大地の底をつかもうとするように、手を伸ばす。












「……行けると思ったんだけど、な……ちょっと、欲張りすぎちゃったみたい、だね。まあ……なんとか下層までは、来れたみたい……だけど……」

　力無く揺れる少女の手を、少年が両手で包み、自分の額に押しつける。祈るように。あるいは──赦ゆるしを請うように。

「ごめん……ごめん……リア……」

「カイ…………？」

　不思議そうに少年を見上げる少女。

「どうしたの……？　なんで、カイが謝るの……？」

「僕が……僕のせいで……、僕が……！」

　少年のこぼした涙が、少女の手を伝って流れる。

　傷を負った少女の隣で、少年は泣き続けた。




　空を目指した少年と少女は、望みを果たすことなく、地へと墜おちた。

　身の程知らずの望みを抱いた果ての、悲惨な結果──

　それは、少年時代の終わりを告げるには、あまりにも苦い結末だった。






　　　　Chapter.1









　──鳥がある一定の高さまでしか舞い上がることがないのは、それ以上行けばたちまちに墜落して死んでしまうと知っているからだ。一見して自由に見える鳥だが、皮肉なことに彼らは誰よりも己の限界について知っている──


──第六セフィラ《ティファレト》　アルバルト・ウェイスティン著




『自由であることの代価』より






「カイっちー！」

　けたたましく名前を呼ぶ声に、カイルの意識は覚かく醒せいした。開いた目に映るのは、染みが浮いた天井。カイルが寝床としている自宅兼事務所の寝室だった。

「…………うるせぇな」

　スプリングのへたれたベッドの上で身を捩よじり、苦々しい顔でカーテンをめくる。既に昼前らしく、太陽は高い位置にあった。

　灰色の頭髪が特徴的な、全体的に倦けん怠たい感かんを漂わせる青年である。苦労人なのか、物憂げな三さん白ぱく眼がんには妙に老成している雰囲気があった。

　剥むき出だしの上半身は程よく引き締まっており、腹や背中には刃物傷や銃創と思おぼしきいくつもの古傷が刻まれていた。

「カイカイカイ、カイっち───！」

　夢の中でも少女に名前を呼ばれていたが、今彼の頭ず蓋がい内で反響するのは別の少女の声だった。階段を上っている最中らしく、どたどたという足音が徐々に大きくなってくる。

　盛大な音をたてて扉が開かれたのは、次の瞬間だった。

　現れたのは、十代半ばの少女。金というよりは黄色に近い髪をショートカットにした、いかにも元気が取り柄という風情の娘だ。髪の色に合わせたのか、フリルつきの黄色いワンピースを着ており、活動的な少女の印象によく似合っていた。

「カイっち！」

　少女は部屋に入るや、なにを思ったか飛び込んできた勢いのままに跳ちよう躍やく。

「……は？」

　見上げた視し界かいには、ベッドに寝転がった自分の腹へとダイブしてくる少女。

　直後、腹部に衝撃。

「ごふッ……！」

　少女のボディプレスをもろに腹で受け、カイルは苦く悶もんのうめき声をあげた。

　カイルと交差するような体勢のまま、少女が声を張り上げる。

「カイっち！　大変だよっ！」

「大変なのは俺の内臓だ！　口からでそうになったわッ！」

「でてないから大丈夫！」

「いいからさっさと降りろ！」

　無駄に元気な少女を跳ねのけると、カイルはため息をつきつつ、くたびれたベッドのスプリングを軋きしませて身体からだを起こした。

「……で、朝っぱらからなんの用だ、ミリー」

「起こしてあげようと思って。あと、もう昼だよ」

「そうか……今度からはもう少し静かな起こし方で頼む」

　げんなりと呻うめく。少女──ミリーは素直にこくんと頷うなずき、

「わかった。次からは鼻にマスタードを塗りこむことにする」

「おまえはなんにもわかってねぇな」

「あれ、タバスコのほうが好きだっけ？　どっちがいい？」

「そういう問題じゃねぇしどっちもやだよ」

　この娘のペースに合わせていたら話が進まない。頭を振って思考を切り替える。

「それで、なんの用だ。俺は今日非番で、ついでに言えば十日ぶりの休日なんだが」

「あ、そうだ。トラブルだよ、トラブルっ。てんちょが態度の悪い客ともめちゃって」

　なぜか嬉うれしそうに言うミリーに、カイルは嫌そうに顔を顰しかめる。

「アイリーンだったら心配いらないだろ。俺が出るまでもない」

「いや、そうじゃなくってさ」

　あくまで気楽そうな口調のまま、ミリーは言った。

「てんちょ、ものすんごいキレてるから。さすがに人死にが出るのはまずいっしょ」

「…………」

　カイルは頭を抱えてきっかり五秒だけ沈黙すると、ため息をつき、

「……わかった。すぐ行くから、下で待ってろ」

　観念したように言うのだった。




　五分後、カイルの姿は一軒の酒場の前にあった。着古したロングジャケットを羽織り、足元は武骨なコンバットブーツで固めている。

　年季の入った木造二階建て。店名を記した看板もない、素っ気ない佇たたずまいだ。

　店の中からは男の怒鳴り声が聞こえてくる。

「はやくはやく！」

　ミリーに急せかされ、カイルは嫌々ながらも酒場の扉を押し開けた。

　扉についたベルが鳴り響き、店内にいた十人ほどの視線がカイルに集中する。

　その視線に気け圧おされる──ということはなかったが、めんどくさいなとは思いつつ、店の状況を見渡す。

　店内は吹き抜け構造の二階建てだ。一階は入口正面にカウンター席があるほか、丸テーブルがいくつか並んでいる。壁際に階段があり、上った先の二階にはソファー席が数席。

　問題は一階で起こっていた。招かれざる客は、四人連れの男たち。いずれもアルコールが入っているらしく、あからさまに顔が赤い者もいる。恐らくはリーダー格なのだろう、髭ひげを生やした男が先頭に立って店側の人間と向かい合っていた。

　一方の店側はというと、十代半ばから二十歳前の少女ばかりで、いずれもがミリーのようなかわいらしさを前面に押し出した衣装で着飾っていた。荒々しい男たちに詰め寄られては反抗もできなそうに見えたが、一歩前に出て男と向かい合っている女性だけは様子が違った。

　年齢は少女たちよりも一回りは上だろう。女性ながら身長が高く、相対する男と比べても見劣りしない。腰まで届く黒髪ブルネツトは赤みがかっており、鮮血を吸ったような色合いだ。しなやかな肢し体たいをワインレッドのドレスで彩っており、その優雅な立ち姿は社交界でも通用しそうだ。ただ、実際にその女性が華やかな場に出ることはないだろう。

　美女と言って差さし支つかえない面立ちではあったが、その右目は物々しい眼帯に覆われている。残った切れ長の左目はというと、涼しげを通り越して怜れい悧りとすら言える、凄すご味みのある眼光を宿していた。その苛か烈れつな眼まな差ざしはむしろ、眼帯に覆われた右目よりも剣けん呑のんだ。

「アイリーン」

　店員と荒くれ者たちの視線が集まる中、赤髪の女性──アイリーンが愛想もなく答える。

「来たのか」

「一応、用心棒なもんで」

　本音としては、仕事先に人が寄りつかなくなって、失業するのを避けたかったからだが。

　カイルは店内へと足を踏み入れつつ、かたわらのミリーに小声で訊たずねる。

「……で、こいつらはなんなんだ？」

「酒場は夜からだっていってんのに、金払うから酒出せって無理やり商品飲んでおいて、高いからまけろって」

「それはまた……」

　命知らずなことをしたものだ、とカイルは内心で呆あきれつつ、気の毒にも思う。

「なんだァ、てめぇは？」

　リーダー格と思おぼしき髭ひげの男が、酒臭い息を吐きながらカイルを睨にらみつける。

「ここの用心棒だよ。今日は非番だけどな」

「ほお、そうかい。だったら遠慮せずに引っこんでな」

「あいにくだが、仕事先で流血沙ざ汰たを起こされちゃあ困るんでね。穏おん便びんにいこうぜ」

　恫どう喝かつする髭男の言葉を、カイルは軽くいなす。

　老成している感があるとはいえ、カイルの見た目は二十歳に届くかどうかというところだ。三十代半ばと思おぼしき荒くれにしてみれば、若造に侮られていると感じたのだろう。

　髭男は酒が入って赤くなっていた顔を怒気でさらに紅潮させ、カイルへと向き直った。

「……いいから引っ込んでろっつってんだよ。さもなきゃ──」

　髭男の手が腰に伸びる。衣類の膨らみから、拳けん銃じゆうを隠していることは気づいていた。だから、髭男がやろうとしていることは指先が動いた時点で察しがついた。

　指先が霞かすむ速さでカイルの右手が翻る。ジャケットが跳ねあがり、腰に装着したホルスターから滑らかな動作で抜きだされたのは、武骨なリボルバー拳銃。

　雷光の速さで構え、躊躇ためらいなく発砲。甲かん高だかい銃声が店内に響き渡り、硝しよう煙えんが立ち上る。

　髭男もその連れも、目を見開いて愕がく然ぜんと硬直していた。息もつかせぬ早撃ちクイツク・ドロウ。その手並みは、青年の若さに釣りあわぬ完成された技術だった。

　ただ──放たれた銃弾は髭男の眉み間けんではなく、背後の壁にめり込んでいた。

「……へ、へへ……」

　強がるように、引ひき攣つった笑い声をあげる髭男。

「へ、確かに速はえぇが、それでびびると思ったか？　こっちゃあ四人いるんだ。一斉に抜けば、どう足あ掻がいたって……」

「いや、今の一発で十分だ」

　言いながら、カイルは流れるような動作で拳けん銃じゆうをホルスターに収める。

「あ？　どういう……」

　眉まゆをひそめた男の身体からだに、突如として背後から縄のような物が絡みついた。

「ぐっ……!?　な、なんだ……!?」

　泡を食って自分の身体を見下ろし──髭ひげ男は引ひき攣つった悲鳴をあげる。

　髭男の身体に巻きついていたのは、植物の蔓つるだった。本来なら長い年月をかけて成長するはずの蔓つる植しよく物ぶつが、わずか数秒で髭男の身体にまきつき、縛りあげる。

「ひっ……！　な、なんだこりゃ……、くそッ、千切れねぇ……！」

　髭男が暴れるが、びくともしない。

　蔓は男の背後──ちょうど、カイルの銃弾が撃ち込まれたあたりの壁から伸びていた。まるで、店の壁の木材の一部が変化したかのように。

　突然自分の身を襲った不条理に、髭男は青白い顔で悲鳴をあげる。

「てめえ……、《定てい戯ぎ式しき士し》か……!?」

「まあ、そんなとこだ。喧けん嘩か売る相手を間違えたな」

　誇るでもなく、気だるげに答えるカイル。

「《定戯式士》だと……!?」

「なんでこんなちんけな酒場に……!?」

　髭男の仲間が狼ろう狽ばいするが、決断は存外早かった。目配せするや、酒場から逃げようと走りだす。が、直後にもんどりうってその場に倒れ、後続の仲間が躓つまずいて積み重なる。

「どこへ行こうっていうんだい？」

　底冷えのするような冷たい声を発したのは、ワインレッドのドレスの女。どうやら、逃げようとする男に足をかけて転倒させたらしい。

　積み重なった男の髪をつかんで引っ張り上げると、器用にもドレスの中に隠していたらしい、銃身を切りつめた散弾銃──ソウドオフショットガンを取り出し、躊躇ためらいなくその口に突っ込んだ。

　自分の口こう蓋がいに捩ねじ込まれたものがなにかに気づき、男は悲鳴を漏らす。

　女性は男の耳元に口紅を引いた唇を寄せ、囁ささやく。

「このアイリーンの店でやんちゃしておいて、ただで帰れると思っていたか？」

　妖よう艶えんさのただよう美女に耳元で囁かれるという状態ではあったが、その声音はどこまでも冷たい。震える男の歯がショットガンの銃身にあたってカチカチと音をたてる。

「選ばせてやる。迷惑料込みで代金払うか、最下層に叩たたき落おとされるか──このまま散弾くらって挽ひき肉にくになるかだ。どれがいい？」

　冗談めかした様子が一切ない、あくまで平へい坦たんな口調でアイリーンは言った。




「ひっ、ひぃぃぃ……！」

　なさけない声を上げて、男たちがこけつまろびつ店をでていく。

　その様子を眺ながめていたカイルだったが、ふとアイリーンから声をかけられる。

「カイル」

　労ねぎらいの言葉でもくれるのかと思って振り返ると、壁から伸びた蔓つるを差して言った。

「はやく元に戻せ。邪魔だ」

　げんなりしつつも、カイルは壁に近づいて手をかざす。頭を空白にし、目の前の壁に集中する。壁の木材を見ると同時に、カイルの眼めはその物体を構成する情報を読みとっていた。

「──再定戯オーバーライド」

　口にする必要はなかったが、言葉というのは自己暗示に最適だ。言葉の引き金トリガーに従うように、壁の木材から伸びていた蔓が見る間に縮み始め、やがて壁の一部となって跡形もなく消えた。

　アイリーンが壁を手でなぞり、元に戻ったことを確認する。と、その眉まゆ根ねが寄る。

「おい。こいつはなんだ」

　アイリーンが指さす先を注視すると、そこには丸い穴が開いていた。わずかに穴の断面が焦げついていることから、弾だん痕こんであると察しがつく。

「ああ、さっき俺が撃ったやつだな」

「修理代として、今月の報酬は一割減額だな」

「なっ……！」

　にべもなく告げられる言葉に、カイルは目を剥むいて抗議する。

「横暴だろっ、こんな些さ細さいな傷で！　第一、俺は非番のところをミリーに呼ばれて……！」

「きゃんきゃんわめくな。それがおまえの仕事だろう」

「……あー、アイリーンさん？」

　頭痛がする思いで頭を抱えるカイル。

「なんか勘違いしているみたいだけど……俺、そもそも用心棒が本業じゃないからな？　俺の仕事は──」

「なんでも屋」

　先回りするアイリーン。ふっと馬鹿にするように、唇に酷薄な笑みを浮かべる。

「で、その仕事内容が曖あい昧まいななんでも屋とやらは開業してからこの一年で、いったい何件の仕事を受けた？」

「うっ……」

　痛いところをつかれ、カイルは目を逸そらしながら弱々しく指を立てる。その数──四本。

　半眼になるアイリーン。

「ほぉ。それで？　そんな状態にもかかわらず、おまえが飢え死にすることもなく飯を食えているのは誰のおかげだ？」

「…………ーン」

「なんだ、聞こえんぞ。はっきり喋しやべれ」

　しばしの葛かつ藤とうの末、カイルは忸じく怩じたる思いで口にする。

「……アイリーンのおかげだ」

「そうだろう、そうだろう。なんといってもアタシは、伝つ手てもなければ身の証しもないおまえを、用心棒として雇い続けてやってるんだ」

　秀麗な容よう貌ぼうをサディスティックに歪ゆがめ、アイリーンはカイルを追い詰める。

「だいいち、おまえが受けた四件の依頼だって、猫探しと戸板の修理くらいのもんだろう」

「ぐっ……」

　事実だけにぐうの音も出ない。アイリーンはため息をつき、呆あきれたように言う。

「おまえもな、もう少し建設的な仕事についてみたらどうだ？　ネツァクの職人街にでも行けば、どこかしら下働きで雇ってくれるだろうさ」

　アタシに言えたことじゃないがね──と呟つぶやくようにつけたす。懐からキセルを取り出すと、マッチで火をつけ紫煙を燻くゆらせる。いくぶんトーンの下がった声音で続ける。












「まあいいさ。それより、店に出てきたついでだ、配達いってこい。フィー！」

　散らかった店内の片づけをしていた店員たちに呼びかけると、黒髪をストレートにした垂れ目気味の少女がアイリーンのもとへ小走りに駆け寄ってきた。

「は～い。なんですか～、店長？」

「ジム爺じいさんへの配達をカイルに行かせる。品物を持ってこい」

　は～い、と間延びした返事をして、フィーと呼ばれた少女が店の奥へ向かう。

「配達って……誰も行くとは言ってないんだが」

「どうせ暇だろう。届けてきたら壁の件はチャラにしてやる」

　報酬一割カットよりはずっとマシかと納得し、すぐに体よく使われたことに気づく。だが、既に後の祭り。気づいた時にはフィーからバスケットを受け取ってしまっていた。

　大きくため息をつく。

「どうかしました～？」

　のほほんと聞いてくるフィー──本名は確かフィリーネだったと思う──に、

「なあ、フィー……俺は、この店のなんなんだろうな」

　と一抹の期待を込めて問うと、フィーはにっこり笑い、言った。

「なにいってるんですか～。カイルさんは、このお店の大事な雑用係じゃないですか～」

　一切の邪気がない少女の素直な言葉に、カイルはがっくりとうなだれるのだった。




　届け物のバスケット──中身はワインボトルと、つまみのチーズのようだ──を抱え、カイルはアイリーンの店を後にする。荷車がすれ違える程度の細い道を抜け、広い通りに出る。

　イェソド──それがこの街の名前だった。

　イェソドはとにかく高低差がある街だ。一ブロック離れた区画にある建物の屋根を眼下に見ながら、カイルは石畳の坂を下っていく。

　連なる家々は煉れん瓦が造づくりと木造建築が乱立している。建物の間はいたるところに曲がりくねった隘あい路ろが延びており、奥は見通せない。

　悪徳の街。それが、このイェソドの別名だ。華やかな大通りを一歩外れれば、そこにはあらゆる悪意が潜んでいる。

　イェソドは表裏の区別が曖あい昧まいだ。まっとうな人生を送っていたつもりが、気づいたら闇やみ社会に腰までどっぷりつかっていた──なんていうことも珍しくない。しかし、表も裏もない街だからこそ、道を踏み外したとも言えない。イェソドはあらゆるものを受け入れる。

　それでも、この街にはこの街なりの厳然たる『掟おきて』があった。『掟』は誰かが教えてくれるわけでも、どこかに書いてあるわけでもない。肌で感じ取るものであり、経験から導き出すものだ。その嗅きゆう覚かくを持っていない者は知らず知らずのうちに『掟おきて』を破り、痛い目に遭うこととなる。ちょうど、さきほどの男たちのように。

　大通りを下り、時折狭い路地を進み、やがてカイルは開けた空間に出た。

　ぱったりと建築物が途切れ、道は行き止まりとなり──そして、その先にはなにもなかった。街も、人も、よって立つ地面さえも。

　空。それだけが、カイルの眼前に広がっていた。




　──世界は概おおむねクソったれであると理解している。

　足元から吹き上げる風にジャケットの裾すそをなぶらせながら、カイルは思う。

　コンバットブーツの踵かかとは路面をとらえているが、つま先は虚こ空くうにある。

　左右を見れば、大地の終端が延々と続いていた。断だん崖がい絶壁というには、あまりにもその断面は滑らかだ。垂直に切り立った〝縁ふち〟がやがて視し界かいから消えることから、緩やかな曲線を描いていると判じられる。もっとも、そんな些さ細さいな情報から読みとるまでもなく、カイルの立っているのがどういった場所かは、正面を見ればわかるのだが。

　視線の先、遥はるか遠くの空に浮かぶ巨大な物体。背景が薄青い空しかないために遠近感が狂い、正確なサイズはわからない。しかし、それは途方もなく巨大な構造物であった。なにしろ、そこは数万人もの人間が暮らすれっきとした都市なのだから。

　セフィラ──それが、空に浮かぶ都市の総称だった。空の青を凝縮したような巨大な半球を地盤とした、浮遊する都市。なぜ浮くのか、なぜそこに都市ができたのか──そんな疑問に答えられる者はおらず、また疑問に思う者すらいない。世界とはそういうものだ──それが、セフィラで暮らす人々のあたりまえの感覚だった。

　視線を持ちあげる。ぼんやりと見上げた空には、〝上〟の世界の底面が浮かんでいた。

　セフィラの数は全部で十。最上層、上層、下層、最下層に分かれて存在している。

　第一セフィラ・ケテル、第二セフィラ・コクマー、第三セフィラ・ビナーの最上層。

　第四セフィラ・ケセド、第五セフィラ・ゲブラー、第六セフィラ・ティファレトの上層。

　第七セフィラ・ネツァク、第八セフィラ・ホド、第九セフィラ・イェソドの下層。

　そして、唯一並行するセフィラが存在しない、〝持たざる者の楽園〟こと最下層の第十セフィラ・マルクト。

　それが、世界の全すべてだった。

　ふと、カイルの頭上に影がさす。見上げると、そこには木製の〈浮船フロートシツプ〉が浮かんでいた。

「ネツァクからの定期船か……」

〈浮船〉はセフィラ同士を結ぶ唯一の交通手段だ。とはいえ〈浮船〉は水平の移動は容易だが、階層間の移動には向いておらず、多大な時間を要しコストもかさんでしまう。そのため、ごく一部を除き、セフィラで暮らす大抵の人間は生まれた階層から生涯出ることはない。

　ただ──階層間の移動方法にも、最近になって例外ができた。

　各層三つのセフィラは三角形の頂点を形成するように間隔を保って浮遊しているが、その中心には天地を貫くように延びる構造物があった。

　直径数百メートルの、巨大な円柱。表面には幾何学的な模様が明滅しており、どこか生物の鼓こ動どうを思わせる。セフィラで生きる人々はそれを、単に『柱』と呼んでいた。

　セフィラが『柱』の周囲を緩やかに周回していることから、両者が密接な関係にあることは容易に想像できる。だが、その役割を明確に知る者はいない。

　その外壁には、近年になって増設された外部機構があった。

〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉。下層とは比べ物にならない上層の技術によって作られた、巨大昇降装置。『柱』外壁に取り付けられた巨大なレールは上層と下層とを繋つなぎ、昇降機がレール上を移動することで、人や物資を輸送している。

　とはいえ──現状、〈天の梯子〉の役割は、基本的に物資輸送に限られている。

　元々は人の移動を円滑に行い、上層と下層の交流を活性化させることが目的だったのだが──とある事情により、一般人の使用は先延ばしにされていた。未いまだセフィラ世界の住人にとって、生まれた階層を出ることは容易ではないのだ。

　十個の半球の上に作られた、窮屈な世界。直径十数キロの居住区を『箱庭』などと呼ぶ者もいるが、それはカイルからすれば的はずれな物言いだ。

　はっきりと住む場所を線引きされ、そこから外へ出てはいけないと定められている──それは要するに、家畜の柵さくだ。

　狭い場所に押し込められ、それでいて食料も寝床も保障されていない、すべてのセフィラの中でもとりわけ上等にクソったれな九番目の家畜の柵──それがイェソドの街だった。




　アイリーンの酒場から徒歩で約三十分。カイルは常連客へ品物を届け、ついでに次の注文の言こと伝づてを受ける。もはや本格的に酒場の小間使いになっている気がして、少々ブルーな気分になりながらも酒場へと引き返す。

　外縁部を歩いていると、ついつい空を見上げてしまう。

　何年か前、イェソドに来る前はよく空を見上げていたように思う。どこまでも広がる蒼そう穹きゆうと、自分がいる場所よりも〝上〟の世界に無限の可能性があると信じて。

　その頃の純粋な気持ちは、もう何年も前に失なくしてしまった。無邪気に可能性を信じられた少年時代は終わった。

　カイルは知っている。今いるところよりも上等だと信じて辿たどりついても、そこの人々もまた、同じようにどこか他の場所を見上げているのだと。

　それは成長した結果なのか、それとも諦てい観かんと呼ぶべきものなのか、カイルにはわからない。ただ、セフィラの構造がはっきりとわかる外縁部を歩いていると、改めてこの世界が行き詰まっているのだと突きつけられる。そうすると、カイルは無性に空を見上げたくなるのだ。

　だから、今日もまたカイルが空を見上げたことは特別なことではない。

　だが──そこに見た光景は、どう表現を選ぼうと常軌を逸したものだった。

「え……？」

　思わず足が止まる。

　最初に見えたのは、ただの点のようなものだった。

　点は徐々に大きさを増していく。いや──あれは落ちているのだ。遥はるかな空から重力にひかれるままに。点は近づくにつれてその輪りん郭かくを露あらわにしていく。やがて、その物体の細かな造作が見える距離になり──カイルはそれがなんであるかに気づき、息をのんだ。

　──落ちてきたのは、少女だった。

　高速で落下してくる少女の高度を目測で測ることは難しい。それでも、確実にわかっていることがあった。

　あの少女は、このままでは地面に叩たたきつけられて死んでしまう。

　なぜ落ちているのか？　あれは誰なのか？　そんな余計な思考を振り払い、カイルは気がつけば近場の家屋の外付け階段をのぼり、屋上へと駆け上がっていた。












（クソッ、間に合うか……!?）

　落下する少女を見据え、カイルは自己暗示の言葉を口にする。

「定てい戯ぎ式しき──仮想演算開始エミユレイシヨン・スタート」

《定戯式》──それは世界の本質に干渉し、その在り方を《再定戯オーバーライド》する力。世界の法則に反逆する術理。

　意識の撃鉄を上げ、自身の脳髄を《定戯式》を発動させるための機関へと切り替える。

　脳を行き交う神経信号が活性化、迸ほとばしる電流となって荒れ狂う。眼球の奥が赤熱し、疼とう痛つうが頭ず蓋がいの中で反響する。本来人間が備えていない機能を、脳という演算器に無理やり実行させたことによる反動だ。

　その結果──カイルの〝眼め〟は視覚情報とは別の光景を捉とらえる。

　それは膨大な数列であり、二次元的な図面であり、立体的な構造モデルであり、しかしそのどれでもない。それは、この世界の真理をイメージ化したもの──事象記述解イデアコード。

　拳けん銃じゆうを抜き、落下する少女へと銃口を向ける。

　──《定戯式》が作用する範囲はつまるところ、術者本人がそこは自分の力が及ぶと確信できる範囲だ。カイルの場合、干渉可能領域は自分を中心とした半径およそ二メートル。しかし、その範囲を拡張できる抜け道があった。

　銃弾。カイルは銃弾を自身の身体からだの延長と捉えることで、その周囲を定戯式の干渉可能領域とすることができた。

　カイルの頭髪が仄ほのかな赤みを帯びる。定てい戯ぎ式しき士しが高度な術を使う際に起こる、具象光と呼ばれる現象だ。

　演算器と化したカイルの脳が、比較物の無い空中を落下する少女との距離を正確に算定。高速で変化する少女の座標を割り出す。

（弾丸速度、三〇四メートル毎秒／対象の落下速度、七九メートル毎秒／仰角と高度から対象との相対距離を算出／相対距離に合わせて発動時間を遅延設定／一射ごとに銃口角度修正）

　集中力を増すことにより演算速度が跳ねあがり、主観的な時間の流れが引き延ばされる。

　空へと向けた銃の撃鉄に左手を添え、引き金を引く。

　銃声。

　高速で連なった銃声は六発。片手で保持した銃の引き金を絞ったままにし、撃鉄を左手で叩たたく、ファニングと呼ばれる速射法だ。わずか一秒の間に、カイルは六発の銃弾を全すべて撃ち放っていた。

　放たれた銃弾が落下する少女の真下を通り過ぎる、その瞬間──銃弾を中心に、不可視の力場が展開された。

　弾道をずらして飛び出した銃弾は、少女の落下軌道上に断続的な支配領域を作り出した。

　支配領域へと少女が触れる。その瞬間、不可視のクッションに包まれたかのように、少女の落下速度が減衰した。

　カイルが銃弾に込めて撃ちだしたのは、落下速度を打ち消す空間を作りだす定てい戯ぎ式しき。結果、断続的に配置した支配領域に触れる度に、少女の落下速度が減衰していく。だが──

（…………ッ、減速しきれない……！）

　苦々しく呻うめく。このままではいくら速度が落ちたとはいえ、地面に激突した際の衝撃は少女の矮わい躯くを容易たやすく砕くだろう。

　少女が地面に迫る。高度はわずか数十メートル。

（ちっ……間に合わない……！）

　カイルが諦あきらめかけた時──少女と目が合った。

　深い深い、どこまでも透徹した空色スカイブルーの瞳ひとみ。その澄んだ瞳に、カイルは吸い込まれるような錯覚に陥る。

　高速で落下している最中のことだ。細かな顔の造作などわからない。ただ、その瞳の色だけがカイルの心を捕らえていた。

　随分と長い間その瞳を見つめていた気もするが、実際には瞬まばたき程度の時間だっただろう。けれど、その永えい劫ごうにも等しい刹せつ那なが過ぎると同時──カイルは地を蹴けり、落下する少女へ向かって飛び出していた。

　空中で少女の身体からだを受け止める。人一人を受け止めた衝撃に、呼吸が詰まる。

　少女を抱えたまま、カイルは通りに面した家屋の庇ひさしへと飛び込む。体重を支えきれず、庇が破れる。視し界かいが縦横に回転し、直後に衝撃。幸いと言うべきか、カイルが少女の下敷きになるかたちで地面に叩たたきつけられた。

「かっ……！」

　落下の衝撃に、肺の中の空気が絞り出される。

　そうして、ようやくカイルと少女は停止した。

（生きてる……よな）

　仰あお向むけの状態で空を見上げ、カイルは自分がまだ生きているらしいことを確認する。腰を強したたかに打ちつけたようで、身を捩よじると鈍い痛みが走った。

「ん……」

　カイルを下敷きにした少女が身じろぎし、ゆらりとした動作で上半身を起こす。

　真っ先に目についたのは、ボリュームがある亜麻色の髪だった。柔らかく波打っており、毛先は肩まで伸びている。年齢は恐らく十代前半、ミリーやフィーよりも、少し下くらいか。細い身体に仕立てのいい白のワンピースを纏まとっている。

　大きな瞳が周囲をしばし見回し──不意にそれが、カイルへと向けられた。

　青空を背景に、覗のぞきこんでくる少女の瞳ひとみもまた、空の青。

　改めて正面から見れば、幼さが残るものの整った顔立ちをしている。その中で、際立ってカイルを惹ひきつけるのが、瞳だった。この少女の瞳を見ると、目が離せなくなる。

　どこまでも澄みきった、清せい澄ちような青。純白の衣装と相まって、柄にもなくカイルの目には少女がお伽とぎ噺ばなしにでてくる妖よう精せいのようにも映った。

　ゆっくりと、蕾つぼみが花ひらくように、少女の薄い口唇がひらく。その唇からもれる、最初の言葉は──




「やっほー！　げんきですかー！　ていうか生きてます？　人生楽しんじゃってます？　今日も天気がよくてハッピーですねー！」




　──頭が痛くなるくらい、能天気なものだった。

　少女に感じた神秘的な印象が、一瞬で完膚なきまでに粉砕される音を脳内で聞き──カイルはげんなりと呻うめいた。




「お兄さんは誰さんです？」

　腹に座ったまま興味津々といった様子で問いかけてくる少女に、カイルはため息をつく。

「……とりあえず、どいてくれないか」

　少女に頼むと、「おおっ」と今気づいたかのように大げさに言い、ようやく降りる。

　起き上がったカイルがジャケットについた土つち埃ぼこりを手で払い落としていると、真ま似ねするように少女もワンピースの裾すそを叩はたく。さきほどまでの神秘的な雰囲気はもはや欠片かけらもなく、そこにいるのは見た目以上に幼い、大人の真似をするただの子供だった。

　それでも少女の得体が知れないことに変わりはない。

「おまえ、名前は？」

「ファ……」

　なにごとか言いかけ、ぴたりと口を噤つぐむ。

「ふぁ？」

「あ、いや、えっと……」

　顎あごに人さし指を当て、なにごとか考えている様子。ややあってなにか答えが出たのか、ぱあっと顔を輝かせて、満面の笑顔で言う。

「ヴィータっ！　うんっ、わたしの名前はヴィータです！　ですよね？」

「いや知らんが」

　なぜ人に訊きくのか。というか、最初は明らかに他の名前を答えかけていた。

　ベルトのポーチから取り出した銃弾を拳けん銃じゆうに装そう填てんし直しながら、カイルは思案する。

（さて……どうしたものか）

　イェソドで生きるにあたり、カイルが真っ先に学んだ教訓は『余計なことには首を突っ込まない』だ。自分から他人のトラブルに巻き込まれに行くような人間はイェソドでは長生きできない。ましてや、少女は上から落ちてきたのだ。それはすなわち上層と結びつく。

（なんかのトラブルで、外縁部から落ちたのか？）

　酒場でアイリーンがチンピラを脅おどしていたように、「下の層に落とす」というのはイェソドでよく使われる脅しの常じよう套とう句くだ。外縁部から落とされた人間はどうあがいても死を免れないし、死体の処理も考える必要がない。下の層で生活している人間にとってはたまったものではないが。

　しかし──それはイェソドの属する下層での話だ。王おう侯こう貴き族ぞくが君臨し、秩序の守護者を自任する《教会》が目を光らせている上層セフィラにおいて、そんな形で処刑が行われたなどという話は聞いたことがない。ましてや、こんな子供にだ。

　とすれば事故か。いずれにしろ、本人に訊きいた方が手っ取り早いか。

「で、おまえは……」

「ヴィータ」

　ちょこん、と自分の顔を指さして少女が訂正するように言う。

「……ヴィータ」

「なにっ？」

　名前を呼ばれたことが嬉うれしいのか、満面の笑みで答える。

「ヴィータは、なんで空から落ちて来たんだ？」

　問いかけると、ヴィータはきょとんとした顔で固まる。

「あー……」

　腕を組んで首を捻ひねるヴィータ。

「そうきましたか」

「いや誰でもまずはそこを気にするだろ。なんで意外そうなんだよ」

　どうにも噛かみ合あわない会話に、カイルは頭痛を堪こらえるようにこめかみを押さえる。

「ん～、それがですねぇ……」

　ヴィータは困ったように眉まゆをハの字に下げると、自分の頭をこつんと小突き、舌をぺろりと出して見せ、

「どうもわたし、記憶がないみたいなんですよね～。えへへへ」

　などと、なんの気負いもなくのたまったのだった。




「するとつまり、おまえは落下する前のことは何も覚えていない、と」

「はいっ」

「気がついたら俺の腹の上で寝ていた、と」

「はいっ」

「この辺の光景にも見おぼえはない、と」

「はいっ」

　ヴィータの話をまとめて確認をとる。今度こそ本当に頭痛がして、カイルは頭を抱えた。

「……大変な身の上の割には、楽しそうだな」

「そうですかねー？」

　へらへらと笑うヴィータ。しかし、カイルはヴィータの言葉をあまり信じていなかった。

「記憶喪失ってのは、自分の名前はしっかり覚えているもんなのか？」

「えっ!?」

　矛盾点を指摘してやると、ヴィータはあからさまに狼ろう狽ばいした様子を見せた。目をあちこち泳がせ、不自然な棒読み口調で言う。

「そ、そうですねー、不思議ですねー。こういうことってあるんですねー、あははははっ！」

「…………」

　白々しさが天井知らずだった。

　ヴィータをまっすぐ見つめると、ヴィータも小首を傾かしげて見返してくる。

　間違いなく、この少女は意図的になにかを隠している。だが──そこに悪意を感じとることができない。なにも言わずにカイルを見つめ返す様子は、穢けがれを知らない無む垢くな子供としか思えなかった。

　そう──あまりに純粋すぎる。

　イェソドで生まれ育った人間はこうはならない。イェソドは人を計算高く、狡こう猾かつにする。

（だからか……）

　不意に、カイルは納得する。あんなにも少女の瞳ひとみに魅せられた理由。それは、この少女がイェソドの住民では決して持ち続けることができない純粋さを失っていなかったからだ。

　だが──だったらどうだというのだ？　この正体不明の少女に、これ以上関かかわる理由にはならない。危うきに近寄らないのが、イェソドで生きる者の不文律。

　悪い人間ではないだろう。正直に言えば、好奇心もある。それでも、それはカイルがイェソドの掟おきてに背いてまで少女に関わろうとすることの理由にはならない。

　カイルは踵きびすを返す。なにも言わずに立ち去ろう。それが利口な選択だ。

　そうして少女に背を向け──『それ』に気づいた。

　暗灰色の外がい套とうに身を包んだ異様な風体の男が、音もなくそこにいた。

「…………!?」

　ゾクッ──背筋を走り抜ける悪寒。

　外套についたフードを目深に被かぶっており、顔の造作は陰に隠れて窺うかがえない。

　路上生活者かとも思ったが、特有の悪臭はない。つまり、そう見えるよう偽装しているということだ。であれば、まともな手合いではないだろう。

　カイルと男の距離は四メートルほど。そこまで近寄られてなお接近に気づかないほど耄もう碌ろくしたつもりはない。

　それほどの手て練だれが、あえて気配を消して背後から忍び寄っている──その時点で、カイルが最大限の警戒を払うには十分だった。

「……知り合いか、ヴィータ？」

「記憶喪失ですし。そうじゃなくても、ああいった知り合いはいませんね、たぶん」

　その表情を横目で確認し、嘘うそではないと判断。

　空から落ちてきた謎なぞの少女と、それに合わせるように現れた異様な風体の男──いよいよもって、きな臭くなってきた。

「よお、なんか用か？」

　警戒は緩めず、男に問いかける。だが、男はカイルの言葉に反応しない。というより、フードに隠れてわかりづらいが、男はさっきからずっとヴィータを見ているようだ。

（狙ねらいはヴィータか……？）

　一歩、男が近づく。どこかぬらりとした印象を感じさせる、非生物的な動き。その動作に不穏なものを感じ──カイルは思わず、ヴィータを庇かばうように身体からだをずらしていた。

　男の動きが止まる。その注意はカイルへと移っていた。カイルは胸中で舌打ち。

（やっちまった……）

　男の視線はカイルに固定されたまま動かない。

　さりげなく、カイルは腰の拳けん銃じゆうへと手を伸ばす。男が妙な真ま似ねをすればいつでも抜き撃ちできるように。

　男の動きは唐突だった。がくん、と男の身体が前に傾かしいだのは認識できた。だが、それは予備動作と呼ぶにはあまりに不自然で、カイルの対処は一拍遅れる。

　気づいた時には、男は地を這はうように動き、彼我の距離を半分ほどまで詰めていた。

「なっ……!?」

　面食らいながらも、カイルの右腕は半ば自動的になすべき行動をとっている。拳銃を抜きざま、即座に前方に照準する。身体に覚え込ませた動きはカイルを裏切らない。

　銃口が男をとらえる。あまりに低い姿勢のため、足を撃つという選択肢はなかった。致命傷を与えることに躊躇ためらいはあった。それでも、カイルの本能は引き金を引かせた。

　銃声。燃焼ガスが弾頭を加速させ、鉛の弾丸が男の身体を射抜く──はずだった。

　カイルは瞠どう目もくする。男の身体は、一瞬にして射線から消えていた。

　視し界かいの端を掠かすめる影。眼球の動きだけで追うと、壁に張りついている男の姿があった。

　あの一瞬で進路を変更し、壁まで跳んだのか。明らかに人間の限界を越えた動き。四本の手足で壁面に着地した様は、四足獣か蜘く蛛もを思わせた。

　壁を蹴けり、男がカイルへと跳びかかってくる。銃での迎撃は間に合わない。

　咄とつ嗟さに左腕前ぜん膊はく部を立ててブロック、男の蹴りを受け止める。

　ミシ──骨の軋きしむ感触。このままでは腕を砕かれると判断し、瞬時に自ら背後に跳ぶ。

　それでも衝撃は逸そらしきれず、背後に積まれていた木箱へと背中から突っ込んだ。

「かっ……！」

　背中を襲う痛烈な痛みに、目の前が霞かすみかける。薄れていく意識の中で自じ嘲ちようする。

（なにやってんのかね、俺は……）

　余計なことに首を突っ込んでもいいことはないと、さんざん学んだはずだった。だというのに──

　霞む視し界かいの中、男がヴィータへと近づくのが見える。

　それに対し、ヴィータは反応できずにいた。恐怖に捕らわれて、というわけではない。その顔に浮かんでいるのは困惑だった。

（おいおい……ぼけっとしてないで逃げろよ……）

　あまりの無防備さに呆あきれかえる。この期に及んで逃げようとすらしないとは、徹底的に危機感が欠如しているらしい。

　このまま見て見ぬふりをすれば、これ以上の厄介事には巻き込まれないだろう。

　だが──

　カイルは唇を血が滲にじむほどに噛かみしめ、薄れかけた意識を繋つなぎとめる。総身に力を込めて身体からだを起こすと、手近な木箱を男へと投とう擲てきした。

　木箱をかわすために男が飛とび退のいたことで、結果的に少女から引き離すことに成功。その機を逃さず、カイルは躊躇ためらいなく拳けん銃じゆうの引き金を引き絞った。

　銃声、銃声、銃声、銃声、銃声。回転式弾倉に残った五発の銃弾を一気に撃ち尽くす。

　男は腕を交差させて頭部を守る防御姿勢をとる。何発かは腕にあたるが、弾丸は弾はじかれて軌道を変える。外がい套とうの下に手甲でも装着しているのか。

　カイルは銃弾を撃ち尽くしている。当然、それは男にとって反撃の好機。

　男が腰を落とし──しかし、そこで動きを止める。その身は、蔓つる植しよく物ぶつに背後から拘束されていた。

「……あいにく、こっちは殴り合いに付き合えるほど頑丈じゃないんでな。騙だまし打ちくらいは大目にみろ」

　さきほどカイルが撃った五発の銃弾のうち、三発はわざと男から外していたのだ。背後の壁に着弾させ、そこを基点に《定てい戯ぎ式しき》を発動するために。

　カイルは好んで使うこの拘束用の術を、《蛇蔓サーペント・バイン》と呼んでいた。《定戯式》は決まった形のない、発想次第であらゆる現象を起こせると言われる技術だが、それには術者の高い集中力が必要になる。

　そこで有効になるのが、《ショートカット》と呼ばれる応用技術だ。あらかじめ求める結果を自分の中で想定し、何度も繰り返すことで頭に術のイメージを刷り込む。これにより迅速な術の発動が可能となる。術に名前をつけることもまた、求める現象のイメージをより強固なものとするための工夫の一環である。

《蛇蔓サーペント・バイン》は単発でも大の男の動きを封じるに十分だ。それを三重に発動しているのである。力ずくでどうにかできるものではない。

　とりあえず、少女と共にこの場を離れようと考えるカイルだったが──

　ゴギン──耳を覆いたくなるような異音に硬直する。

「……、嘘うそだろ……？」

　その光景に、思わず引ひき攣つった声が漏れる。

　男の左腕が肩からだらりと力なく垂れ下がっている。明らかに肩を脱だつ臼きゆうしていた。

　関節を外すことでわずかに蔓つるの拘束に隙すき間まができる。確保した可動域を使い、男は反対の手でコートの下からナイフを引き抜くと、蔓を切断していた。

（自分で関節を外しやがった……！）

　頬ほおが引き攣る。

　肩を脱臼しているというのに、男は痛みを感じた素振りを見せない。むしろ、淡々と残りの蔓を切ろうとしている。その光景に、カイルの背筋を悪寒が走り抜ける。

「……っ！　走れッ！」

　棒立ち状態のヴィータの手を引いて走りだす。

「え？　あわっ、あわわっ！」

　足をもつれさせながらもどうにかついてくるヴィータ。

（なんだ、あの化物は……！）

　異常なまでに機き敏びんな動作といい、銃弾を躊躇ためらいなく腕で防いだことといい、ただの人間と呼ぶにはあまりに逸脱している。それらはすべて、自分の身体からだが壊れることを厭いとわないが故に可能としていたのか。

（薬か……？）

　ある種の薬物は脳内物質の過剰分泌を促し、痛みを感じなくさせるという。そうすることで筋力のリミッターを解除し、自身の身体の崩壊代償に常人を越える力を発揮することも不可能ではない。

　ちらりとヴィータを見る。あの怪人の狙ねらいはヴィータだった。それも、手にかけようとしたというよりは、身柄を欲していたように思う。

　ならば、この少女を見捨てればとりあえずカイルは安全になるかもしれない。だが──

　手の中には、小さなぬくもり。武器など握ったこともない、無む垢くな少女の手だ。カイルにはその小さな手を振りほどくことが、どうしてもできなかった。

　路地裏を走り続け、ヴィータは肩で息をしている。撹かく乱らんのために何度も角を曲がり、距離もそれなりに開いた。一度止まっても大丈夫だろう。そう判断してカイルが足を止めるや、ヴィータはぺたんと地面に座り込んだ。

　肩で荒い息をつくヴィータを横目に、カイルは拳けん銃じゆうの回転式弾倉をスイングアウト。空から薬やつ莢きようを落とし、ベルトにつけたポーチから銃弾を取り出すと、一発ずつ弾倉に詰めていく。

「ハァ……ハァ……ハァ……、あの、だいじょぶ、です、か……？」

　息も絶え絶えに問うてくるヴィータ。むしろそっちが大丈夫かと問いたい。

「大した怪け我がはねぇよ。それより、なんなんだあいつは？　おまえを追ってきたみたいだが……本当に心当たりはないのか？」

「いえ、ぜんぜん」

　ぶんぶんと首を横に振る。相変わらず緊張感はないが、嘘うそをついている風でもない。

　どうやら、この少女からは有益な情報は得られそうもなかった。

　──あの男の目的は二通り考えられる。ヴィータが記憶喪失を装った家出少女かなにかだと仮定すれば、それを保護しにきた家族か、その依頼を受けた人物となる。あるいは、なんらかの理由でヴィータを捕らえにきたかだ。

　身代金目的の誘拐というのも、イェソドではそうありえない話ではない。ここはイェソドの中では比較的治安のいい区画ではあるが、所しよ詮せんそれも五十歩百歩。他人を食い物にしようとする輩やからなど、この街には掃いて捨てるほどいる。

「ねえ、お兄さん」

　ヴィータが袖そでを引いてくる。

「カイルだ」

「？」

　きょとんと首をかしげるヴィータ。

「名乗ってなかったろ。俺の名前はカイルだ」

「じゃあ、カイさんで」

「縮めなきゃいけないほど長くないだろ」

「カイにゃん？」

「なんで言いなおしたのかわからんが、それはやめろ」

「むー、かわいいのに」

　なぜか不服そうに唇を尖とがらせるヴィータ。

（まったく……）

　本当にとらえどころのない少女だ。こんな状況にもかかわらず、慌てた様子は一切ない。常識が欠落しているというか──浮世離れしている。世間知らずのお嬢じよう様、というよりは一切の『悪意』に触れることなく育った、純粋培養された人間とでも言おうか。

　あるいは、あの怪人以上に得体が知れない気もする。とはいえ、無む垢くな瞳ひとみで見上げてくる少女に対し、あの怪物じみた男のような不穏な空気は一切感じないのだが。

「カイさんは、なんでわたしを助けてくれたんです？」

「なんでって、そりゃ……」

　沈黙したのは言葉が見つからなかったからだけではない。

　背筋を氷の手で撫なでられるような悪寒を感じ、咄とつ嗟さにヴィータを抱きかかえ、その場を飛とび退のく。

　直後、落下してきた影が、一瞬前までカイルが立っていた地面を粉砕した。

　地面を蹴けり、襲撃者から距離をとる。間合いを開けてから相手を確認すると、予想通りそこにはあの外がい套とうの怪人がいた。その足元の石畳はひび割れ、破片を周囲に散らしている。

「おいおい……」

　直撃をくらっていれば、散らばっていたのは石の破片ではなくカイルの頭ず蓋がい骨こつの中身だっただろう。

　怪人が身を起こす。左腕はだらりと垂れさがったままだ。

「……見逃しては、くれないみたいだな」

　カイルはため息をつく。わずかな時間げんなりとうなだれ──再び顔を上げた時には、その目は苛か烈れつな意思を宿していた。

　逃げられないのなら──戦うしかない。

「──ヴィータ、離れてろ」

　ヴィータは指示に従い、素直にカイから離れる。

（集中しろ──）

　意識を切り替える。思考の一切が、闘争という単一の目的のために最適化される。

　久しく味わっていない感覚。拡張された意識が、視し界かいをクリアにする。

　いくら相手が怪物じみているといっても、所しよ詮せんは四肢を備えた人間だ。動作の起こりを見極めれば、かわせない道理はない。

　動作の起点は常に足だ。怪人が地を踏みしめ、たわめた膝ひざに力を溜ため、わずかに右肩を引くのが手に取るようにわかる。

（右手のナイフでの突き──狙ねらいは心臓）

　怪人が動く。人間離れした加速は先刻承知済み。それも考慮して体を捌さばく。

　一瞬で距離を詰める怪人。迫るナイフが掬すくいあげるような角度でカイルの胸を狙う。

　半身を捻ひねりつつ、わずかに上半身を倒す。最小限の動きで男のナイフを回避。同時に、相手の右肩を左手で押しつつ、足につま先をひっかける。

　体重に比して動きが速すぎるのが災いした。それだけで男は体勢を崩し、自らの突進の勢いのまま盛大に転倒。脱だつ臼きゆうした左腕では受け身をとることもままならず、路面で跳ねる。その先の塀にぶつかってようやく停止した。

　背中を打ったことで息が詰まったか、かすかな呻うめき声ごえが漏れる。

　それだけの目に遭ってなお、即座に立ち上がろうとしたのはやはり異様ではあった。

　だが、ダメージを与えることではなく、その位置取りこそがカイルの狙ねらいだった。

「詰みチエツクメイト、ってな」

　立て続けに拳けん銃じゆうの引き金を引く。放たれた弾丸は男の周囲の塀と石畳に着弾する。

　一見して、なにかしらの変化が起こっているようには見えなかった。あるいは、ただ銃撃を外しただけか──観客がいればそう勘違いしただろう。

　突如、石材が擦り合わされて軋きしむ音が、男の足元で響く。

　次の瞬間、音を立てて、怪人の周囲の石畳と塀が崩落した。大量の石材に飲まれ、怪人の身体からだが背後の空間へと落ちていく。

　──イェソドは高低差の多い街だ。坂や階段によって滑らかに高度が変わる場所もあれば、切り立った崖がけのようになっている場所もある。カイルが逃げ込んだ──否いな、男を誘いこんだのは、まさしく後者だった。

　しかし当然ながら、そう簡単に足場が崩壊するはずがない。その結果を導いたのは、カイルが撃ちこんだ銃弾に込められた《定てい戯ぎ式しき》だ。

　石材はその継ぎ目に接合剤が使われている。発動した《定戯式》により、接合剤の成分が変質、劣化。これにより石材同士の結合力が弱まり、石材自体の重みを支えられなくなった。結果、周囲の足場ごと男を虚こ空くうへと放ほうりだしたのである。

　男は咄とつ嗟さに崩れる足場から安全な地面へ飛び移ろうとしたようだったが、力を込めた足場がさらに細かく分解され、それもかなわない。

「……し……さま──！」

　ここにきて初めてなにか声を発しながら──男は、石材と共に落下していった。




　崩落した石材が急斜面を転がり落ちる音が響く。落差は二十メートルほどか。この下は民家もなく、人が寄りつかない地帯となっているので巻き添えが出ることもないはずだ。

「あの人、だいじょぶですかねー？」

　いつのまにかそばまできていたヴィータが、崩落した先を覗のぞき込こんで言う。

「まあ、死にはしないだろ。……たぶん」

　あれだけの運動能力があったのだ。運が良ければ骨折程度で済むだろう。……運が悪かった場合のことは考えないでおく。

　なんにしろ、危機は脱したようだ。だが、問題は今後のことだった。

（さて──なりゆきで助けちまったが……どうしたもんかね）

　ヴィータ自身はあの男に心当たりがないということだったが、あちらはそうでもないらしい。ヴィータの身柄を狙ねらっているなら、組織的な動きである可能性が高い。カイルとしては、これ以上厄介事に関かかわるのは本意ではなかったが──

「おまえはこれからどうするんだ？」

「さあ？」

　問うと、ヴィータは首をくりっと傾かしげる。

「わたし、どこ行けばいいですかね？」

「……そんなこと、俺が知るかよ」

「それもそうですねー」

　意識して淡白にあしらったが、ヴィータはというと応こたえた様子もなくなにやら納得していた。

「それじゃあまあ、適当にその辺歩いてみます～」

「そうか。じゃあな」

「ではでは～」

　とぼけたことを言いながら、ふらふらと路地へ向かって歩き出すヴィータ。その危機感のない行動に、カイルは頭を抱えたくなる。

　さっきの男が何者かも、あの男に他に仲間がいるかどうかも分かっていないというのに。

　本人が言う『記憶喪失』の真偽はともかくとして、イェソドでの生き方が身についていないのは明らかだ。あれでは早晩、よからぬ輩やからの手に落ちて悲惨な目に遭うことだろう。

　カイルは悩ましげに天を仰ぎ、唸うなりながら俯うつむき、髪をがしがしとかき回し──

「……だあ、もう！」

　結局、ふらふらと路地へ向かう少女の背中を追うのだった。













　　　　幕間 ～interlude.1～









　機械のようだ、と初めて彼を評したのは誰だったろうか。明らかな侮ぶ蔑べつの言葉であったが、彼はそれを誰から言われたのか覚えていなかった。

　他人と比べ、感情の起伏が小さいことは自覚していた。だから、妙に納得してしまったのだけは覚えている。

　にもかかわらず──いや、だからというべきか。彼が自ら選んだ研究分野は、人の脳に関する研究──いわば心の研究だった。

　その道を進むことで自分の感情が豊かになることを望んでいたわけでもない。ただ、大抵のことはすんなりと理解できた彼にとって、唯一とも言える不可解な事象だから選んでみた──それだけのことだ。




「あの、すこしいいかな？」

「…………？」

　その呼びかけが自分に対するものだと気づくには、しばしの時間を要した。

　無理もないことだ。この高等学術機関で学び始めて早数年、徹底して他人に興味を示さない彼の気質は既に周知の事実。進んで話しかけようとする者などいなくなって久しい。

　それに孤独を感じるほど、豊かな情感の持ち合わせはなかった。だから、彼はただ純粋に戸惑っていた。自分に話しかけてきた、その女性に。

「わたしのこと、わかる？」

　長い白銀の髪プラチナブロンド。真綿のように柔らかな空気を纏まとった、おっとりとした女性。その特徴に合致する人物の名を脳内で検索する。

「──アイリス・ブリストル」

　彼女──アイリスはほっとしたように吐息をもらすと、柔らかく笑いかけてきた。作りものっぽさのない、ごく自然な微笑。

　その表情に、彼はなにか奇妙な感覚を覚えた。

「よかった～。忘れられてるかと思ったよ」

　とはいえ、彼にとっての彼女への認識は、基礎課程で同じ課目を履修していた多数の同期生の中の一人、という程度だったが。成績は主席だった彼に次ぐ優秀なもので、確か現在は工学を専攻しているはずだ。

「なにか用件があるのか？」

　彼にしても、自分の言葉遣いが必要以上に武骨であるという自覚はあった。それを機嫌が悪いと解釈されるケースが多いことも。

　だが、アイリスはなんら気にした素振りは見せなかった。

「うん、そうそう。用事があるんだ」

「…………」

「…………」

　用事、とやらを切りだされるのを待っていたが、一向に返事がない。

「用事が、あるのではないのか？」

「え？　あ、うん。話してもいい？」

　どうやら、「用事がある」という言葉に対する彼の返答を待っていたらしい。

　なんというか……要領の悪い女だ、と彼は思った。

「ごめんごめん、わたし、よくずれてるとか言われるから」

　恥ずかしそうに舌を出すアイリスに、彼は返事の仕方がわからず、結局は歯切れ悪く「いや……」とだけ返した。

「でね、実はお願いがあって。私と一緒に、ある子の家庭教師をやってほしいの」

「……家庭教師？」

　あまりに唐突な申し出に、わずかに眉まゆ根ねを寄せる。

「なぜ、自分に？」

「だって、誰よりも成績いいでしょう？　本当はわたしが頼まれたんだけど……わたしって、あんまり要領よくないから。一緒にやってくれれば、安心だなって」

　彼が思ったのと寸分違たがわぬ自己評価。とはいえ、こと学術に関しては天てん賦ぷとも言えるものを持っているのも確かだ。

　彼がこれまで見てきた成績上位者は皆、程度の差こそあれ他者よりも優れていることを誇るような傾向があった。けれど、このアイリス・ブリストルにはそういったところが微み塵じんもない。

　彼女は拝むように、手の平を胸の前で合わせる。

「ね、だめかな？」

　断らなければならないほど多忙というわけでもない。さりとて、引き受ける理由もない。……そのはずだった。

　けれど──気がつけば、彼は首を縦に振っていた。

「ほんと？　よかったぁ。それじゃあ、よろしくね──ハインツ」

　大げさに喜ぶアイリス。だが、むしろ戸惑っているのは彼の方だった。

　機械のように思考する彼が起こした、ひとつの気まぐれ。彼を機械と評するならば、それは雑音ノイズや誤差の類だっただろう。

　ともあれ──それが、彼とアイリスとの出会いだった。






　　　　Chapter.2









　──見上げる空に大地があるが、我々も誰かに見上げられていることを忘れてはならない。それこそ最下層の人間ですら、なにかに見上げられているのだろう。その逆もまた然しかり。見上げる者がいるということは、見下ろす者もいるということだ──


　──第五セフィラ《ゲブラー》　ある識者の覚書より






「……………………」

「……………………」

　アイリーンの酒場にて、カイルは女店主と無言のまま視線をかわしていた。

　沈黙にも飽きたか、やがて大きくため息をつき、アイリーンが口を開いた。

「なあ、カイル。カイルよ。アタシはあんたに配達してくるように言ったんだ。覚えてるな？」

「ああ……そりゃもちろん」

「だったら、アタシはどう解釈するべきなのかねえ。おまえの仕事は客に品物を届けるってことだ。簡単なことだ。ガキでもできる。そしておまえは少なくともそんじょそこらのガキよりは利口だと思っているよ。ただね、アタシが理解できないのはだ」

　アイリーンの視線が、カイルの背後をちらりと示す。

「なんでおまえは、女の子連れて帰ってんだ？」

　バツが悪そうにアイリーンから視線を背けるカイルの背後には、あの少女──ヴィータの姿があった。ヴィータはぽけーっとした様子で酒場の内装を見回している。

「まさか──あの子が代金のかわりってわけでもないだろうな」

　半眼のアイリーンに、カイルは疲れたように首を振る。

「んなわけねえだろ。あの子は、ただ帰りにちょっと……トラブってさ」

「ほう。おまえはちょっとしたトラブルに遭うたびに女を連れ込むのか。だとしたら、来月にはうちの店はおまえが連れてきた女で溢あふれかえっているだろうさ」

　ぐ、と喉のどの奥で呻うめくカイル。二階から様子を窺うかがっていた店の少女たちが口々に、

「ひゅーひゅー。カイっちが女連れてきたっ」「大胆、です……」「しかも代金がわりとは──意外とワイルド」「あらあら～」

　などと勝手なことを言って盛り上がる。カイルは耐えかねて叫ぶ。

「だあああ！　ちっげぇよ！　この子は帰ってくる途中にたまたま出くわして、危なっかしいから──」

「まんまとお持ち帰りした、と？」

「保護したと言え！」

　人聞きの悪いことをのたまう店主に、カイルは頭を抱えて絶叫する。

　──あの後、カイルはとりあえずヴィータを保護することに決めた。とはいえ、自宅兼事務所に連れて帰るわけにもいかない。そこで頼ったのがアイリーンだった。

「リアから乗り換えたのか？」

「……あいつは関係ねえだろ」

　冗談だとわかっているが、カイルはつい仏頂面を作り、不ふ貞て腐くされたように言う。ふっ、と笑うアイリーン。からかわれたと気づき、小さく舌打ち。

「……こいつ、記憶がないっていうんだ」

「──ほう」

　話が真面目まじめな流れに変わったことを汲くみとり、アイリーンが切れ長の目を細める。

「だが、それならそれで、うちよりも連れていくべき場所があるだろう」

　確かに、それはそうだろう。医者に心当たりがないわけではないし、人探しを生業なりわいとしている者に接触するのも手だ。だが、ことはそう単純じゃなかった。

「妙な奴やつに追われてる。成り行きでやり合うはめになった」

　アイリーンの纏まとう空気が変わった。切れ味の鋭い刀剣が、鞘さやからわずかに刃やいばをのぞかせたような、そんな風情。

「マフィアか？」

「いや。相手は一人だったし、銃も持ってなかった。つっても、家出少女を連れ戻しに来た父親にも見えなかったな。ただ、生身なのに身体能力が異常に高かったのが気になる」

「定てい戯ぎ式しき士しか？」

「いや、そういう感じでもない。自分が傷を負うことをまったく躊躇ためらってなかった。定てい戯ぎ式しきで拘束したんだが……肩を外して無理やり抜けだしやがった」

「ほう。それは確かに尋常じゃないな」

　年齢に似合わない、老ろう獪かいともとれる光を目に宿すアイリーン。イェソドの闇やみ社会に関して、アイリーンはカイル以上に造ぞう詣けいが深い。

　かつて、アイリーンはマフィアの下で腕利きの凶手として戦っていたらしい。それがどういった経緯で酒場の店主などやっているのかは謎なぞだが。

「で、そのイカレ野郎はどうした？　素直に逃がしてくれる手合いでもないようだが」

「崖がけの下に落としたよ。死んだかは知らんが……まあ、そうだとしても自業自得だろう」

　アイリーンは腕を組んで思案している風だったが、不意にカイルを見る。どこか意外そうな、それでいておもしろいものを見たというような顔。

「…………？　なんだよ？」

　カイルが怪け訝げんそうに問うと、アイリーンはふっと息を抜く。

「いやなに、おまえらしくないと思ってな」

　その顔には、どこか好ましいものを見るような雰囲気があった。

　どういう意味か判じかねていると、アイリーンは背後のヴィータに視線を移す。

　ヴィータは物もの怖おじすることなくアイリーンの隻眼を見上げる。

「おまえ、名前は？」

「ヴィータですっ。ですよね？」

「知らん。アタシはアイリーンだ。この穀ごく潰つぶしがおまえをこの店に置くようにと、アタシに頼んで来たが、おまえはそれでいいのか？」

　ヴィータはしばしきょとんと目を瞬まばたかせ、カイルに視線を送る。

「カイさんは？　カイさんもここに住んでるの？」

「住んではいないが、こいつはうちの店の小間使いだ」

「用心棒だ」

　アイリーンの言葉を訂正してから、はっとして言い直す。

「じゃなくて、俺はなんでも屋……」

　が、ヴィータが被かぶせ気ぎ味みにアイリーンに問いかける。

「ここにいればカイさんに会えるの？」

「ああ。使いに出すこともあるが、大体ここにいる。おまえ、記憶がないんだってな」

「はいっ、なにひとつわかりませんっ」

「なら、なにか思い出すまではとりあえずうちを拠点にすればいい。この街で過ごすうちに、記憶が戻るかもしれないしな」

　アイリーンの言葉に、ヴィータはぱあっと目を輝かせる。

「それがいいっ！」

　アイリーンと初対面でこうもざっくばらんに話す人間はそうそういないが、意外にもアイリーンはヴィータを気に入ったようだ。アイリーンは鷹おう揚ように頷うなずき、

「いいだろう。うちに置いてやる」

　そう告げた。カイルは安あん堵どの吐息をもらす。

「ただし、条件がある。うちの店に住むからには、店員として働いてもらう」

「店員？」

「ああ。──ミリー！　フィー！　こっちへ来い」

　アイリーンの呼び声に、二階から様子を窺うかがっていた少女のうちの二人が降りてくる。

「今日からうちに入るヴィータだ。おまえたち二人で仕事を教えろ」

「わかりました～」「ラジャーっす」

　かたやおっとりと、かたや威勢よく返事をするフィーとミリー。

「ヴィータ。しばらくはこの二人にここでのことを教えてもらえ。部屋の使い方、家事当番のルール、仕事の仕方。全部こいつらに任せる」

「ラジャーでっすっ」

　さっそくミリーの真ま似ねをするヴィータに、アイリーンは唇の端を微かすかに持ち上げて笑む。

　あれよあれよとことが運び、カイルはいくぶん拍子抜けしていた。

　アイリーンは気性が激しいものの、面倒見はいい。それでももっと粘る必要があると思っていたのだが、どうやら本当にヴィータのことを気に入ったようだ。

（まあ……空から降ってきたってところは省いたんだが）

　見れば、既にミリーとフィーに連れられ、ヴィータは店内の設備の説明を受けている。

「それと、カイル。店以外での世話はおまえが見ろ」

　一仕事終えた気になっていたカイルは、アイリーンの言葉にギョッと目を見開く。

「なんで俺が!?」

「当然だろう、おまえが連れて来たんだ」

　にやり、と人の悪そうな笑み。明らかに、カイルが困るのを見て楽しんでいる。

「カイさーんっ」

　口をぱくぱくさせるカイルを呼んだのは、二階から顔を出したヴィータだ。

「ありがとっ！」

　打算のない無邪気な笑顔。カイルはしばしそのまっすぐな笑顔に反応できずにいたが、

「……おう」

　とだけ、ぶっきらぼうに答えた。




　ヴィータの住すみ処かと働き口を同時に確保したのはいいとして、それはあくまで臨時の対処だ。記憶喪失というのなら、そちらについての方策も練らなければならない。

「見覚えのある場所があるかもしれないから、あとで街を見て回るとしてだ。その前に、おまえがどれくらいこの街の常識を弁わきまえているか確認したい」

　夜からの営業に備えて店の少女たちがそれぞれ休憩する中、カイルはテーブルを挟んでヴィータと向かい合っていた。教育係に任命されたミリーとフィーも同席している。

「まず、下層三セフィラの名称は言えるか？」

「はいっ、わかりませんっ！」

　テーブルに突っ伏すカイル。

「……返事がいいのは結構だが、少しは深刻そうにしてくれ。じゃあ、《定てい戯ぎ式しき》については、どういうものかわかるか？」

　こくんと頷うなずくヴィータ。

　まあ、さすがにそれはそうか。この世界の根幹を成す技術──あるいは超能力だ。

「《定戯式》は本来、最上層に住む〈天使〉だけが持っている力だっていうのもわかるか？」

「うん」

〈天使〉──最上層三セフィラに住まう、この世界の管理者たる上位種。

　最上層をその領域とすることが示す通り、〈天使〉はこのセフィラ世界の頂点にいる存在だ。まさに、人間とは一線を画する高次元の種属だ。

　その出自については、神が世界を創造した後に管理を任された者たちだと迷信めいたことを信じている者もいるが、セフィラ世界の成り立ちと同じく、真偽は誰にもわからない。

　ただ、彼らがそれに相応ふさわしい力の持ち主ぬしであることは確かだった。

「元々は天使が持っている力を定戯式と呼んでいたんだが、下層の人間が定戯式を扱えるようになってから、差別化するために天使の方を《上位定戯式》と呼ぶようになったんだ」

「人間の定戯式とはなにか違うんですか？」

「定戯式をどれだけ自在に扱えるかは、個人差があってな。最大干渉深度と演算速度──この二つがその指標だ。要は人間と天使じゃあ、この能力に大きな差があるってことだ」

「差っていうと、どれくらいですか？」

「実際に数値化できるもんじゃないから仮説に過ぎないが、天使の能力をそれぞれ十とすると、今の定てい戯ぎ式しき士しはせいぜい二か三くらいだと言われている」

「今の？」

　小首を傾かしげるヴィータ。

「ああ。定てい戯ぎ式しき士しってのは、世代が下るほどに力が弱まっていってるんだ。っていうのも、人間の定戯式士ってのは、天使と人間の混血だからなんだが」

「え？　それじゃあ、カイさんは──」

「ああ。俺には天使の血が混ざってる。といっても、俺の年と齢しだと第四世代フオースか第五世代フイフスってことになるから、だいぶ血も薄れてるけどな」

　単純な話、天使と人間の子供は天使の血が半分ということになるため、能力は純血の天使の半分程度とされている。それが世代を下り、普通の人間の血が濃くなるほどに天使の血筋の割合が減り、定戯式士としての特性が弱まっていくというのが定説だ。

「あれ？　なんで人間に天使の血が混ざったの？　おかしくない、カイっち」

　とぼけたことを言いだしたのは、横で聞いていたミリー。

「……俺は、なんでおまえがそんな基本的なことを知らないのかって方が不思議だよ」

　ともあれ、ため息をつきながらも説明を続ける。

「話は百年前にまで遡さかのぼるんだが──当時の下層民は上層の奴やつらに、奴隷として扱われてたんだ。上層民、特に貴族の連中は特権意識が強くてな。誘拐同然に下層民を上層に連れていっては、死ぬまでこき使ってたらしい」

　階層の違いは、そのまま身分の違いに直結する。それが、この階層世界の在り方だった。

「下層民は当然不満を持っていたが、上層貴族が率いる軍には敵かなわなかった。それが大きく変わったのが、百年前。一部の天使が突然下層に降りてきたのがきっかけだった」

「一説では～、下層民が奴隷扱いされている状況を見かねた天使が仲裁に入った結果とも言われてますね～」

　フィーが補足する。

「そうだな。まあなんにしろ、そうやって下層に住みついた天使の一部と人間の間で子供ができることもあってな。天使との間に生まれた子供は、純粋な天使には劣るものの、定てい戯ぎ式しきを使うことができた。上層貴族たちはおおいに焦ったろうさ。なにしろ、自分たちが奴隷扱いしていた相手が、崇拝対象である天使と同じ力を手に入れたんだからな」

　ふむふむ、とヴィータはしきりに頷うなずく。

「ともあれ、こうして下層民は混血という形で、上層に対抗できる力、《定戯式》を手にした。それからまもなくして、下層民は上層に対して叛はん旗きを翻すことになる。それが、このセフィラ世界で起こった唯一のセフィラ間での争い──《セフィラ戦争》だ。その争いの果てに、下層は上層の支配をはねのけ、自由を勝ち取った」

　カイルは皮肉げに唇の端を歪ゆがめる。

「とはいえ──戦争が始まって間もなく、天使たちは最上層に帰っちまった。人間に愛想を尽かしたのかもな。それからの百年間、天使は下界に降りてきていない」

　それは、下層民であれば誰もが子守歌のように聞かされて育つ話だ。

「悲しかったんじゃないですかね」

　ふと、ヴィータが口を開く。先ほどまでの明るさはなく、どこかもの憂げな表情。

「…………？　なにがだ？」

「自分たちがきっかけで争いが起きたことが。天使たちは、責任を感じてるのかも」

　ヴィータの言葉に、カイルは言葉を失なくした。天使にとってみれば、上層も下層も自分たちの『下』に位置する存在だ。争いに呆あきれこそすれ、責任を感じるという発想はカイルには──いや、下層民にはないものだろう。

　下層に住むカイルもまた、天使という存在を色眼鏡で見ていたということか。

「ねーねーカイっち。さっき言ってた最大なんとかってのはどういうこと？」

　ミリーが口を挟んできたので、意識をそっちに移す。

「最大干渉深度と演算速度な。最大干渉深度ってのは、言ってみれば物体や物事の本質を見るための〝眼め〟のよさだ」

「目？」

「ああ。あらゆる物質や現象には本質があってな。事象記述解イデアコードって呼ぶんだが、定てい戯ぎ式しき士しはこれを読みとることができる。これをどれだけ深くまで読みとれるかを示した指標が、最大干渉深度だ」

「演算速度ってのは？」

「読みとったイデアコードを書き換える速さのことだ。定てい戯ぎ式しきってのは、世界の理ことわりを捻ねじ曲まげることだからな。人間は風邪をひくと熱がでるだろ？　あれは体の中のよくないものを駆逐するための自己防衛機能なんだ」

「そうなの？　風邪ひいたことないからわからないけど」

　ミリーの自己申告に、フィーがミリーの頭をよしよしと哀れむように撫なでる。

「まあ、それは置いといてだ。同じように、定戯式で侵食された現実には元に戻ろうという復元力が働く。この力を上回る速度でイデアコードを書き換えることで、定戯式は発動するんだ。だから演算速度が速ければ速いほど、より高度な定戯式が使えるってわけだな」

　興味津々のようで、しきりに相あい槌づちを打つヴィータ。

「で、定戯式には大きく分けて二種類ある」

　テーブルに置いていたグラスへ指を触れる。

「まずは──《形質定てい戯ぎ》」

　直後、変化は起こった。力をかければ容易たやすく砕けるはずのグラスがひび割れることなく、その形状を変化させていく。

「物体の形や性質を変化させる術だ。これは比較的簡単にできる」

　捻ねじれて螺ら旋せん形のオブジェと化したグラスを、ミリーとヴィータがしげしげと眺ながめる。

「次に、《法則定てい戯ぎ》」

　カイルがかざした手の先で、グラスがテーブルから浮きあがる。

　ミリーが歓声をあげる。が、間もなくグラスは高度を落とし、テーブルに転がった。

「《法則定戯》は《形質定戯》と違って、物質じゃなくて世界の法則そのものに干渉する術だ。《形質定戯》よりも事象記述解イデアコードの復元力が強いから、演算速度がそれなりに高くなければそもそも発動しないし、負担が大きいから長く続けることもできない」

　午前にも《法則定戯》を使ったせいだろう、わずかに頭ず蓋がい内を圧迫するような不快感があった。思わず眉まゆをひそめるが、あまり不調は見せないように続ける。

「まあ、もっとも──《形質定戯》やら《法則定戯》ってのは、人間の定てい戯ぎ式しき士しが効率的に術を運用するために体系化したもんでな。天使は物質と法則の差が気にならないくらいの力があるから、それこそ落としたフォークを拾い上げるのにすら定てい戯ぎ式しきを使うとか言われてるな」

「あははっ、そんな大げさなー」

　なにがツボに入ったのか、愉快そうに笑うヴィータ。つくづく反応が読めない娘だった。

「まあ、今の話はジョークとしてもだ。それくらい破格の力を持ってるってことだよ。人間が同じことをしようとしても割に合わない。定戯式は応用がきくとはいえ、単純な破壊に使うなら銃でも使った方が手っ取り早いさ」

　カイルの話が終わったのを見計らい、ミリーがヴィータに向き直る。

「よーし、ヴィータ。あたしからもイェソドの言葉を教えよう。後に続いて言ってね」

　年上ぶって指を振り、ミリーは真面目まじめな顔を作ってヴィータに言う。

「スケコマシ」

「スケコマシ？」

「カイっちみたいな人のことを言うんだよ」

「おいこら待てい、そこの脳天炸さく裂れつ娘」

　聞き捨てならず、訂正させようとするカイル。が、そのタイミングで店の奥に通じる扉が開き、アイリーンが姿を見せる。

「おい、おまえたち。夜に備えて少しは休んでおけよ」

「ラジャーっす。じゃ、いこうか、ヴィータ」

「はいっ。それじゃ、また後で～。えっと……スケコマシさん！」

　まったく邪気のない笑みで告げ、ヴィータは二人と一緒に店の奥へと去っていった。

　ふと、アイリーンの視線が、テーブルの上に注がれる。そこにあるのは螺ら旋せん状じようのオブジェと化し、もはや用を成さなくなったグラス。

「グラス代は給料から引いておくぞ、スケコマシ」

　慈悲もなく言い放つ女店主に、カイルは魂が抜けるようなため息をついた。




　夕刻。イェソドの下町に位置するアイリーンの酒場は、仕事を終えた労働者たちでぼちぼち席が埋まりつつあった。

「よう、カイル。今日も辛気臭いツラしてやがんな」

「うるせえよ」

「なんだ、カイル。おまえ今日もこっちにいんのか。相変わらず流は行やってねぇな、おまえの店」

「ほっとけっつの」

　顔見知りの常連客がカイルをからかいつつ、あちこちで乾杯を始める。

　店に来る客の職種はさまざまだ。坂の多いイェソドには欠かせない物資の輸送業者から、大工などの職人や商店経営者まで多岐にわたる。

　アイリーンの酒場は一階がテーブル席とカウンター、二階がソファー席となっている。ソファー席はテーブル席よりも値がはるが、少女たちが接客するという仕組みだ。

　さて、初仕事となったヴィータだが──これが思いのほか好評だった。

　新人を好んで指名してくる常連客も多いが、ヴィータはなにごとにも興味を示し、酔っ払いの与よ太た話もしきりに相あい槌づちを打ちながら反応よく聞くため、客も気をよくして酒が進む。過剰なスキンシップを取ろうとする客はお目付役のミリーとフィーがさりげなくブロックし、ヴィータも嫌な思いはしていないようだ。

　酒に酔った常連客の声が、階下で様子を見ていたカイルの耳にも聞こえてくる。

「だからよぉ、ヴィータちゃん。オレぁ親方にはっきり言ってやったのよッ。あんたは確かにオレのボスだ。この組をでかくしたのも、あんたの功績だ。だけどよ、職人としての腕と、男としての器とナニのでかさだったら、オレの方が上だぜ、ってな！」

　下品な物言いに、カイルの眉み間けんに皺しわが寄る。

　覗のぞき込こむと、気を良くした赤ら顔の男が得意げにヴィータに話しかけていた。

　案の定、ヴィータは首を傾かしげつつ無邪気に聞き返した。

「ナニ、ってなに？」

「おうッ、知りてえかッ。よっしゃ、お嬢じようちゃんには特別に見せてやろう！」

　言いながら、ズボンのベルトに手をかける常連客。

　直後、スパーンと小気味いい音を響かせ、両サイドからミリーとフィーがトレイで客を張り倒していた。男は勢いよくテーブルに額を打ち付け、そのまま沈黙する。

「一名さま、お帰りでーっす」

　ミリーが声を上げる。カイルはソファー席まで行き、男の身体からだを担ぎあげる。一方、フィーは男の財布からきっちり勘定分だけを抜き出していた。他の店員も客も、特に気にも留めない。アイリーンの酒場ではそう珍しくもない光景だった。

「ヴィータ」

　目を丸くするヴィータに声をかける。

「楽しいか？」

　それだけ聞くと、ヴィータは屈託のない笑顔で大きく頷うなずいた。

「うんっ！」

「そりゃなによりだ」

　どうやら、思った以上に順応力が高いようだ。

　カイルは気合いを入れて男を担ぎ直すと、店の外へと運んでいった。

　──そうして、慌ただしい一日がようやく終わっていった。




　翌日。なんだかんだでヴィータの様子が気になり、カイルはアイリーンの酒場へとやって来ていた。

　正面入り口から中へ入ると、ミリー以下数名の店員が店の掃除をしているところだった。扉の鈴に反応し、ミリーが顔を上げる。

「あれ、カイっち。はよっはよ」

「ああ。ヴィータはどうしてる？」

「うん、今店長に呼ばれて店の奥に──」

　言いかけたところで、奥へと続くドアが開き、ヴィータが勢いよく飛び出してきた。

「あはははははははは！」

　なにやらご機嫌な様子で、手に持った封筒らしきものを頭上に掲げ、くるくると回る。回りながらカイへと近づいてきて、どんと背中からぶつかる。

　ヴィータの細い肩を支えると、ヴィータはそのまま首を後ろに倒し、カイルを見上げた。

「あ、カイさんだー」

「朝からご機嫌だな」

「むふふ～、そうなんですよ～。これを見てください！」

　カイルの頬ほおにぐりぐりと封筒を押しつけてくるヴィータ。

　封筒を受け取り、中身をみる。そこには何枚か紙幣が入っていた。

「どうしたんだ、これ？」

「むふふ～♪　それは～、店長からもらった、わたしのお給料ですっ」

　ドヤ、と言わんばかりに得意げな顔である。

　奥の扉が開き、まさに話題に上ったアイリーンが現れた。

「いたのか」

「ああ。で、給料って？」

　アイリーンは寝起きなのか、眠たそうに欠伸あくびをするとカウンターのスツールに腰掛け、キセルを手に取りながら答える。

「この街に来たばかりで、ヴィータもなにかと物入りだろう。しばらくは日当で払うことにした」

「にしても、多くないか？」

「昨日はヴィータのおかげで、だいぶ客が金を落としていってくれたからな。その分の割増賃金だよ」

「……なんか、俺の日当の三倍くらいある気がするんだが」

「喜べカイル。そう見えたということは、死んだ魚みたいな目でも、おまえの視力は今のところ正常ということだ」

「…………」

　アイリーンがキセルの煙を燻くゆらせながら、カイルを流し目で見やる。

「せっかくだ。今日はヴィータは夜まで休みでいいから、二人で街に行ってこい」

「なんで俺が」

「おまえが面倒を見ろと言っただろう。ついでに商店街を案内して、必要なものを買いそろえてこい。どうせ、ヴィータが心配で見に来たんだろう？」

　そもそも、カイルがヴィータを店に連れてきたのだ。それくらいはするのが道理か。

「なに？　カイっちとヴィータ、デート？　てんちょ、あたしもいーきーたーいー」

「おまえは仕事をしろ」

　アイリーンに一いつ蹴しゆうされ、ミリーはつまらなそうに唇を尖とがらせる。

「じゃあヴィータ、今度の休みはあたしとフィーと一緒にでかけようね。どーせカイっちはおしゃれな服売ってる店とか知らないからさ」

「はいっ、約束ですよっ」

　元気よく手を振るヴィータを連れ、カイルは酒場を後にした。




　アイリーンの酒場を出て歩くこと十分少々──カイルとヴィータは商店街に来ていた。

　色とりどりの装飾が施された商店が立ち並ぶ様子に、ヴィータは瞳ひとみをきらきらと輝かせて感嘆の声をあげる。

　服飾品店から食事処どころ、玩がん具ぐ店にアンティークショップまでが隙すき間まなく立ち並ぶ。

　どの店も客を呼び込むべく声を張り上げる中、ヴィータはきょろきょろと忙せわしなく周囲を見渡す。

「ちょっとそこのお嬢じようさん」

　威勢のいい声に、ヴィータが自分を指さして首を傾かしげる。

「そうそう、お嬢さん、ちょっと見ていってくんな。いい品が入ってるんですよ」

　猫なで声で揉もみ手でをしつつ、ヴィータの注意を引きつける店主。無防備にヴィータが近寄ると、店の売り物の中から大きな石のついたペンダントを取り出す。

「こちら！　ホドセフィラの鉱山で採掘された最上級のエメラルドを、ネツァクセフィラの職人通り一の細工職人が仕上げた品なんですけどね」

「おー！」

　店主の口上に乗せられて歓声をあげるヴィータ。恐らく意味はわかっていないだろう。

「本来なら三百パーセはする逸品だが──」

　もったいぶって気を引き、にやりと唇をつり上げる店主。

「今なら特別に、百パーセでのご奉仕だ！　どうだいっ、安いだろう！」

「安いっ！」

「たけえよ」

　躊躇ためらいなく財布に手を伸ばそうとするヴィータの後ろ襟を捕まえて止めるカイル。カイルの顔を見上げ、きょとんと首を傾かしげるヴィータ。

「え？　でも、特別に安くしてくれるって」

「そんなの誰にでも言うに決まってんだろ。ていうか、あれはどう見てもただのガラスだ。それに細工も粗い。百どころか、せいぜい三十パーセ程度の代物だ」

「そーなの？」

　自分が騙だまされかけたと知っても、怒る気配が一切ないヴィータ。

（こりゃ……商人からすりゃかっこうの鴨かもだな）

　カイルはため息をつく。いくらがめついイェソドの商人だろうと、ここまでのぼったくりはそうそうしない。よほどヴィータが無防備に見えたのだろう。

「ちょいと兄さん、商売の邪魔しないでくれんかね」

　さきほどまでの愛想のよい態度とは一転、うるさげにカイルをねめつける店主。

「おっさん、言っとくが、こいつはアイリーンのとこで世話になってる子だ。あこぎな商売はしない方が身のためだぞ」

　カイルが告げると、店主はあからさまにうろたえ始める。

「ア、アイリーンの……!?　し、失礼しました！」

　店主は顔を蒼そう白はくにし、地面にこすりつける勢いで平身低頭。

（ま──誰だって虎とらの尾を踏むのは避けたいだろうな）

「さ、行くぞ」

　ヴィータを連れて店を離れようとする──が。

　袖そでを引っ張る感触。振り返ると、ヴィータがカイルのジャケットの裾すそをつまんでいた。

「どうかしたか？」

「あれ、欲しい」

　ヴィータが指さしたのは、さきほど店主がしきりに勧めてきたペンダントだった。

「安物だぞ？」

「でも欲しいの」

　カイルは肩をすくめると、店主に向き直る。

　なにやら店主は店の隅に座り込み、頭を抱えてガクガク震えていた。

「おい、あんた」

「ひぃっ!?　ごごご、ごめんなさいごめんなさい！　金なら払いますからルーレットだけは勘弁を！　ていうかそれ確実に散弾出ますし！」

　なにやら過去のトラウマがフラッシュバックしているらしい。

「いや、単にペンダントを買いたいだけなんだが」

「どうかお慈悲を、自分には妻と娘と愛人が…………え？」

「だから、ペンダントくれって」

　店主はなおも疑わしそうにカイルの顔色を窺うかがう。

「……ほんとに、それだけでいいんですか……？　店の権利書は？」

「いらねぇよ。ペンダント一個にどんなおまけだよ」

　この界かい隈わいでは名前の通ったアイリーンだが、どうやらこの店主は直接関かかわったことがあるらしい。その経緯には少々興味があるものの、知らない方がよさそうだ。

（ほんと、昔なにやってたんだろうな、アイリーン）

　カイルがアイリーンと出会ったのは、既に第一線を退いて酒場を経営し始めてからのことだ。そのため、あの女店主がかつてこのイェソドでいかにして名を馳はせていたか、正確には知らない。だが、当時を知る人間の反応を見る限りでは、よっぽど恐れられる存在であることは確かなようだ。もはや自分が用心棒をする意味もないのではとも思うが、それはそれでへこむのであまり考えないようにする。

「三十でいいか？」

「いえいえ、めっそうもありません！　二十、いや十パーセで結構です！　むしろこっちが払います！」

「いや、普通に買うから」

　代金を支払い、ペンダントを受け取る。ヴィータに差し出すと、きょとんとしてまるい瞳ひとみで見上げてくる。

「ほら」

「お金は？」

「いいよ、別に。まあ……プレゼントってことで」

　自分がしていることが急に照れくさくなり、なんとなく視線を逸そらす。

　ヴィータは瞳を輝かせてペンダントを受け取ると、さっそく首から下げる。

「えへへへ～♪　大事にしますねっ」

　そんな安物に大げさな──そう思うカイルではあったが、口にするのも無粋と思い、言わないでおく。

　ペンダントを手に嬉うれしそうに微笑ほほえむヴィータを見ていると、自然とカイルの頬ほおも緩んだ。




　二時間後──カイルの顔には濃い疲労が浮かんでいた。

　その両手には、紙袋や箱が大量に抱えられている。

「ふふんふ～ん♪」

　一方、ヴィータは満面の笑みで上機嫌そうに鼻歌など歌っていた。買ったばかりのつばの広い帽子を被かぶっており、踊るようなステップに合わせ、リボンが軽快に跳ねていた。

　商人の狡こう猾かつさはイェソドで生きる者には当然のもので、それはこの街が持つ活気そのものであるとも言える。

　だから、それはいい。それはいいのだ。ただ問題は、ヴィータがあまりにも無防備だということだ。

　カイルとしては、生活必需品と最低限の衣類程度の買いものになると思っていたのだが、ヴィータはあっさりと客引きに吸い寄せられ、目につく物ひとつひとつに興味を示し、口車に乗せられてなんでも買おうとするため、そのたびにカイルが止めざるをえなかった。

　結果、昼を前にしてカイルの疲労はピークに達していた。












「……ヴィータ、一度休憩にしよう。そろそろ飯時だしな」

「はいっ、どこで食べます？　あ、さっきホドセフィラ産の新鮮素材をふんだんに使ったコース料理のお店が」

「却下だ」

　金銭感覚がゼロのこの少女に付き合っていれば、ただでさえ火の車であるカイルの事務所の経営に、とどめを刺されることとなる。

「じゃあ、どこで食べるんですか？」

「そうだな……」

　周囲を見渡し、一軒の屋台が目につく。しばし思案し、カイルは提案する。

「ちょっと歩くけど、いいか？　高級レストランとはいかないが、景色だけは一級品の場所がある」




　イェソドでも高台に位置するちょっとした公園に、二人の姿はあった。眼下に広がる街が一望できる、なかなかの絶景ポイントだ。

「イェソドはごちゃごちゃしてるからな。ここぐらい見晴らしがいい場所はそうないんだ」

　ヴィータは公園の柵さくに手をついて身を乗り出す。

「カイさんカイさん！　あれっ、あの向こうに見えるのって！」

「ネツァクだな」

　遠景に霞かすんで見えるのは並列する浮遊都市、ネツァクセフィラだ。

「じゃあ、あの柱にくっついてるのは？」

　指を差した先にあるのは、この世界を縦に貫く一本の柱──その外壁に張りつくように設置された構造体だ。

「〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉。一年くらい前に完成した、上層と下層を結ぶ……まあ、昇降装置エレベーターみたいなもんだ」

「えれべーたー？」

「ああ。イェソドは高低差が多いだろう？　だから、品物を運ぶ時は蒸気式の昇降装置を使う場所がある。それと役割は同じだ。ま、見ての通り、規模は段違いだけどな」

　上下動する昇降機自体が、アイリーンの酒場程度だったら丸ごとおさまってしまうサイズだ。

「あれのおかげで上層とも取り引きしやすくなったって、商人どもは狂喜してたな。街の連中の羽振りがよくなって、最近はアイリーンの店も儲もうかってるみたいだ……ヴィータ？」

　気がつけば、なにやらヴィータが肩を震わせている。

「カイさん──それはつまり、あれのおかげで、上層の人と下層の人が、仲良くなってるってことですよね？」

「ん？　……まあ、そういう言い方もできる、かな」

　よくわからない反応だと思って顔を覗のぞき込こむと、目をキラキラと輝かせていた。

（喜んでる、のか……？）

　今の話のなにがそんなに気に入ったかはわからないが、なにやらすこぶる上機嫌のようだった。

「ま、景色もいいけど、冷める前に昼飯食べちまおうぜ」

「はいっ」

　屋台で買っておいたサンドイッチを手渡し、二人並んで食べる。

　歴史ある街並を見下ろしながら食べる昼食は格別だった。ヴィータもおいしそうに、勢いよくかぶりついている。よほど風景が気に入ったのか、足をパタパタと揺らしながらも、その視線は〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉に釘くぎづけだった。

「あれって、人も乗れるんですか？」

　その問いに、カイルはしばし言葉を選ぶ。

「色々あって、今は物資の輸送だけだな。これから先はわからんが」

「いつか、誰でも簡単に上層に行けるようになればいいですね」

「……そうだな」

　無邪気に言うヴィータに、カイルは言葉を濁す。

（まあ……知らないなら、わざわざ話す必要もないよな）

〈天の梯子〉が人の移動に使われていないのには理由があったが、カイルは意図的に明言を避けた。

　幸い、カイルが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしていることには気づかなかったようで、ヴィータは食事と景色に没頭している。

「ふー。ごちそうさまでしたっ」

　食べ終わるとひと息。その口の周りにはソースがついており、カイルは苦笑しつつ屋台で一緒にもらった紙ナフキンで拭ふいてやる。

「じっとしてな」

　されるがままに目を細めるヴィータ。無防備な様子に、カイルもつられて頬ほおが緩む。

「ヴィータ、なにか思い出したか？」

「え？　なにが？」

　そもそもの目的を忘れているらしい。カイルはため息をつく。

「なにって……おまえの記憶の手掛かりを探すために散策しているんだろうが」

「…………あ」

　しまった、という風に声を漏らすヴィータに、カイルは目を半眼にして言う。

「忘れてたな」

「ち、ちがいますよ～、やだなーカイさん、ちゃんと考えてましたって～」

「じゃあ、なにを思い出したか言ってみろ」

「イェソドとネツァクは変形合体します」

「するか、ンなもん。自信満々にほらを吹くな」

「あと、カイさんも変形します。それも三段階。二段階目でなんかビームが出るようになりますが、最終形態で自爆します」

「人をなんだと思ってる。要はなんにも思い出してないんだろ」

　ぷい、とわかりやすく顔を逸そらすヴィータ。

「……まあ、そんなことだろうとは思ったけどな」

　肩を落とすカイル。

　そもそもがだ。ネツァクセフィラを目にした時のヴィータの反応──あれは、あまりに驚きすぎなのではないか。

　実を言えば、カイルがここにヴィータを連れてきたのは他のセフィラを見た時の反応を確認したかったから、というのもある。記憶を失なくしていようが、下層セフィラで暮らしていればその光景はよく目にしていたはず。にもかかわらず、ヴィータはまるで今まで目にしたことがない光景を見たかのようだった。

　そう言えば──と、カイルは思い出す。

　遠景に浮かぶネツァクセフィラを見て驚いたのとは逆に、定戯式ていぎしきには特に反応を示さなかった。上層から来たのなら、ネツァクを見慣れていないのも道理だ。だが上層民だとすれば定戯式に無反応でいられるのはおかしい。上層には定戯式がないのだから。

（定戯式には驚かなかったってのに、ネツァクに驚いていた……？）

　どういうことか、カイルにはさっぱりだった。

　そもそも、なぜ落ちてきたのかも疑問なのだが。

　その世間ずれしていない様は、温室育ちの箱入り娘を思わせる。ただ、それにしてはテーブルマナーがめちゃくちゃだったり、特権意識がなかったりと、ちぐはぐだ。記憶喪失が本当だとしたら筋も通るが──

　ちらりとヴィータを見る。心からイェソド探索を楽しんでいる様子からは、記憶を失くして焦っている風には見えない。

（とはいえ、可能性はひとつひとつ潰つぶしていかないとな。──記憶喪失の真偽も含めて）

　カイルは今後の方針をまとめると、ヴィータに言った。

「ヴィータ、ちょっと寄りたいところがある」




　カイルとヴィータは商店街から一転して、雑然とした迷路のような区画にいた。

「ここで少し待っていてくれ。知らない奴やつに無理やり連れて行かれそうになったら、大声で知らせろ」

「うん」

　カイルはヴィータを手近なベンチに座らせると、人一人通るのがやっとの細い路地へ入っていく。そこは一見して、道というよりは建物同士の間にできた隙すき間まのようだった。

　高さもあまりなく、少し首を曲げないと通れないほどだ。十メートルほど進むと、小さな小屋のような建物に行きつく。

　一見すれば、付近の民家の物置にも見えかねないくらい粗末な作りだったが、扉を開けて中に入ると、意外にも小奇麗な空間が広がっていた。

　扉の正面に無人のカウンターがあることから、なにかしらの商いをしているであろうことは見てとれる。だが、狭い店内のどこにも商品の類は見当たらなかった。

　それもそのはず。ここは、いわゆる情報屋だった。簡単には見つけられない立地であるのも、人づてによってのみその場所を伝えられるがゆえだ。

　カイルは無人のカウンターのベルを数度鳴らす。決められた符丁通りに鳴らされた時のみ客として認められ、店主が顔を出す仕組みだった。

（さて、なにがでるかね……）




　カイルを待つ間、ベンチに腰かけたヴィータは足をぷらぷらと揺らしていた。

「ふっふふ～ん♪」

　我知らず、鼻歌が漏れる。

　かたわらの買い物袋を覗のぞきこむ。そこには、カイルと一緒にあちこち駆け回って買った品物がぎっしりと詰まっている。陶器でできた猫の置物、デフォルメされたよくわからない動物が描かれたマグカップ、どんな花が咲くかわからない苗──節操のない買い物にカイルは呆あきれていたが、ヴィータにとってそれらは一つ残らず宝物だった。

「ふっふ～ん、ふふんふ～ん♪」

　ヴィータは気を良くし、調子っぱずれな鼻歌にも熱が入る。ひと気のほとんどない閑かん散さんとした路地裏に、ヴィータの鼻歌が響く。

　空を仰ぎ、目を閉じる。耳に入るのは、数ブロック離れた繁華街から風に乗って聞こえてくる喧けん騒そう。足音や話し声が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、無秩序な中にもある種のリズムを作り出している。

　人の営みが作りだす、混こん沌とんの音色。ヴィータにはそれがとても新鮮だった。

　と──

　不意に、瞼まぶた越しのヴィータの視し界かいが陰る。同時に、石畳の路面を擦こする足音。

　カイルが戻ってきた──そう思い、目を開けるヴィータ。しかし、そこにいたのは皮肉っぽいけれどなんだかんだで面倒見のいい、灰色の髪の青年ではなかった。

　だらしなく服を着崩した見知らぬ四人の男が、ヴィータを囲むように立っていた。

「……んー？」

　鼻歌の続きのように疑問の声を上げ、ヴィータは首を傾かしげた。




　情報屋を後にし──カイルは落胆の吐息と共に肩を落とした。

「空振り、か……」

　情報屋に訊たずねたのは、行方不明者を探している者がいないか、ということだった。

　あまりの世間知らずぶりと仕立てのいい衣服から、やはり上層の貴族の息そく女じよという印象は拭ぬぐえない。上層民が下層にくることは滅めつ多たにないが、中には物見遊山で訪れる貴族もいる。そうやって訪れた貴族がもし行方不明になったとしたら、その身内が街中を草の根をかき分けてでも探そうとするだろう。そうした動きを情報屋が捕らえていないかと思ったのだ。

　だが、結果は空振り。少なくとも現段階ではそういった動きはないらしい。

　情報屋はトラブルの臭においには敏びん感かんだ。もしも本当に下層で上層民が行方不明になれば、誘拐の線が疑われることもありえる。そうなれば、貴族や王軍が介入してくる可能性もでてくる。上層との敵対を避けるのは下層民にとってはなにより重要なことだった。

　百年前と比べ、定てい戯ぎ式しきを扱える人間は徐々に減少し、能力も低下している。逆に上層の技術力は向上している。再び上層との争いが起こるのはリスクが大きすぎた。

　情報屋のネットワークにひっかからないとすると、ヴィータは上層から来たわけではないか、あるいはなんらかの理由で捜索されていないことになる。

「なにがなんだか……」

　手詰まりな状況に、頭髪をかき混ぜつつ狭い路地を抜ける。ヴィータに、「記憶喪失というのは嘘うそだろう」と詰め寄れば、あるいは本当のことを言うだろうか。とはいえ──

（そもそも……あいつの事情に深入りする理由もないんだよな……）

　根本的には、そこに行きつく。あの謎なぞの怪人に襲われた行きがかり上、放ほうっておくこともできず面倒を見ているが、それはカイルがやらなければいけないことでもない。

（まあ、それは今さら蒸し返しても仕方ないか……）

　自分の煮え切らなさに、カイルはため息をつく。とりあえず、しばらくの間は面倒を見るとするか。次の手を考えるのは、事態が動いてからとしよう。

　そんなことを考えつつ、カイルは路地を抜け──

「待たせたな、ヴィー……」

　そこに、少女の姿がないことに気づく。ヴィータを座らせたベンチには、買い物袋だけが残されている。肝心の少女の姿は、どこにも見当たらない。

「……っ、…………！」

　まさか、昨日の男かその仲間がヴィータを連れ去ったのか。迂う闊かつな自分の行動に、カイルは舌打ちする。

　ヴィータと別れてから五分あまり。すぐに連れ去られたとしてもそう遠くへは行っていないはずだ。




　ヴィータの姿は奥まった路地にあった。

　四人の男がヴィータを取り囲む。壁際に追いやられ、逃げ道を塞ふさがれた状態だ。にもかかわらず、ヴィータは危機感を覚えるでもなくきょとんとした顔をしていた。

　男たちの下げ卑びた視線がヴィータの肢し体たいを舐なめまわす。

「こいつ売れんのか？　まだガキだぜ」

「だが上玉だ。これくらいの方がちょうどいいって買い手もいるだろうさ」

　男たちの会話の意味がわからず、ヴィータは首を傾かしげる。

「あのー。わたし、待っているように言われたんで、さっきの場所に戻りたいんですけど」

　怖がった素振りも見せず、あまりに暢気のんきなことを口にするヴィータに、男たちは顔を見合わせると、にわかに失笑する。

「聞いたかよ」

「こいつ、頭足りてないんじゃねえのか？」

「だとしても構わねえさ。売っぱらっちまえばそれまでだ」

　好き勝手なことを言う男たちを前に、ヴィータは困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

（ん～……こまったな。カイさんに待ってるように言われたのに……）

　ヴィータを取り囲んだ男たちがヴィータを連れ出したのは、力ずくでもなんでもない。

『お嬢じようちゃん、ちょっとお兄さんたちと一緒にきてくんねえかな？』

　その言葉に、ヴィータはしばし考え──

『ちょっとだったら、いいですよ』

　そう答えたのだった。

　てっきり、「ちょっと」と言うくらいだからすぐに用が済むと思ったのだが、カイルと別れた場所から結構な距離を歩いている。そろそろカイルの用事も終わっている頃かもしれない。

（カイさん、心配するかな？）

　ヴィータが気にするのは、自分の安全よりもカイルのことだった。

　男たちはニタニタ笑いながら顔を近づけて言う。

「お嬢ちゃんは、これからおれたちと遠い場所に行くんだよ」

「あんまり遠くはこまりますねー。もう戻りたいんですけど」

「いいや、もう戻れないのさ。一生な」

　なにがおもしろいのか、仲間に視線を送るとそろって笑いだす。

　ヴィータはどうしたものかと空を仰ぐ。男たちが言うには、自分はもう戻れないということだったが──それは困る。すごく困る。さっきの場所に買い物を置いてきているし、その中には酒場のみんなへのおみやげだってあるのだ。

「じゃ、一緒に行こうか。お嬢じようちゃん」

　男の一人がヴィータへと手を伸ばす。その手がヴィータの細い肩にかかろうとした、その時。

「あ」

　ヴィータが声をあげ、男が不審そうに眉まゆをひそめる。

「なんだ？」

　ヴィータはぴっと空を指差し、

「カイさんだ」

　あくまで平静な口調で言った。

　男が胡う乱ろんげにヴィータの指さす先を見上げ──その視し界かいを、武骨なコンバットブーツの底が埋め尽くした。

　驚きの声は、すぐに自身のうめき声と鼻の骨がひしゃげる音にかき消された。上から落下してきた人物に踏みつぶされ、男の身体からだが石畳に倒れ伏す。

　現れたのは灰色の髪の青年──カイルだった。




　ヴィータを見つけるのはそう難しくはなかった。この付近一帯はカイルにとって慣れ親しんだ場所だ。人目を避けようとする輩やからがどちらへ向かうかは、大体の見当がついた。

　カイルは奇襲で蹴けり倒した男が完全に気を失っているのを確認すると、立ち上がって男たちに向き直る。残るは三人。いずれも驚きよう愕がくの表情を浮かべていたが、我に返ると唾つばを吐き散らす勢いで、敵意をむき出しに喚わめき散らす。

「てめぇ……！」

「ぶっ殺されてえのか!?」

　安い威嚇には取り合わず、カイルは状況を判断する。

　相手は昨日の男の一派かとも思ったが、雰囲気が大きく異なる。となると、ヴィータを狙ねらったのではなく、単に無防備な相手を探していたというところか。

（……人身売買の仕入れ人か？　よそのマフィアの下請けってとこか）

　そうそう買い手がいるとも思えない商売だが、成立するあてがあるからやっているのだろう。

　イェソドは大きく三つの区画に分けられるが、それぞれの区画を仕切るマフィアたちは仲が良いとは言えない。さりとて、ここまで明らかな敵対行為はそうそうないはずだが。

　恐らくは、正式な構成員ではないのだろう。表おもて沙ざ汰たになったところで知らぬ存ぜぬを通される、使い捨てのチンピラといったところか。

（さて──どうしたもんかな）

　場所は完全な袋小路。カイルが飛び降りた背後の壁は高さ三メートル以上はあり、ヴィータを連れて登るのは難しい。男たちを突破しなければ逃げることはできないだろう。

　男の一人が雄お叫たけびをあげ、ナイフを振りかざして切りかかってくる。

　それに対し、カイルがとった行動は前進だった。虚をつかれた男が目を瞠みはる。それでも、振り始めたナイフは止まらない。

　振るわれるナイフにカウンターを合わせ、カイルはナイフの柄を握る男の指を手刀で打った。手刀とはいえ、骨を上う手まく使えばかなりの威力となる。手刀とナイフの柄に挟まれ、男の指がへし折れる感触が伝わってきた。

　悲鳴をあげてナイフを取り落とす男。すかさずその顎あごを掌しよう底ていで打ち抜く。真横から叩たたきこまれた打撃は男の脳を揺らし、脳のう震しん盪とうを引き起こした。

　仲間が無手の相手にあっさり倒されたことに目を剥むきながらも、残る二人が銃を抜く。

「う、動くな……！」

　反射的に、カイルは動きを止めていた。

　舌打ち。普段のカイルであれば、脅おどしに構わずに接近して銃の間合いの内側に入り込んでいたのだが──今は背後にヴィータがいる。流れ弾だまがあたる可能性を無視できなかった。

　脅しに従ったことで気を大きくしたのか、残る二人は笑みを浮かべる。

「そ、そうだ、それでいい！　妙な真ま似ねしやがったら、女を撃つぞ！」

　さすがに、既に銃を抜いている二人よりも早く二人を銃撃することは難しい。彼我の距離は三メートルほど。カイルの定てい戯ぎ式しきが及ぶ範囲よりも、わずかに遠い。

（目くらましくらいはできるが……）

　残る悪漢が仲間に呼び掛けているが、そう簡単に目を覚ますような状態ではない。

「くそっ！」

　吐き捨てると、いよいよ据わった目でカイルを見据える。

「てめぇが……てめぇが悪いんだからな……！　恨むんじゃねぇぞ……！」

　その手は震えており、銃口はゆらゆらと揺れている。人を撃ったことがないのだろう。銃を脅しの道具としてしか使ったことがない者にとって、引き金は意外なほど重いものだ。

　引き金にかけられた男の指に力が入り──




「はい、スト～ップ」




　──場違いに軽い声が、狭い路地に響き渡った。

　男たちが慌ててカイルから視線を外し、声の主ぬしを見る。チンピラたちの背後の路地から、その男は身を隠すこともなく堂々とこちらへ歩いてきた。

　針金のように細い身体からだつきの男だった。白地に黒の縦たて縞じまが入ったスーツに灰色のベストを合わせ、黒いシャツに白のネクタイという出いで立たち。癖のあるくすんだ髪に、帽子を目深に被かぶっている。目は帽子と髪に隠れてよく見えなかった。

　手入れが中途半端な顎あご髭ひげはいかにも軽薄な雰囲気を演出しており、へらへら笑っている口元はお調子者という印象を抱かせる。

「いやー、どもどもー。失礼しますねぃー」

　表情通りの軽薄な口調。あるいはこれで商店にでも立っていれば、調子のいい商人と見えたかもしれない。しかし、彼が相手にしているのは買い物客ではなく銃を持った男たちだ。その胆力は、ただの商人とするには異常過ぎた。

　ましてや──彼の背後につき従う巨きよ躯くの男の存在が、縦縞スーツの男を不気味に見せる。

　そこにいたのは、身長二メートルを優に超える偉丈夫だった。先の男とは対照的な、荒縄を捩ねじり合わせたような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる巨躯。岩から削りだしたような荒々しい顔がん貌ぼうは厳いかめしく締まっており、笑っているところなど想像もつかない。下手に拳けん銃じゆうを向けられるよりも、この男に無言で睨にらみつけられる方がよほど威圧感があるだろう。

　現に、二人組を前にしたチンピラたちは銃を向けることもできずに固まっていた。

「な、なん、だ、あんたたちは……？」

　カイルに対してよりもいささか弱気に問う。それに対し、縦縞スーツの男は軽妙に答える。

「いやいやぁ、名乗るほどのもんでもないですがねぇ。ただね、困るんですよ。うちの縄張りでこういうことされちゃあ」

「なわ、ばり……？」

　その言葉に、思い当たるところがあるのだろう。チンピラたちの顔がみるみる青くなる。

　いつの間に近づいていたのか──気がつけば、路地という路地からスーツ姿の男たちが姿を覗のぞかせている。完全に逃げ道はなくなっていた。

「あんたらは……」

　いまや足をガクガクと震わせながら、チンピラがか細く声を漏らす。

「ま、聞かれて黙ってるのも、野や暮ぼってもんですかねぇ。──あっしはグウェン・パイカー。ガーランドファミリーで働かせてもらってる者ですよ」

「ガーランド……！」

　もはや青いを通り越し、紙のように白くなるチンピラたち。

　黒服たちは銃こそ構えていないものの、その気になればすぐにでもチンピラたちをハチの巣にできるだろう。












「いやぁね、あっしらちょうど、このへんで最近頻発してる、住民の失しつ踪そう事件について情報を集めてたんですよぉ。それでですね──ちょっと、お話をお聞かせ願えますか？」

　最後の一言は、声のトーンが一段階下がっていた。

「い、いや、おれらは……」

「まぁまぁ、そうおっしゃらずに。ぜひぜひ、あっしらの事務所までご一緒ください」

　グウェンが指を振ると、それを合図としてスーツ姿の男たちがチンピラを両脇から捕まえる。瞬く間に連れていかれる男たち。

「グィネル」

　背後の大男に一声かけると偉丈夫は無言で頷うなずき、昏こん倒とうしている二人を軽々と担ぎあげた。

　カイルの近くに来た時、大男が一瞬だけカイルを見る。太陽を隠すような高い位置から落とされる視線は、押し潰つぶすような威圧感があった。間近で見ると、その筋肉の鎧よろいは拳けん銃じゆう弾だんくらい弾はじき返かえしそうなほどに分厚い。

　大男が路地へと消えるのを見送ってから、グウェンがカイルへと向き直る。

「やー、どうもどうもカイルの旦だん那な。奇遇ですねぇ」

　芝居がかった態度で両腕を広げるグウェンに、カイルは肩をすくめる。

「一応、礼は言っとくよ」

「いえいえ。これもあっしらのつとめですから。街の皆さんに安心できる環境を作るのも、あっしらの役割ですからねぃ」

「にしては、控えめじゃねえか。もっと早く出てきてもよかったんだぜ？」

　言外の抗議に、グウェンはなにも言わずに口元の笑みを深める。

　──実を言えば、グウェンたちが状況を観察していた事にカイルは早い段階で気づいていた。偶然ということはないだろうから、恐らくは以前からあの四人組をマークしていたのだろう。大方、ヴィータが攫さらわれるのを待ってから、それを追いかけるつもりだったか。カイルに潰つぶされるよりはと、自分たちで確保する方針に切り替えたのだろう。

　それを指摘されてもなお笑みを崩さない面つらの皮の厚さには、むしろ感心すらする。

「ハハッ、こいつは手厳しい。しかしですねぇ、旦だん那な。ネズミを駆く除じよするには、表に出てきた一匹二匹を殺しても意味がないでしょう？　──やるんなら巣をまるごと、ですよ」

　飄ひよう々ひようとした雰囲気の中に、不意に冷たいものが混ざる。

　いかにも小物のような立ち振る舞いだが、これでいてグウェンはこのイェソド第一区の闇やみ社会を牛耳るマフィア、ガーランドファミリーの参さん謀ぼうだ。ファミリーの首領が病やまいに伏せっている今は、若い衆のまとめ役でもある。

　つまり、実質上は現在のイェソド第一区の裏の顔役だ。

　カイルはグウェンのことを顔役となる以前から知っているが、その頃から調子のいい喋しやべりと笑みの裏に得体の知れないものを感じていた。できれば顔を合わせたくはない相手だ。

「おやぁ、見ない顔ですねぇ」

　今気づいたというように、カイルの背後のヴィータをのぞき込むグウェン。ヴィータがなにか言おうとするも、その前にカイルはヴィータの頭を押さえて帽子を目深にかぶらせ、顔を隠す。

「アイリーンのとこに新しく入った店員だ」

「あぁ、そうでしたか」

　グウェンはいかにも人のよさそうな笑みをヴィータに向ける。

「どうもお嬢じようさん、あっしはグウェン・パイカー。アイリーンの姐あねさんとは古くからの知り合いでしてね。以後、お見知りおきを」

　帽子をとって胸にあてる、いかにも芝居がかった仕草での一礼。本音を決して表に出さない、道化師の仕草。

「それでは、あっしはこれで。姐さんによろしくお伝えください」

　帽子をかぶりなおして会釈をするグウェンに、カイルは皮肉っぽく言う。

「たまには自分で顔を見せたらどうだ」

「ははっ、遠慮しておきやすよ。──あっしも、命は惜しいんで」

　冗談とも本気ともつかない口調。

　グウェンが通りから消えるのを見届けてから──カイルは深々とため息をついた。ヴィータの肩に手を置き、疲れた顔で言う。

「ヴィータ、おまえな……あそこで待ってろって言ったろ」

　ヴィータは首を傾かしげ、

「え？　カイさんは無理やり連れていかれそうになったら大声だせって言ったよ。『ちょっと一緒に来てくれ』って言われたから。ちょっとなら、カイさんが用を済ませるまでいいかな、って」

「変だとは思わなかったのか？」

「変？　なんで？」

　本気でわからないようで、きょとんとした顔のヴィータ。

「なんでって……あいつらはな、おまえをどっかに売っぱらっちまうとこだったんだぞ」

「そうなの？」

　今初めて知ったとばかり、目を大きく見開く。だが、再び首を傾げ、

「売るって、どういうこと？」

「それはだな──」

　説明しようとして、固まる。人身売買の売り物にされた者の末路は悲惨だ。よくて奴隷扱い。悪ければ……いや、いずれもヴィータに言えることではない。

「とにかく、さっきみたいな連中には近づかないように気をつけろ。グウェンたちにもだ」

「どうして？」

「どうしてって、たった今、騙だまされそうになっただろ？」

「騙す？」

　いまだにぴんとこないらしく、ヴィータはきょとんとしている。

「だから──」

　カイルはなんとか諭そうとして──不意に気づいた。

　この少女は、人の悪意というものに徹底して疎いのだ。

　さらに言うなら──善意と悪意の区別がついていない。

　カイルが保護しようとして手を差さし伸のべたことも、さきほどの男たちが口先で丸めこんで自分を連れて行こうとしたことも、ヴィータの中では同列に扱われている。

　この徹底した危機感のなさは、イェソドでなかったとしても異常だ。

　唐突に、目の前の少女が人とは別の存在に変へん貌ぼうしたかのような錯覚に陥る。

「カイさん？」

　黙りこくったカイルの顔を覗のぞき込こんでくるヴィータ。無む垢くという言葉を人の形にすれば、きっとこの少女ができあがるだろう。

　どんな環境で育てばここまで浮世離れした価値観を持つに至るのか、想像もつかない。

　──人の悪意に一切触れずに育った少女。その純粋さは尊いものだが、ひどく危うい。このイェソドでは一日たりとも生きていけないほどに。

　だが──イェソドのルールをこの少女に教え込むのは、気が咎とがめるのだ。それは、純粋そのもののこの少女の心に、悪意という不純物を流し込むことのような気がして。

　水は、ほんの数滴のインクを垂らしただけでも瞬く間に全体に広がり、純水ではなくなってしまう。

　この先、悪意がこの少女に降りかかったならば──恐らく、そのどす黒さに打ちのめされてしまうだろう。その時、この少女は再び立ち上がることができるのだろうか──？

　カイルにはそれが気がかりだった。




　アイリーンの酒場に戻るや、ヴィータは飛ぶように店の奥へ駆けていく。

「ミリーさ～ん、フィーさ～ん！　たっだいまー、おみやげ買ってきたよ～！」

　ついさっき危ない目に遭ったというのに、その頭にはミリーたちにみやげを渡すことしかないらしい。

「ごくろうだったな。なにか飲むか？」

「ああ、適当に頼む」

　カウンターの奥から声をかけてくるアイリーンに、スツールに腰を下ろしながら答える。

「なにかわかったか？」

　もののついで、という風になにげない口調で訊きいてくるアイリーン。

「情報屋に寄ってみたけど、人探しの依頼は来てないみたいだな。また日を開けてから確認に行こうとは思ってる」

「そうか」

　絞ったオレンジに炭酸水を注ぎ、グラスをカイルへと差しだす。一口含むと、柑かん橘きつ系けいの甘酸っぱさと炭酸水の爽さわやかな後味が喉のどを潤うるおす。思いのほか疲れていたらしく、ここにきてようやく息を抜くことができた。

「今日は商店街を中心に歩きまわったけど、見慣れた景色はないようだったな。ていうか、見るもの聞くもの、片っ端から新鮮そうでな。はたから見ても、ただの観光客としか思われなかっただろうさ」

　ヴィータのきらきらと輝く瞳ひとみは、未知のものへの好奇心で溢あふれていた。

　グラスを傾けながら、カイルは結論づける。

「記憶喪失ってのは、恐らく嘘うそだろう」

「なぜ嘘をついていると思う？」

「さてな。でもまあ……悪さしようって気はないだろうさ。それだけは信じていい。なにせ──」

　──悪意というものを、徹底して知らないから──

「ん？　なんだ？」

　言葉を切るカイルに、アイリーンが先を促す。

「いや、とにかく、今日一日一緒に歩きまわっての収穫はこんなもんだ」

　得体の知れない輩やからを誰かれ構わず匿かくまおうとするようなお人ひと好よしは、このイェソドではそうそういない。トラブルの元になると誰もがわかっているからだ。そして抱え込んだトラブルが破滅に直結しえるのがイェソドだ。

　それでも、アイリーンはヴィータを追いだす気はないだろう。だからこそ、カイルはアイリーンを頼ったのだ。

　カイルは飲み終わったグラスを置くと、スツールから立ち上がる。

「ごちそうさん。夜までひと眠りしてくるよ」

「待て、カイル」

　呼びとめるアイリーンを振り返ると、手の平をこちらへと突きだし、

「金を払え」

　にこりともせずに言った。

「……奢おごりじゃねえのかよ」

「当然だ。この街で、無た料だで手に入るものなどあるか」

　カイルはげんなり呻うめくと、薄っぺらい財布からコインを取り出し、アイリーンに放ほうった。




　夜。寝床での仮眠を終え、カイルはアイリーンの酒場へとやってきた。店舗スペースではテーブル上にあげられていた椅い子すが下ろされ、開店の準備が万端整っている。

　と、店の奥から顔を覗のぞかせる者がいた。長い黒髪におっとりした垂れ目──フィーだ。

　フィーはカイルを見つけると、目だけでにやーっと笑みを浮かべる。ちょいちょい、とカイルを手招き。

（なんだ？）

　開店前の厨ちゆう房ぼうなど、カイルには用がないのだが。

「どうした、フィー。なんか用……」

　言いながら厨房へと足を踏み入れ──カイルは言葉を飲み込んだ。

　そこにいたのはフィーとミリー、店員の少女たち、そして──フィーとミリーに挟まれるようにして立つヴィータ。

　ヴィータの装いは一変していた。白を基調としたフリル付きのドレス。白系の服というなら出会ったときからずっと着ていたが、そのドレスは様相を異にしていた。

　肩の部分が大胆に開いており、華きや奢しやな肩から鎖骨までが露あらわになっている。スカート丈は短く、膝ひざ上うえまでしかない。

「ど、どうですか……？」

　柄にもなく緊張しているのか、恐る恐る聞いてくるヴィータ。

「……どうしたんだ、それ？」

　感想を述べるよりも先に、疑問がでる。

「あたしとフィーで作ったんだよ。二人が買い物いってる間にねー」

　答えたのはミリー。その顔には得意そうな笑みが浮かんでいる。フィーが説明を継ぐ。

「ヴィータちゃん、昨日は私服のままお店にでてたじゃないですか～。でも汚れるといけないし、ヴィータちゃん足とか綺き麗れいだから、もっと短い方がお客さん喜ぶと思って～」

　改めてヴィータを見る。もともとヴィータが着ていた衣服は仕立てがよく、生地も上等な代物だったが、飾り気に欠けているのも確かだった。逆に、こちらの衣装は生地こそ安物だが、意匠は凝っており華やかさがある。身体からだが成長しきっていないヴィータに合わせて際どい部分の露出はせず、健康的な魅力だけが強調されていた。

「……変、ですかね？」

　カイルがいつまでも感想を述べないので不安になったのか、ヴィータがおずおずと尋ねる。

「いや……、よく似合ってるよ」

　我ながら気のきかない言葉だと思ったが、ヴィータにはそれで十分だったらしい。ヴィータは頬ほおをほころばせると、「えへへ～」とはにかむように笑う。

「はいはい、いつまでも見み蕩とれてないで、カイっちは持ち場についたついた」

「なっ……、別に見蕩れてねえよ」

　慌てて反論するカイルだったが、かえって店の少女たちにはおもしろい見世物となったらしい。くすくす笑いながらそれぞれ持ち場に散っていく少女たち。

　カイルは苦々しく思いながらも、そばに寄ってきたヴィータに、改めて告げた。

「ヴィータ」

「あ、はい。なんですか？」

「……それ、いいな」

　しばしヴィータはきょとんとしていたが、やがて目を弓なりに細めると、

「はいっ」

　元気よく頷うなずき、踊るようにステップを踏んで店へと出ていった。

　やがて徐々に客が入り始め、アイリーンの酒場は賑にぎやかになる。こうして、今日もイェソドの夜は更けていく──




　グウェン・パイカーという男にとって、自身の名誉というのは関心の外側にあった。

　参さん謀ぼう役として、あくまで彼はファミリーの利益だけを考えている。そんな彼がまとめているからこそ、首領が病やまいに伏せっている現在も、ガーランドファミリーはイェソド第一区に君臨することができていた。

　イェソド第一区、ガーランドファミリーの総本山たる屋敷。その応接間で、グウェンはソファーに腰を降ろしていた。背後には厳いかめしい顔つきの巨漢を始め、部下たちが直立不動で控えている。

　グウェンは思う。ファミリーを守るにあたり、なにより重要なのはバランス感覚だ。ガーランドファミリーは第一区の商店からみかじめ料を徴収しているが、その見返りとして庇ひ護ご者しやであらんとしている。もめ事が起こればファミリーの者を行かせて収めるし、不当な暴力を振るった者には制裁を加える。だが、なんでもかんでも暴力で叩たたき潰つぶせばいいというものでもない。

　例えば他のマフィア組織。第一区内にも小規模なマフィア組織はおり、時として彼らはガーランドファミリーのシノギとかち合うことがある。そういう時、無む闇やみに締め付けすぎると正面からの抗争となりえる。グウェンは追い詰められた鼠ねずみのひと噛かみを決して甘くは見ない。その牙きばが組織にとっての重要な器官を食い破ることもあると知っているからだ。

（その点に関して言えば──この男の牙はどれほどのもんですかねぇ）

　帽子の陰に隠した双そう眸ぼうを細め、グウェンは正面のソファーに腰掛ける男を品定めする。

　その男が身につけた衣類は、ある意味でこの場所に最もそぐわないものだった。

　白を基調とした法ほう衣え。マフィアなどとは、本来対極に位置するはずの、聖職者の証あかし。

　──男はイェソドの人間ではなかった。それどころか、下層セフィラの人間ですらない。

　金糸のような頭髪は上品に整えられており、線の細い顔立ちと相まって、いかにも育ちの良さを窺うかがわせた。

　グウェンは手の平を合わせ、対面する男に軽い調子で声をかける。

「いやはや、遠路はるばるごくろうさまです──侯爵様」

　侯爵──つまりは第四セフィラ・ケセドの人間。上層セフィラから来た男。

　セフィラで暮らす者のほとんどは、生涯自分が生まれた階層から出ることはない──それは確かだ。しかし、それはあくまで『ほとんど』の者であり、全すべてではない。中には他の階層へ足を運ぶ者もわずかにはいるのだ。貴族の中には〈天使〉たちの世話役として最上層へ昇ることが許されている者もいると聞く。

「正確には、爵位は父にありますので。私を侯爵と呼ぶのは誤りです」

　にこりともせずに、その男は平へい坦たんな声音で間違いを正す。

「いやっはっは、これはどうもすいません。あっしらのような下層民は、上層には疎いもので。フェザーロード家と言えば、上層でも有力な名家とは聞いておりますが」

　ハインツ・フェザーロード──男はそう名乗っていた。

　イェソドの一画を牛耳るガーランドファミリーの顔役をしていれば、上層の話もそれなりに耳に入ってくる。

「それで？　わざわざこんな穴倉までご足労くださったのは、侯爵家の人間としての御用件でしょうか？　それとも──《教会》の司祭として？」

　目の前の男は名門貴族の出であると同時に、司祭としての立場も持っていた。

　王の居城を中心とした、王おう侯こう貴き族ぞくたちが住まう第四セフィラ・ケセド。

　上層中の碩せき学がくが集まり、日夜技術研究が進められている第五セフィラ・ゲブラー。

　ここ数十年で勢力を急速に増した《教会》の本拠地、第六セフィラ・ティファレト。

　百年前のセフィラ戦争終結後、貴族たちの力は緩やかに衰すい退たいしつつある。入れ替わりに台頭してきたのが《教会》だ。

《教会》は、『天使こそがこの世界における神意の代行者であり、天使たちに尽くすことが全すべての人類の存在意義である』という考えが根底にある。歴史は王族に比べれば浅いが、先の戦争による貴族社会の権威失墜もあり、今では上層を二分する勢力へと至りつつある。

「そのどちらでもありません。まずは、こちらをご覧ください」

　ハインツが懐から取り出したのは一枚の写真だった。写されているのは、ひとりの少女。

「このお嬢じようさんは？」

「私が家庭教師として世話をさせてもらっている少女です。実は、その子が家出をしてしまいまして。方々探しまわったのですが、どうやら下層まで降りてきたらしいとわかったのです」












「それはまた、剛気なことで」

　割と本気の驚きを込めて、グウェンは言った。

　一年前から稼働している〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉によって、階層間の交流は活発化しつつある。とはいえ、進んで下層に降りたがる上層民は未いまだに少ない。

「私は立場上、なにかと動きやすいですし、なにより他ひ人と事ごととも思えないので捜索を引き受けた次第です。そして足取りを追った結果、どうやら彼女はこのイェソドにいるようで」

「つまり、あっしたちに人探しをしてほしいと」

　先回りするグウェンに、ハインツは首肯する。

「厚かましいお話とは思いますが、この街のことなら皆さんにお願いするのが一番と思いまして。もちろん、相応のお礼はさせていただきます」

　グウェンはしばし目を閉じる。相手からは冷静に損得を勘定しているように見えるだろうが、実際のところはじっくり考えるまでもなく、答えは出ていた。

「いいでしょう。その娘さんの捜索、お引き受けいたしやす」

「助かります。では、報酬ですが──」

「それなんですがね。交換条件、というのはどうでしょうか？」

　機先を制してグウェンが言う。ハインツの目に、わずかに警戒の色が滲にじむ。

「ああ、そんなに構えないでください。ちょっと、こっちでも調べものがありましてね。上層の世情に明るい方の助けが欲しいと思っていたところだったんですよ」

「と、言いますと？」

「実はですね、ここ最近、この街から多くの行方不明者が出ていまして。あっしらは、それが組織的なものだと考えています。もっと直接的に言えば──誰かが、人を攫さらって奴隷として売り渡している」

　ハインツは反応を示さない。それこそ、異様なほどに平静を保っていた。

「それを、どうして私に？」

「いえね、失しつ踪そう者が増え始めた時期が、ちょうど重なるんですよ。〈天の梯子〉が稼働し始めた時期と」

　グウェンはハインツの表情の変化を見据える。

「……なるほど。つまりは、上層の関与を疑っていると」

「早い話が、そういうことです」

　ハインツは目を伏せると、小さく頷うなずく。

「わかりました。治安関係者にも知り合いはいますので、話を通してみます。その話が本当なら、我々としても由ゆ々ゆしき事態ですので」

「いやぁ、助かります。それでは、表まで送らせますので」

　そうして、上層の青年貴族はガーランドファミリーの屋敷を去っていった。




　ハインツを部下に送らせ、グウェンは懐からシガレットケースを取り出す。しかし、中から出てきたのは煙草たばこではなく、シナモンスティックだった。

　シナモンスティックを咥くわえ、ソファーの背もたれに体重を預けるグウェン。余人からすれば奇妙な癖だったが、部下たちには見慣れた光景だった。

「失礼します」

　ノックがあって、部下の一人が入ってくる。グウェンよりも二つほど若かったが、なかなかに頭の回る男であり、グウェンとしても重宝している。

「そっちのお客さんたちは、なにか話してくれました？」

「残念ながら、大したことは知らないようで。誘拐した人間の受け渡しの指定場所はいつもばらばらで、引きとりに来る相手も、特徴らしい特徴がないと」

「確かですかい？」

「自分が担当した男は、七本目でそこまで喋しやべって気絶しました。別の部屋で話を聞いてた他の連中の話とも食い違いがないので、疑う必要はないかと」

「ま──そんなところだろうとは思いましたけどねぇ」

　所しよ詮せんは使い捨て。辿たどれるのはそこが限度か。

「そちらの客は？」

「ああ、こっちのは思いもよらない収穫がありやしたよ。あわよくば、情報に聡さとい人を紹介してもらえればと思ってたんですが──あれは、なにか知ってる顔ですねぇ」

　その口元に、うっすらと笑みが刻まれる。

「上層が絡んでるっていう見立ては確かだったようですね」

「まず、人を奴隷として売るとして、どこの人間がそれを買いたがるか。イェソド内で売りさばいたんじゃあ、容易たやすく足がつく。ネツァクは一芸特化の職人たちの集まりで、素人を大量に囲ったって意味がない。大概のホドセフィラの住人はイェソドを嫌っている。ダメ押しで、あの馬鹿でっかい昇降機が完成してから急速に失しつ踪そう者が増えたとくれば、上層絡みと見るのが自然ってもんです」

　下層では奴隷を必要としておらず。

　失踪事件は〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉完成後から急増し。

　上層の青年貴族が、心当たりを持っている──

　これだけの材料があってなお、上層を白だと思う方がどうかしている。

　とはいえ、あちらが素直に協力してくれるとも限らない。ハインツ自身が一枚噛かんでいるという可能性すらある。

（せいぜい、だしぬかれないようにしやせんとね）

　そう胸中で独りごち、グウェンは男が置いていった写真を手に取る。

（手札はこちらにあるも同然。あとは──これをどう有効活用するか、ですねぃ）

　おそらく年齢は十三か十四というところか。花が咲いたような笑顔を見せる、亜麻色の髪の少女が、そこには写っていた。




　ガーランドファミリーの屋敷を出た青年貴族──ハインツは夜のイェソドを一人歩いていた。暗い路地の前を通り過ぎようとして、不意に足を止める。

「腕はもういいのですか？」

　路地の奥の闇やみから滲にじみでるように現れたのは、灰色の外がい套とうに身を包んだ男。

　男は苦々しげに舌打ちする。

「……そんなことはどうでもいい。それより、どういうつもりだ？　あんな輩やからの手を借りるなど」

　夜闇の底を這はう、低く陰気な声。

「この街でこちらの手勢を動かすのは目立ち過ぎます」

「……なにより優先すべきは、あの方の身の安全だ」

「それなら仕損じるべきではありませんでしたね。この街に潜伏しているあなたが、下層に降りたばかりのあの子を運よく見つけられたのは大変な幸運でしたが──あなたは千載一遇の好機を逃した。第三者に身柄を奪取されるなど、本来なら赦ゆるされざる失態です」

　男が忌々しげにハインツを睨にらみつける。

「……貴様があの方と旧知の間柄だというのはわかっている。だが、『あの子』などと馴なれ馴なれしい態度をとるな。不敬だぞ」

　男の総身から一瞬、殺意がこぼれ出る。だが、それも次の瞬間には幻だったかのように消えていた。

「失敬。しかし、それはあの方を警戒させたあなたに言える台詞せりふではありませんね」

　返す言葉がないのか、しばし沈黙する男。

「……王軍からも、人手が出されたと聞いたが」

「私の船を任せています。捜索はマフィアがしてくれますから、我々はその時が来たら動けばいい」

　それで言うことはなくなったのか、外套の男は夜の闇に溶け込むように路地へと入っていく。と、闇に紛れる直前、忠告のような言葉が投げられた。

「……あの男には気をつけろ。あれは厄介な手合いだ」

「報告にあった定てい戯ぎ式しき士しですか。肝に命じておきます」

　それだけ言うと、男は今度こそ夜の闇に消えた。

「定戯式士……か」

　唾だ棄きするように、ハインツは鼻を鳴らす。

（誰が相手だろうと……邪魔はさせない）

　そのために、今日まで準備を重ねてきたのだから。

（イレギュラーがあったとすれば、あの子が下層にまで降りてしまったことか）

　ハインツは機械のように、冷徹に思考する。計画の進しん捗ちよくと不確定要素を勘案し、十分に修正可能な範囲だと確認。

（あの子が最後のピース──問題はない。あの子を手中に収めれば、その時こそ……）

　視線を左手の薬指に落とす。そこには、複雑な紋もん様ようが彫り込まれた指輪がはめられていた。

「待っていてくれ、アイリス……」

　夜の闇やみの中、青年の目だけが峻しゆん烈れつな覚悟の灯ひに爛らん々らんと滾たぎっていた。






　　　　幕間 ～interlude.2～









「結婚……ですか？」

　その言葉は彼にとって、ひどく異質なものに感じられた。

　無論、知らない言葉ではない。自分の両親、親類縁者、勤め始めてから二年になる職場の人間──多くの者が経験することだとも理解している。

　ただ、それが自分に当てはまるとは、これまで思いもしなかった。

「おまえも、もういい歳としだ。我が家の血筋を絶やすわけにもいかんしな」

「それは、そうですが……」

　年代物の調度品で飾られた書斎。部屋の主ぬしである、頭髪に白いものが混ざり始めた彼の父は、年齢による老いを感じさせない力強い中低音バリトンで告げた。

　確かに、順当にいけば長男である彼が跡取りとなるのが常識だろう。しかし、父は弟に家督を継がせるつもりだと思っていた。

「私のような者に嫁ぎたいと思う方がいるとは思えませんが」

「それについては問題ない。既に先方と話は済んでいる」

　つまり、政略結婚というわけか。実際、彼の家系の格を考えれば、娘の意思を無視して嫁がせてでも、その系譜に連なりたいと思う者は多いだろう。

「相手の方は承知しているのでしょうか？」

　自分が夫や父親として、十全に義務を果たせるとは到底思えない。自分の人となりを知ってなお嫁ぎたいと思う奇矯な女性がいるとは、正直考えられないが──

「承知もなにも、おまえたちは互いによく知っているだろう」

　一瞬戸惑うも、浮かぶ顔はひとつしかなかった。

　三年前──まだ学徒として学んでいた頃に知り合い、以来、ある身分の高い息そく女じよの家庭教師役を二人で続けている、柔らかな笑みを浮かべる女性──

「そうだ。アイリス・ブリストルだ」

　彼が思い至ったのを察し、父は言う。

「しかし、アイリスがそんなことを了承するはずが……」

「アイリス嬢じようなら、受けてもいいと言っているそうだ」

　今度こそ、彼は開いた口が塞ふさがらなかった。

　そんな彼に、父は美び髯ぜんを蓄えた口元を緩め、ふっと笑う。

「随分と、人間らしい顔をするようになった」

「え……？」

「おまえのことだよ。ここ何年かで、おまえは変わった。アイリス嬢のおかげではないのかね？」

　──確かに。

　少しずつではあるが、職場でも彼に話しかけてくる人間は増えている。学徒時代を知っている者の中には、人当たりが柔らかくなったとはっきり言う者もいる。

　だとすればそれは、アイリスの影響なのだろう。

　思えば、彼女だけだった。彼女だけが、孤立している彼に躊躇ためらいなく近づいてきた。

　孤独であることを辛つらいと感じたことはない。だが振り返ってみれば、アイリスと過ごす時間を煩わしいと感じたこともなかった。

「断りをいれるならそれでもいいが……どうする？」

　父の問いかけに、彼は──




　都市の外縁部にある公園が、彼女のお気に入りの場所であることは知っていた。大抵の場合、家庭教師の仕事前の空き時間をそこで過ごすことも。

　案の定、彼女はすぐに見つかった。

　外縁ぎりぎりまで敷き詰められた芝生に腰を下ろし、空を眺ながめている。

　その手元からは、涼やかな音色が聞こえていた。

「アイリス」

「ひゃっ!?」

　背後から声をかけると、驚いたように細い肩が跳ねた。

「び、びっくりした……」

　特別気配を消していたつもりもないのだが。おそらく、考え事をしていたのだろう。彼女にはなにかに夢中になると、周囲への注意がおろそかになる癖があった。

　その手には、小さな箱型のオルゴール。蓋ふたを閉じて音色を止めるアイリスに、彼は問う。

「なにをしていた？」

「柱をね、見ていたの」

　武骨な口調を気にすることなく、アイリスは答える。

　視線の先にあるのは、セフィラ世界を縦に貫く巨大な柱。

「あの柱はね、上層と下層とを繋つなぐ懸け橋になるの」

「君が立案した例の計画……〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉だったか。通りそうなのか？」

「うん。陛下もこの計画の意義は理解してくださってるし、元老院にだって賛成してくれる人はたくさんいるの」

「君が学生時代に発明した新素材が使われるんだったな」

　おっとりとした性格に似合わず、アイリスには研究者として類たぐい稀まれなる才があった。

　彼女が学生時代に発明した特殊素材は既存の素材よりも遥はるかに軽量でありながら、上層と下層とに跨またがる巨大構造物を支えるに足る耐久性を実現している。

「ええ。おかげで計画責任者にまでされちゃった。そこは家の名前の後押しが大きいんでしょうけど」

「新しいことを始めるには、わかりやすい旗印だったのだろう。新しい世代の研究者というのは」

「あら、わたしが客寄せの看板と同じだって言いたいの？」

「いや、そうではないが……」

　頬ほおを膨らませるアイリス。彼が困って眉まゆを寄せると、すぐにアイリスは相好を崩した。

「ふふふ。冗談よ」

　いたずらっぽく笑って髪をかきあげ、アイリスは視線を『柱』に移す。

「百年の確執を越えて、上層と下層が手を取り合う──そんな未来が、もうすぐくるの。知ってる？　上層に住む人たちの平均寿命は八十歳を越えるんだけど、下層では七十歳よりも低いの」

「下層の医療技術は上層よりもはるかに遅れている。やむをえないことだ」

「でも、わたしはそういうのが嫌なの。優れていることは、お互いに教え合えばいい。今のこの世界は、そんな単純なこともできていないの」

「わからないな……それは口で言うほど簡単なことじゃない。君はなぜ、そんな苦労を背負いこんでまで、下層の人たちの肩を持つんだ？」

　彼の問いに、アイリスは唇に指を当てて言葉を探す。

「んー……きっかけはね、些さ細さいなことなの。小さい時、お父さまがガラス細工をくださってね。すごく繊細で、綺き麗れいで──一日中眺ながめていても飽きないくらい気に入っててね。そのガラス細工、下層から仕入れたものだったの。それが、わたしが下層の人に興味を持ったきっかけ」

「……それだけ、なのか？」

　控えめな感情表現で驚きを示す彼に、アイリスは微笑ほほえむ。

「ええ、そうよ。それだけ」

　風に遊ばれる髪を押さえ、アイリスは続ける。

「わたしね、直接会って言いたかったの。すごい綺麗だって。でもね、この世界ではそれができないの。それって変じゃない？　だからね、下層の人の肩を持ってるつもりは本当にないの。ただ──生まれた場所が違うだけで隔たりがあるのは、歪いびつだと思う。だから、わたしがやろうとしていることは、そう特別なことじゃないの。あたりまえのことをあたりまえにできる世の中がくればいい──それが、わたしの願い」

　その横顔に、彼はしばし言葉を忘れて見入る。

　照れたように、アイリスは眉まゆ尻じりを下げて笑った。

「〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉がその第一歩になれば、わたしは満足。上層と下層の人たちが、お互いに歩み寄って協力する第一歩。これをきっかけに、いつか階層間の隔たりがなくなればいいなって、そう思うの」

　正直に言えば、彼はアイリスの思想を理解できているとは言いい難がたい。ただ、目の前の難題に取り組む彼女の努力が報われればいいと、彼は心から思った。

「あの子もね、外の世界に興味をもっているの。いつか、一緒に下層に行けたらいいわ」

「いや……僕らはまだしも、彼女が外に出るのは難しいだろう。住む世界が違う。それに、僕らはあくまで家庭教師だ。あまり余計なことを教え込んでいては、問題になりかねない」

「もう、言ってみただけよ。相変わらず固いんだから」

　冗談ぽく頬ほおを膨らませる仕草は幼い少女のようでもあったが、彼女には妙に似合っていた。

「ところで、あなたの研究は？　進んでいるの？」

「それなりの成果はでている。人の知的活動と脳の活性化を対比することで、どの部位がどんな機能を司つかさどっているか、ある程度は解明できてきた。だが、なにぶん実験材料の調達に難がある。医学分野への応用が検討されているが、実用化はまだまだ先だろう」

「そう……ふふふ」

「…………？　なにか、おかしいことを言ったか？」

「ううん。ただ、あなたが人の役に立つことを研究しているのが嬉うれしくて」

　それは彼がこの道を選んだ理由とは違った。

　彼はただ、知ろうとしたのだ。人の心を。自分にないものを。だが、いくら脳への理解を深めたところで、それが他人を理解することに繋つながってはいなかった。

「さてと……そろそろ行きましょうか。ヴィータも待っているわ」

「そうだな」

　立ち上がり、ふと──アイリスは彼を振り返る。

「──結婚するのよね、私たち」

　唐突な話題の転換に戸惑いながらも、彼は首肯して応こたえる。

「ああ。親同士が決めたことだが、異論はない。君は──」

　──君は、僕と結婚することを心から望んでいるのか？──

　そう問おうとして──言葉は続かなかった。

　アイリスが小首を傾かしげる。

「……いや、なんでもない」

　結局、結婚に関してそれ以上彼が触れることはなかった。






　　　　Chapter.3









　──この世に善意よりも悪意が溢あふれているということはない。しかし、無防備なものに差さし伸のべられるのは、得てして善意よりも悪意の方が多い。往々にして悪意は善意よりも勤勉なのだ──


　──第九セフィラ《イェソド》　オルファン・ベイズリー著




『悪意の系譜』より






「カイっちはロリコンなの？」

　なんの脈絡もなく、ミリーが言った。

　アイリーンの酒場、店舗スペース。カイルのそばの椅い子すに座っての第一声がこれである。

「……おまえは俺を貶おとしめたいのか？」

「だぁってさー。カイっち、ずーっとヴィータにつきっきりで、つまんないんだもん」

　半眼で返すカイルに、ミリーは唇を尖とがらせて文句を言う。

　ヴィータがアイリーンの酒場で暮らすようになってから、既に一週間が過ぎていた。

「面倒見てるだけだ。ロリコンはねぇだろ」

「じゃあちょっと見て」

　手を腰にあててしなをつくるミリー。男に媚こびるようなポーズだが、強調するように突き出された胸部の標高は残念なものだった。

「どうよ！」

「どうもしねぇよ。牛乳飲めば？」

　ミリーの拳こぶしがカイルの顔に突き出されるが、難なく掌てのひらで受け止める。

「なんだよー、よけんなよー」

「よけるわ、ンなもん。ていうか無駄に元気だよな、おまえ」

「褒められた！」

　あと、無駄に馬鹿だな。

　と、そこへフィーが通りかかる。

「あ、ちょっとフィー聞いてよー。カイっちがわたしのパンチよけるのー」

「そう。普通だと思うわ。あと、はしたないからやめなさいね」

「ぐぬぬ……」

　ふと、なにか思いついたようにミリーが目を光らせる。

「フィー、ちょっとこっちきて」

「？」

　ミリーはフィーの肩を押し、カイルの前に立たせる。

「カイっちがロリコンじゃないのなら、フィーの巨乳に欲情するはず！」

　ミリーはフィーの後ろから手を回すと、フィーの胸を両手でささげるように持ちあげた。

「さあ、カイっち！　今こそ眠れる獣を呼びさませ！」

「……ミリーちゃん」

　笑顔のままフィーがミリーへと向き直り、広げた五指でミリーの頭をつかんだ。

「え、ちょ、フィーなに……ッ、あ───────！　痛い痛い痛いっ潰つぶれる！」

「おいたをするのは～、この脳みそかしら？」

「ギブギブギブッ！　耳からなんかでそう汁的なものが！　やめてやめてあぎゃあああああぁあぁああああああぁぁぁぁ……！」

　フィーはいつもの目を細めた微笑のまま、しかしどこか黒いオーラを纏まとってミリーをつり上げる。見れば、ミリーのつま先は少し浮いていた。

「あー……フィー、そのへんで許してやったらどうだ？」

　フィーが手を離すと、ミリーは白目を剥むいてその場に崩れ落ちた。

　顔半分だけ振り向くフィー。細めた瞳ひとみからわずかに覗のぞく眼光に、カイルの背筋が冷える。

「──カイルさん。まさか～、カイルさんはわたしの身体からだの一部分を見てよからぬことを考えたりは……してませんよね？」

「とんでもないです」

　思わず敬語が出た。と、店の奥へ続く扉が開き、アイリーンが現れる。

「なにを騒いでいる」

　床に倒れたままのミリーが呻うめく。

「ロリでも巨乳でもない……さては、年とし増まが好みか……？」

「ミリー、今月の給料は鉛での支払いを所望か？　鉛は換金率が低いからな、大量に撃ちこんでやろう」

　散弾銃が装弾済なのを確認するアイリーン。ミリーが跳ね起きて背筋を伸ばす。

「ノー・マム！　冗談であります！」

「遊んでる暇があったら窓まど拭ふきでもしてこい」

　さっさと掃除にとりかかるミリーからカイルへと視線を移す。

「カイル、今日はどこへ行くか決めてるのか？」

「いや、特にあてはないが」

「なら、ネツァクに行ってこい。仕入れだ。今年の葡ぶ萄どう酒しゆが仕上がっている頃だからな」

「ネツァク？　そんなもん、イェソドでも買えるだろ」

「懇意にしてる職人がいるんだが、直接足を運んだ人間にしか売らないんだ。それに、たまには他のセフィラを見て回るのもいいだろう」

「いや、だから俺は別に店の小間使いじゃあ……」

「行け」

「…………」

　これ以上はなにを言っても無駄だと悟り、カイルは深々とため息をついた。




　アイリーンの酒場は店員たちの住居も兼ねている。

　カイルはヴィータが使っている部屋の扉をノックしようとし──ふと、部屋の中から涼やかな音色が聞こえてくるのに気づいた。

（なんの音だ？）

　そっと扉を開くと、ヴィータは二段ベッドの下の段に膝ひざを折って座っていた。目を閉じ、流れる音色に聞き入っている。膝の前には手の平大の箱型の物体。どうやら音色はそこから響いているらしい。

「オルゴールか？」

「ひゃう!?」

　声をかけると、ヴィータは奇妙な声を上げてとびあがった。結果──

　ゴン！　音をたてて上の段の底面に頭を強したたかにぶつけていた。

「あうぅ……」

　頭を抱えるヴィータ。むぅ、っと唸うなって涙目でカイルに抗議の視線を送る。

「もうっ、カイさんが急に話しかけるからっ！　もっとゆっくり話しかけてくださいっ！」

「そうか。すまん」

　怒り方がおかしい気もしたが、とりあえずそこは流す。

「買ったのか、そのオルゴール？」

「え？　…………あ」

　なぜか、しまった、というような顔をするヴィータ。

「は、はい、そうです。買ったんですっ！　……買ったんですよ？」

「いや、そんなに念押ししなくてもいいが」

　いそいそとオルゴールの蓋ふたをしめてポケットにねじ込みつつ、カイルに近づく。

「そ、それで、どうかしたんですか？」

　なにやら必死に話題を逸そらそうとしているようにも思えたが、特に気にせず話を進める。

「今日なんだけどな。おまえ、ネツァクに行きたくないか？」




　数十分後、カイルとヴィータの姿は空の中にあった。

「風が気持ちいいですね～」

　頬ほおを撫なでる風にくすぐったそうに目を細め、ヴィータが言う。

　二人が乗っているのは、ネツァクとイェソドを結ぶ浮船フロートシツプ、セフィラ間定期船だ。物資を輸送すると同時に、一般客も受け入れている。

　浮船の浮力の源である浮遊球スフイアフロートは、船首と船尾に合わせて二基が埋め込まれている。浮遊球は天使が作りだして人類に供給している数少ない品であり、それ自体が空に浮遊する性質を持っている。

　浮遊球の材質は、ただの水だ。凍らせたのではなく、あくまで液体のまま球体状に形質定てい戯ぎし、さらにそこに『宙に浮く』という特性を法則定戯で付与したものである。

　人間の定てい戯ぎ式しき士しにこれを再現することはできない。事象記述解イデアコードのかなり深い部分に干渉しなければ『宙に浮く』という世の理ことわりから大きく外れた現象を、半永続化させることは不可能だからだ。

　定期船の船体はおよそ全長二十メートル、全幅十メートル。推進力は船体上部に搭載された四基のプロペラだ。積載量を重視しているのであまり速度はでず、風にも影響されるがセフィラ間移動には平均して一時間ほどかかる。

　他にも乗客はいたが、皆客室に引っこんでいた。甲板は時折強い風が吹くため、万一柵さくから投げ出されたら一巻の終わりだからだ。

　それがわかっているのかいないのか、ヴィータは暢気のんきに柵に寄りかかり、気持ちよさそうに風を浴びている。

　進行方向に見えるのは、ネツァクセフィラ。ネツァクはイェソドとは違って平へい坦たんな街だが、街のいたるところから尖せん塔とうのように煙突が聳そびえており、煙をたなびかせている。

　一方、ホドセフィラは自然と共に生きることを選んだ者たちの居住区だ。遠目にも切り立った山や緑深い森林が見える。人口こそ少ないが、田畑を耕し牛馬を育て、森に入っては獲物を狩る生活が連綿と続けられている。

　背後を振り返ると、そこに見えるのはイェソドの全景。外縁から中心部に向かうに従って街並が高くなっていくイェソドは、遠目に眺ながめると空に浮かぶ巨大な城のようなシルエットをしていた。

「イェソドって、外から見るとあんな風だったんですね～」

「まあ、俺らがいた一区は全体の中の一部でしかないしな」

　感慨深げなヴィータ。

「こうして見比べてみると、セフィラごとに特徴があっておもしろいですねっ。カイさんは、他のセフィラにはよく行くんですか？」

「ま、たまにな。ホドセフィラには、昔一カ月くらいいたことがある」

「ふーん」

　手て摺すりの上で組んだ手の甲に顎あごを乗せ、ホドセフィラを眺めるヴィータ。

「今度はホドセフィラにも行ってみたいな」

　窺うかがうように横目で見上げてくるヴィータの頭に、カイルはぽんと手をのせる。

「わかったわかった。そのうち行こうな」

「約束ですよ？」

　即座に破顔するヴィータ。表情がめまぐるしく変わる様子は見ていて飽きない。

「ま──俺としてはあまり浮船フロートシツプには乗りたくないんだけどな」

「なんでです？」

「一区に出入りする浮船は、全部ガーランドファミリーの所有物なんだよ」

　イェソド第一区の闇やみ社会を支配しているガーランドファミリーではあるが、まっとうな商売にも手を出している。マフィアの手の内にあるからこそ、他のマフィアによる積み荷を狙ねらった襲撃を牽けん制せいできている部分もあった。

「あー。この前のマフィアさん」

　マフィアをさんづけで呼ぶあたり、肝が据わっているというかなんというか。

「でも、助けてもらったじゃないですか」

　暢気のんきに言うヴィータに、カイルは思案げに眉み間けんに皺しわを寄せる。

「あのな、ヴィータ。ああいう輩やからは損得勘定抜きに誰かを助けるってことはないんだ。マフィアは善意じゃ動かない。借りを作れば、どこかでその帳尻を合わせることになる」

「そういうものですか」

「そういうものだ」

　もっとも、それは筋を通している間は無害ということでもあり、その点は後先考えないチンピラよりも安全と言えるのかもしれないが。

「それよりヴィータ、そろそろ中に入らないか？　身体からだが冷えるぞ」

「ううん、だいじょうぶ。まだ見てます」

「そんなにこの景色が好きか？」

「はいっ」

　その無邪気な様子に気が抜けたか──気づけば、言葉がひとりでに口から出ていた。

「……俺はこの光景を見てると、気が滅め入いる」

　ヴィータが振り返り、問うような視線を向けてくる。

　しまった、とは思ったものの、言いかけたことをやめるわけにもいかない。

「……どうやったって意識しちまうんだ。この世界の人間は、自分の領域の外へは出られないって」

「でも、他のセフィラまでは浮船フロートシツプで行けますよね？」

　ヴィータの指摘に、しかしカイルは首を振る。

「一緒さ。浮こ船れで行けるのはネツァクかホドセフィラ、たったそれだけだ。下層の船の浮力には限界がある。上層までは辿たどりつけない」

　カイルは空を見上げる。その目に映るのは、遥はるか上空──天てん蓋がいのようにのしかかる、上層セフィラの底面だ。

「でも、〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉ができてからは交流も活発になってるんでしょ？」

「あれで移送されるのは、基本的に品物だけだ。上層には、いまだに下層民を見くだしている人間が多い。自分たちの領域に近づけようとは思わないさ」

　ほらな、とカイルは諦てい念ねん混じりに肩をすくめる。

「この世界は縦にしか広がっていない。けど、下層民は上層に昇ることが許されていない。つまり、俺たちは外へ出ることはできないのさ。この世界は──行き詰まっている」

　そこまでひと息に言ってから、カイルは自己嫌悪に陥る。

（なにやってんだ、俺は……）

　無邪気に世界の広がりに感動する少女に大人げないことを言ってしまったという自覚が、カイルを憂ゆう鬱うつにさせる。

「けれど──それは違うと思います」

　ヴィータは言う。強い口調ではない。カイルに反はん駁ばくするようなものでも、むきになって否定しているというのでもない。だが、その言葉には確かな芯しんがあった。

　ヴィータは穏やかな表情でカイルを見ていた。そういえば、この少女はいつも笑っていたな──そんなことに、カイルはこの時初めて気づいた。

　不意にヴィータがホドセフィラを指さす。

「あそこ。山が見えますよね？」

　ヴィータの指の先を辿たどると、ホドセフィラに聳そびえる山にいきついた。

「カイさんはあの山、行ったことあります？」

「いや、ないが……それがどうした？」

「だったら行きましょうよ」

「いや、無理だろ」

　即答するカイル。しかし、ヴィータもすぐに当たり前のように返す。

「なんで？　行けますよ、その気になればどこへだって。目に見える場所に行けないはずがないんです。歩いていけば、いつかは辿りつけます。そうでしょ？」

「それは、まあ……」

　いろいろとハードルはあるが、ヴィータの言うことはもっともではある。

「それで、あの山まで行ったらまた違う景色が見えてくるはずです。そしたら、またそこへ向かえばいいんです。ほら、これを繰り返せば、どこへだって行ける」

　ヴィータの言葉は子供の理屈だ。本来なら、そんな言い分は一いつ蹴しゆうして終わりのはずだった。けれど、カイルにはそれができない。ヴィータの瞳ひとみは、どこまでも澄んでおり、確信に満ちている。

　空色スカイブルーの瞳──それは、初めて会った日に心を奪われた色。どこまでも広がり続ける、蒼そう穹きゆうの青。

「それでも……いずれは行き詰まる。自分の足で行ける場所は、限られてる」

　子供の言うことをむきになって否定しようとしている自分にあきれ果てる。

　けれど、ヴィータの笑顔は曇らない。

「それなら方法を変えましょう。歩いてだめなら、飛んで行けばいいんです。誰が邪魔したって関係ない。最下層でも、上層でも──最上層だって、行けるに決まってます」

「そんなことできるわけ──」

「できますよ」

　ヴィータは断言する。根拠のないはずの言葉を、けれど一片の疑いもなく信じ切って。

「きっと、人は望めばどこへだって行けます。〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉だって、今はそうじゃなくても、いつかは誰でも上層へ行くのに使えるようになるかもしれない。行きたいっていう意思さえあれば、どこまでだって行けます」

　ハッとする。その姿に、ある少女の姿が重なって──

『どこまでだって飛んで行けるよ。カイと一緒なら』

　記憶の中の少女は、笑顔だった。そう言って笑った少女の翼は、しかし──

（ああ、そうか……俺は──）

　ようやく気づく。カイルは心のどこかで、ヴィータに自分の言葉を否定して欲しかったのだ。口では「行き詰まった世界」などと嘯うそぶいていても、それを信じたくない自分が、確かにカイルの中には残っていたのだ。

　ヴィータはどこに向かっても歩き出せる人間だ。きっと──ヴィータはそうやって自分の世界を広げ、イェソドまでやってきたのだろう。

　かつてはカイルもそうだった。だが、あの日から前に進むことができなくなってしまった。踏み出すべき一歩を刻めないのは、世界が行き詰まっているからではない。カイルが恐れているからだ。

　──思えば、ヴィータに出会ってから、カイルは自分が「らしくない」ことをしていると思っていた。イェソドに順応し、イェソドの掟おきてに従って生きているつもりでいた。それが、初めて会ったヴィータを命がけで助けて、その後も世話を焼いて──

　しかし、そうではなかった。ヴィータがカイルの中に残っていた、かつて抱いていた外の世界への憧あこがれの欠片かけらを呼び覚ましていたのだろう。

　あの日──落下するヴィータと目が合った瞬間から、カイルは変わり始めていたのだ。

（結局──俺は、諦あきらめきれてなかったんだな）

　妙に穏やかな心地で、カイルは認めることができた。

　世界はクソだと嘯きながらも、それを否定されることを望んでいた。

　このクソったれな世界に救いがあることを、誰かに信じさせて欲しかった。

　──本当に不思議な少女だ。だが、同時にカイルは危険なものも感じていた。

（こいつは……危うい）

　ずっと外の世界に飛び出したいと思っていた、かつての自分。そして、まさに今鳥かごを抜けだし、外の世界へ羽ばたこうとしているヴィータ。

（こいつは、似ているんだ）

　その表情が、言葉が、かつての自分やあいつとそっくりなのだ。

　だからこそ──ヴィータには失敗してほしくないからこそ、自分が教えなければならない。飛び立つことの恐ろしさを。その先にある、墜落することの痛みを。

　──カイルの中で、ひとつの決意が固まる。

　折しも、向かう先はネツァクセフィラ。

（ちょうどいいというかなんというか……）

　自分の傷を見せるのは、カイルにとって辛つらいことだ。それでも、他者の挫折を知ることで、ヴィータが失敗せずに済むのなら──あるいは、うまく失敗してくれるなら。

　進行方向を見ると、ネツァクの街並が目前に迫っていた。

「ヴィータ。買い物が済んだ後、ちょっと付き合ってくれ。──会わせたい奴やつがいる」

　なにかを決意したように言うカイルに、ヴィータは小首を傾かしげた。




　ネツァクセフィラ外縁部。広大な発着場には、浮船フロートシツプを係留するための桟橋がずらりと並んでいた。ネツァクはホドセフィラで産出された鉱物や木材を加工して販売することで生計をたてる、職人たちの街だ。自然と、出入りする輸送船は膨大な数となる。

　また、発着場の一画にはやたらと高い屋根を持つ建造物があり、壁が一面まるごと外に向かって口を開けている。そこへ今まさに一隻の浮船が飲み込まれていくところだった。

「カイさんカイさん、あれなに？」

「浮船のドックだな。中で職人が船の補修をしたり、新しい船を作ったりもしてる」

「へぇ～。じゃ、あっちのいっぱいあるのは？」

　次にヴィータが指さしたのは、ドックよりは小さいものの普通の一軒家の二倍三倍の高さと広さがある建物の群れだ。

「倉庫だ。すぐに出荷しないものもあるし、仕入れたものを整理する必要もあるからな」

「はー。じゃあじゃあ、あれは？」

　ヴィータの質問は止やむことなく続く。無理もないだろう。同じ下層セフィラとはいえ、その様相はイェソドとはまるで異なる。

　肉体労働者たちの大声が飛び交い、クレーンや蒸気リフトといった大型機械が重々しく駆動する様は圧巻だ。荷の運搬の邪魔にならないよう、カイルはふらふらどこかへ行きそうになるヴィータの手を引いて、発着場を後にした。

　舗装された道は多くの馬車や車しや輌りようが行き交う。看板の案内に従って歩を進めると、やがてネツァクセフィラの名物たる職人通りに辿たどりついた。

　百軒以上の店が軒を連ねるという点ではイェソド第一区の商店街と同じだが、全体の空気感とでも言おうか、その雰囲気には独特のものがあった。

　売り手はできるだけ高く、買い手はできるだけ安く買おうとすることで活気が生まれていたイェソドの商店街と違い、職人通りはより良い品物を作ろうとする職人と、それを見極めようとする目利きの間で火花が散る。

　その喧けん騒そうに、ヴィータは圧倒されたように口をぽかんと開けた。

「今日はお祭りなの？」

　カイルは微笑して首を横に振る。

「いいや。ここじゃあこれが普通の光景だ」

　ずらりと並んだ商店は、織物やガラス細工などの工芸品から、砥とぎ師に銃職人ガンスミスまで、あらゆるジャンルの職人が一堂に会している。

「あれはなにをやってるの？」

　ヴィータが指さす先で、ガーン、ガーン、と金属を打ちつける甲かん高だかい音が響く。見れば、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる大男が炉にくべられて赤熱した鉄塊を金床に乗せ、ハンマーで繰り返し叩たたいているところだった。

「競合する店も多いからな。ああやって製作過程を実演して、自分のとこの商品をアピールしてるんだ。まあ、一種のパフォーマンスだな」

　どうやら鍛か冶じ屋やらしい。店先に並ぶ刃物はナイフや肉切り包丁がほとんどだが、店の奥には大剣が飾られている。さらに、刀剣を模した鉄板に文字が彫られ、看板となっている。

　派手なパフォーマンスと、店の顔たる印象的な看板。どこの店もそれぞれの売り物に合わせたパフォーマンスと展示をしている。

　ガラス細工職人が慣れた手つきで様々なオブジェを作っているかと思えば、その横では銃職人ガンスミスが惚ほれぼれするような手際で銃を分解整備している。

「どうだ、ヴィータ」

　問いかけると、ヴィータは胸の前で小さな拳こぶしを握り、感激に目をキラキラさせていた。

「すっっっ──」

　息を止めて力を溜ためたかと思うと、

「──ごいっ！　すごいすごいすごーいっ！」

　歓声を上げて飛び跳ねる。どうやら、大層お気に召したようだ。

（しばらく時間はあるし、昼過ぎまでは遊ばせとくか）

　目的を果たす前にかなり疲労がたまりそうだと思い、カイルは苦笑した。




　それからたっぷり一時間ほどかけ、ヴィータと共に職人通りの店を片っ端から見て回った。ヴィータは小物をいくらか買ったようで、手提げ袋は戦利品で膨らんでいる。

　アイリーンに頼まれた買いものを終えると、なんだかんだで時刻は昼過ぎ。適当に軽食を済ませたあと、カイルたちは職人通りをぶらつく。

「これからどうしますか？　お店の仕事もあるから、あんまり遅くまではいれませんよね」

　ヴィータとしては、単にネツァク観光に来たつもりなのだろう。だが、カイルにとってはむしろこれからが本番だった。

「ああ。ちょっと、会わせたい奴やつがいるんだが……」

　言いながらも、カイルの歩みは遅々としていた。

（ここまできて躊躇ためらってんのかよ、俺は……）

　自分の優柔不断さに呆あきれる。目的地ははっきりしているのだから、ゆっくり歩こうがどうしようが、結局辿たどりつくというのに。

　だが、猶予はカイルが思っているよりも短かった。

「カイ？」

　背後からかけられた声に、足が止まる。

　喧けん騒そうの中にもかかわらず、その声は音の雑踏をすり抜けるように、すんなりと耳に入ってきた。たぶん、それだけ聞きなれた声だからだろう。

　目を閉じて、深呼吸。振り返る覚悟を決めようとしたが、いつまで待ってもそんな時は訪れない気もした。

　結局、一呼吸分だけ間を置き、カイルは覚悟が定まらないままに振り返った。

　そこにいたのは、一人の少女。ヴィータよりいくつか年上、カイルと同程度か。数年前まで少年のように短かった金髪は、今は伸ばして頭の後ろで一本にくくっている。ベアトップにジャケット、ショートパンツというボーイッシュないでたち。

　ただ──

「やっぱりカイだ」

　その少女は、視点が低かった。せいぜいが、カイルの腹のあたりか。

　それもそのはず──少女は、車くるま椅い子すに乗っていた。




「言ってくれれば準備したのにさ」

　気安い調子でぼやきながら、少女は玄関のカギを開ける。

「悪いな、リア。今朝になっていきなりアイリーンに頼まれたんだよ」

「はは、相変わらずこき使われてるみたいだね」

　笑いながら、少女──リアは車椅子を器用に扱い、狭い扉を抜けていく。

　リアはにやりと得意げに笑い、家の中へとカイルたちを招き入れる。

「ようこそ。ネツァク一の機械技師メカニツク、リアの工房へ」

　場所は職人通りから離れた郊外。周囲に民家のない、草原地帯の中にその建物はあった。

　年季の入った平屋はこぢんまりとしているものの、一人で暮らすには十分だ。すぐ隣には作業場として使っているガレージがあり、そちらはむしろ住居よりも広い。

　玄関から入るとすぐにリビングとなっており、ダイニングテーブルとソファが目に入った。ただし、そのいずれもが機械部品やら工具やらで埋め尽くされていたが。

「相変わらずめちゃくちゃだな、おまえのとこは」

「どうせ滅めつ多たに客はこないしね。誰も気にしないよ」

「ここに俺がいるんだが」

「え？　カイって客だったの？」

「…………」

　テーブルに立てかけてあった杖つえをつかむと、反動をつけて立ち上がる。長距離の移動には車椅子を使っているが、できるだけ杖で移動するようにしているとのことだった。

「コーヒー淹いれてくるから、カイはテーブルの上、片しといて」

　手を振りながら、奥の台所へ消える。

「あ、おい……ったく」

　ぼやきながらも、カイルはテーブルの上にスペースを作るべく片づけを始める。

「カイさん、リアさんってなにやってる人なんですか？」

　テーブルの上の機械部品やら工具やらを覗のぞきこみながら、ヴィータが言う。

「機械全般の修理屋だ。拳けん銃じゆうの整備から時計の修理まで、なんでも受けつけてる。本人は機械技師メカニツクとか名乗ってるみたいだけど……実際は便利屋みたいなもんだな」

「へ～。便利屋なんて、なんだかカイさんみたいですね。カイさんは仕事ないけど」

「ぐっ……」

　邪気のまったくない言葉だけに、怒る気にもなれずただただ胸に刺さる。

　テーブル上に放置してあった歯車剥むき出だしの機械をしげしげと眺ながめるヴィータ。

「すごいですね、車くるま椅い子すなのに」

　言う者によっては、また聞く者によっては憤慨しかねない言葉だったが、ヴィータの声には心からの感心があった。実際、テーブルに置ける小さなものならともかく、設置型の大型機械の整備などは骨が折れることだろう。

「ああ……ほんと、あいつはよくやってるよ」

「？　カイさん？」

　カイルの様子がおかしいことに気づき、ヴィータが顔を上げる。

「……あいつの足な」

　カイルはヴィータと目を合わせることなく、ぽつりと漏らす。

「俺のせいなんだ」

　どういう意味かわからず、ヴィータは目を瞬まばたかせる。ゆっくりと顔を上げたカイルの顔からは、表情が抜け落ちていた。ただ、その瞳ひとみにだけは沈痛な思いがよぎっている。

　静かに息を吸い──カイルは言った。

「あいつの足が動かなくなったのは、俺のせいだ」

　それは、罪を告白する罪人のような、深い後悔と苦く渋じゆうが滲にじんだ声だった。




「おっまたせー」

　ややあって、台所のリアから声がかかり、カイルはリアが用意したマグカップをテーブルに運んだ。三人でテーブルを囲む。が──

「あ」

　唐突にリアが声を上げる。

「あっちゃー、しまったな。いやいや、このリアさんとしたことが、うっかりしていたよ」

「どうかしたか？」

「カイ、悪いけどさ。そこの時計、二番街のセシルさんとこに届けてきてよ」

　指さす先を見ると、ソファの上に緩かん衝しよう材ざいを敷き詰めた箱に収まった置時計があった。

「修理頼まれてたんだけどね、納品が今日までなの忘れてた」

「なんで俺が」

「二時までに届ける約束だったから、車くるま椅い子すじゃちょっとね。時間ないんだわ」

　拝むように手を合わせるリア。確かに、あと二十分ほどで二時になるところだし、二番街まではここから一キロほどある。車椅子では間に合うかどうか微妙だった。

「ねー、頼むよー。うちの信用に関かかわるんだ」

　必死っぽく頼むリアに、カイルはため息をつく。

「わかったよ。ヴィータ、そういうわけだから、しばらくここにいてくれ」

「はいはーい」

　初対面の相手の家に置いていくのも気がひけたが、この二人なら相性も悪くないだろう。

　時計の入った箱に蓋ふたをして抱える。

「よっろしくー。あ、それとカイ。それが終わったら、ガレージから工具箱持ってきてね」

「はいはい、わかったよ」

　嫌そうな顔をしながらも、カイルは了承して部屋を出ていった。




　カイルの背中が遠ざかっていくのを窓越しに確認すると、リアはヴィータへと向き直る。

「さて──改めて、はじめましてだね。あたしはリア。カイとは幼おさな馴な染じみってやつかな」

「あ、わたしは──」

「ヴィータちゃんだよね。ミリーから聞いてるよ。カイがあたふたしてておもしろいって」

　悪戯いたずらっぽく笑うリア。

「ミリーさんと知り合いなんですか？」

「うん。たまにフィーとかと一緒にネツァクまで買い物にくるんだけど、ついでに店のものの修理頼まれたりしてる。最初はカイの紹介だったね」

　言いながら、マグカップのコーヒーにポットのミルクを垂らす。

「カイに助けられたって？」

「はい」

「その時のあいつ、どんな感じだった？」

　天井を見上げて、しばし黙考するヴィータ。

「それはもう……面倒くさそうに」

　リアはくつくつと口の中で笑う。

「あいつらしいな。ニヒリスト気取ってるつもりで、結局お人ひと好よしなところ」

　それは呆あきれたような口調だったが、確かに親愛の情が感じられた。

「あいつ、あたしのことなんか言ってた？」

　渦を巻くミルクを眺ながめながらの言葉はなにげないが、最初からこの話をするためにカイルを外に出したのは明白だった。

「自分のせいで、怪け我がをさせたって。リアさんが歩けないのは、自分のせいだって」

　それを聞くや、リアは深々とため息をついた。

「はあぁぁぁ……。ったく、あの馬鹿はいつまでたってもああなんだから」

　ティースプーンでコーヒーをかき混ぜながら、心底呆あきれたようにリアはぼやく。

「あいつがあたしのところに人を連れてくるなんて珍しいとは思ったけど……そういうわけか、あんにゃろう」

　なにやら合点がいった様子のリア。後半はひとり言らしくヴィータには聞こえなかった。

「そうなんですか？」

　ヴィータはコーヒーを一口含むが、苦そうな顔で眉まゆをしかめる。ミルクをヴィータのコーヒーにそそいでやりながら、リアは訥とつ々とつと続ける。

「うん。まあそれ以前に、あいつ自身そうそうここには来ないんだけどね。来るのは──自分を罰したい時、かな」

　再度の深いため息。

「ほんと、いい迷惑だよ。こっちは恨んでなんかいないってのに」

　あっけらかんと、なんの気負いもなく、むしろめんどくさげにリアは呻うめいた。

「どういうことですか？」

「あたしとカイはさ、この世界の底辺で生まれたんだ。そこには憎しみとか恨みとかが、それこそ掃いて捨てるほど転がってたよ。だからわかる。憎しみってのは跳ね返る。跳ね返って大きくなる。誰かを憎み始めたら、その憎しみは巡り巡って自分に戻って来て、いつか自分がこの世に生まれてきたことさえ憎むようになってしまう。そんなめんどくさいのはごめんだね」

　だから、あたしには恨みなんてない──リアはそう言った。

「世界の、底辺？」

　首を傾かしげるヴィータに、リアはしばし考えたようだったが──

「ん……まあ、いっか。カイにとって、ヴィータちゃんは特別みたいだから話すけどさ」




「あたしとカイはね、元々は──最下層に住んでたんだよ」




　ヴィータは目を丸くする。

　無理もないだろう。この世界では並列するセフィラ間ならまだしも、階層間を移ることは容易ではない。上から下へ降りるならともかく、その逆はほぼ不可能なはずだ。

「最下層にいたあたしたちは、どうしても上の世界が見たくってね。ていうのも、カイはほら、定てい戯ぎ式しきを使えるじゃん。それはね、おかしいことなんだよ」

「え？　なにがですか？」

「定戯式を使えるのは、百年前に天使の血が混ざった人間──つまり、下層民しかいないはずなんだ」

　あっ、とヴィータは口を押さえる。

「あたしとカイは、二人とも親なしでね。まあ、マルクト……最下層では珍しくもないことなんだけど。物心ついた頃から、ずっと一緒にいた。あたしは機械いじりが得意だったし、カイには定戯式があったからね。途中まではお人ひと好よしの爺じいさんに面倒見てもらって、その人が死んでからは二人して助けあって……なんとか生きてた」

　遠い目をして、リアは続ける。

「その日を生きるのも大変な毎日だったけど、あたしたちはそのうち下層に昇ることを夢見るようになった。カイにしてみれば上の世界を知ることで、顔も見たことがない親のことを少しでも知ることができると思ったのかもしれない。あたしも、上の世界にはずっと興味があったからね。だから、二人で上の世界を目指すことにした」

「どうやってですか？」

　最下層に浮遊球スフイアフロートは存在しない。どうやって昇ってきたというのか。

　リアはにやりと笑って言った。

「飛行機だよ」

「ひこう、き？」

　聞きなれない言葉にヴィータは首を傾かしげる。

「そ、飛行機。浮船フロートシツプは浮力こそ浮遊球を使ってるけど、推進力はエンジンを使ってプロペラを回してるだろ？　飛行機ってのは、あのプロペラを推進力だけじゃなく、空を飛ぶ力──揚力に変える機械のことだよ」

「そんなものがあるんですか!?」

　興奮して身を乗り出すヴィータ。

「ある、というより、あった、かな。ヴィータちゃんは、ロストテクノロジーって言葉、聞いたことない？」

「ロースト？」

「ロスト。なにを炙あぶるつもりだい。ロストテクノロジーってのは、今はもう失われた技術のことね。最下層にはいつのものかもわからない古い本が割とあってさ。あたしの機械いじりはそういう本から学んだんだ。カイは、定戯式に応用できるっていって、科学関係の本を読みあさってたな。よくわからないけど、素粒子物理学とか、天体物理学がどうとか言ってたっけ」

　当時を思い出しているのか、懐かしそうに目を細めるリア。

「で、その中に、空を飛ぶ機械の記述を見つけたんだ。それを知ったら、是が非でも実現したくなってね。だってそうだろ？　最下層の大地で生きることを決められた人間が、自分たちの力だけで空に飛び立つ──こんな小気味いいこと他にないさ」

　リアの口調に熱が籠こもる。

「最下層中のジャンク品の山の中から使えるものを集めてね。少しずつ組みあげていって──ついにあたしたちは、空へ飛びあがった。飛行機はどんどん高く昇って──ついに見上げるだけだった、下層の大地を見下ろしたんだっ！」

　その時の感動が蘇よみがえっているのか、リアはむしろ少年のように目を輝かせていた。だが、その表情がにわかに平へい坦たんなものに変わる。やがて、呟つぶやくようにリアは言った。

「そして──あたしたちの飛行機は墜落した」

　ははは、と照れたような笑み。

「下層上空にでたところでおとなしく着陸してたらよかったんだけど、つい欲がでちゃってね。もっと高くまで昇りたいと思ったんだ。でも、下層セフィラが手の平に収まるくらい小さくなったところで、飛行機に不具合が起きた」

　翼を失なくした者に待つのは、落下という純然たる物理法則。定てい戯ぎ式しきを使わずして一時的とはいえ世界の理ことわりに逆らった少年と少女は、そうして手痛いしっぺ返しをくらった──

「カイはそれを、自分のせいだと思ってる」

　先刻のカイルの悲痛な顔がヴィータの脳裏をよぎった。

「飛行機を作ってるとき、どうしても手に入らない部品があってね。断念しそうになってた時、カイがどこかから見つけてきたんだ。カイはばれていないと思ってるけど、すぐに気づいたよ。カイが定戯式で、ジャンクパーツから作り出したものだって」

　物体の形状を変化させる定戯式、《形質定てい戯ぎ》。グラスを割ることなく螺ら旋せん状じように形を変えたカイルのあの力なら、それも容易だろう。

「口では言わなかったけど、カイは自分の未熟な術で作った部品が原因で墜落したと思ってたみたいだ。元がジャンクパーツだからね。外見はともかく、内側に金属疲労がたまってたってことも考えられるし。本当にそれが原因なのか、その時はわからなかったけど、否定する材料もなくてさ。むしろあたしは、咄とつ嗟さにカイが使った定戯式で落下の衝撃が弱まったおかげで死なずに済んだって、感謝してたくらいなんだけど」

　辛つらそうに目を伏せるリア。

「……あたしの足がろくに動かなくなったことを知って、あいつこの世の終わりみたいな顔してたな。なにか声をかけられればよかったんだけど……結局なにも言えないままカイは出て行っちゃって──それっきり。再会したのは、しばらくしてからだった。それから今日まで、カイはろくにあたしの目を見ようともしない」

　肩をすくめるリア。その仕草は、カイルによく似ていた。

「あたしには、足が動かなくなったことよりも、カイがいなくなったことの方が応こたえたんだけどね」

　場の空気を切り替えようと、リアは声を出して笑って見せる。

「はは、湿っぽくなっちゃったね。あ、コーヒーのおかわりいる？　すぐに新しいの──」

「リアさん」

　席を立とうとしたリアに、ヴィータは言った。

「それ、本当にカイさんの部品が原因なんですか？」

　問いただすような強い口調ではない。けれど、リアは妙に確信のこめられたヴィータの言葉に、動きを止める。

「……どうしてそう思うの？」

「なんとなくです」

「……そっか。案外、鋭いんだね」

　吐息をつくリア。観念したように口を開く。

「うん……君には話しておくよ。あの日、飛行機が墜落した本当の理由はね──」




　工房を後にしたカイルは、ネツァクの住宅地を一人歩いていた。

　リアの足のことに関して、カイルからはヴィータに詳しい話はしていない。カイルの失敗の結果だけを見せたかった。そこからヴィータがなにを感じとったかはわからない。ただ、考えるための契機になればと思っていた。

　ふと、自分の手を見下ろす。

　──あの日、カイルは定てい戯ぎ式しきを使い、リアが必要としていた機械部品をゴミ山からかき集めた端材を使って作り上げた。

　焦りがあったのだと思う。リアの喜ぶ顔を見たかったというのもあっただろう。文献を頼りに、完成した形を念入りに脳裏で思い浮かべ、形質定てい戯ぎで部品の形状を再現した。

　その結果、飛行機は落ちた。

　カイルの未熟な定戯式では、強度が足りなかった──そうとしか考えられなかった。

　あるいは、心のどこかで疑っていたのかもしれない。人間が空を飛べるはずはないと。下層まで行くなど、実現できるはずがない、と。

　定戯式は強固な『確信』があって初めて成功する術理だ。本当に飛べるという『確信』がなかったカイルが作った部品など、リアの飛行機に組み込んではいけなかったのだ。そのせいで、リアは足にひどい怪け我がを負い、今もなお杖つえ無しでは歩くことができずにいる。

　カイルが犯した、赦ゆるされることのない罪。カイルは幼おさな馴な染じみの足を──空を飛ぶ夢を、永遠に奪ってしまった。

　今まさに羽ばたこうとしているヴィータは、どう受け止めるだろう。飛ぶのをやめるだろうか。それとも、それでも空を、自由を望むだろうか。

　あるいは──心のどこかで期待しているのか。それでもヴィータが前に進めるのなら、自分も──

（いや……それは駄目だな）

　カイルは湧わき上がった馬鹿な考えを振り払う。

　やめよう、そんな他力本願は。ヴィータに失敗してほしくない。それだけを願うべきだ。

　ネツァク二番街にさしかかり、箱に添えられた住所表記を頼りに目的の家を探す。ほどなくして目的地を見つけ、ドアをノックする。

　出てきた中年女性にリアから配達を頼まれたことを話すと、女性は代金を払いながら、

「思ったより早かったわね。明日でよかったのに」

　そんなことを言った。

（……あいつ）

　確かに、リアはカイルに、今日の二時までに配達しなくてはならないと言っていた。




「──そんなわけで、カイはあたしに引け目を感じる必要はないんだ」

　リアはすっかり冷めきったコーヒーで喉のどを潤うるおす。

「でも、このことはあいつには言わないでね」

「どうしてですか？　カイさんがそのことで悩んでるなら、教えてあげた方が……」

　ヴィータの疑問に、ふっと遠い目をして、リアは言う。

「一年くらい前までね、カイはほんとにいつ死んでもおかしくないような顔してた。アイリーンの世話になってからは、割と落ちついているみたいだけどね」

　ため息。

「ほんとはね。元々のカイは、虫も殺せないようなやつだったんだよ。銃なんか撃ったこともなくて、定てい戯ぎ式しきだってその気になればあっさり相手を殺しちゃったりもできるのに、カイはそれをしない。何度も危険な目にあってるはずなのに。知ってる？　定戯式ってのは、術者の願望を現実に上書きするっていう話」

「ええ、まあ。人並み程度には」

「カイは、他人の死を望めるようなやつじゃないから。もしカイが本気で人を殺す道具として定戯式を使ってたら、今頃イェソドじゃあ、あいつは誰よりも恐れられてただろうね。でも、あいつはそれができないんだよ。……優しいんだ」

　その声音からは、幼おさな馴な染じみへの心配と誇らしさが等分に滲にじんでいた。

「自分からイェソドに飛び込むことで、カイは自分に罰を与えている。でも、そこに赦ゆるしはない。結局は逃げてるんだ。なにも、安全なところに行くことだけが逃げじゃない。カイは自分に罰を与えることで、向き合うことを遠回しにしている」

「だったらなおさら……」

　本当のことを話すべきではないか。ヴィータはそう思うのだが、リアは首を振った。

「いや、今はまだ言えない。向きあう覚悟が定まってない人間にとって、耳触りのいい言葉は、たとえ真実であっても逃げ道にしかならない。あいつが自分で前を向かなきゃいけないんだよ。あたしはそれをずっと待ってんのさ。──ちゃんと、自分に向き合えるようになるのを」

　ふっと息を抜き、リアはヴィータに苦笑して見せる。

「だから、それまでこのことはあたしの胸に収めておくよ」

　歯がゆいけどね──リアはそう締めくくった。

「なんていうか──」

　ぽつりとヴィータがこぼす。言葉を探すように虚こ空くうを見つめ、やがてちょうどいい言葉が見つかったか、言を繋つなぐ。

「リアさんは、カイさんに厳しいんですね」

　その言葉に、リアはいたずらっぽく目を細めて笑う。

「そうだよー、あたしは厳しいんだ。できの悪い弟分には、特にね」

　顔を見合わせて笑うリアとヴィータ。気がつけば、時刻は二時をだいぶ回っている。そろそろカイルも帰ってくる頃だろう。

「──まあ、あんまりにも進展がないんで、ちょっとヒントはあげちゃったけどね」




　配達を終え、カイルはリアの工房に戻ってきた。

（そういや、工具箱を持ってくるように頼まれてたな）

　別にそんなことは後に回してもいいとは思う。けれど、妙なところで律儀な性格とガレージ側から帰ってきた流れから、カイルは先にガレージに寄ることにした。

　シャッターは開いていた。ガレージの中は住居以上に物で溢あふれていたが、乱雑というわけではない。壁際の棚には各種機械部品や消耗品が整然と並び、修理途中の機械製品が作業台や地面に敷いたシートの上に置かれている。その種類は多岐にわたり、時計や蓄音機といった物から原動機まで、実に手広く商売をしていた。

（相変わらず器用なやつだ）

　感心八割、呆あきれ二割といった心境で眺ながめていると、ふと妙な物体が目にとまった。

　とはいえ、それはガレージに一歩入った時点で既に見えていたものではある。ガレージの半分近くを占領する、シートを被かぶせられた巨大な構造物。高さはカイルの頭よりも上だ。

　構造物を覆うシートの下に工具箱が見えたので、持ち手をつかむ。が、工具箱を持ちあげた拍子に引っ張ってしまったらしく、シートが滑り落ちてきた。

　面倒に思いながらもシートを被せなおそうとし──カイルは動きを止めた。その目が、シートの覆いが取り払われた構造物に釘くぎづけになる。

　流線形に加工した薄い金属板を張り合わせた、滑らかなボディ。人が搭乗するための座席と、その正面につけられた操そう縦じゆう桿かん。

　それは、飛行機だった。細部こそ違えど、はっきりとわかる。カイルとリアが最下層から昇ってきた時に乗っていた飛行機と、基本的な構造が一致していたからだ。

「あいつ……」

　カイルの胸中で、複雑な感情が混ざり合う。いくつもの思いが奔ほん流りゆうとなり、うまく言葉にすることができない。

「お疲れさん」

　背後からの声に振り返ると、リアが杖つえをついて立っていた。

「みつかっちゃったか」

　なんの気負いもなく、リアはカイルに近づいてくる。

「これは……」

　うまく言葉にならない。だが、リアはカイルの混乱にも構わず、あっさりと口にする。

「うん、あたしがつくった飛行機だよ。浮遊球スフイアフロートも使うから浮船フロートシツプとも言えるけど、まあめんどくさいから飛行機でいいや」

　杖を器用に使ってカイルの隣まで近づいてきて、機体をなでる。












「ドーン・アリア号って名前にしたんだ。本体はもうできてんだけどね。エンジンも積んであるし。ただ、フロートをどうやって手に入れるかが一番の問題でさ。でも、完成すればこいつは上層くらい、簡単にいけるはずだよ。機動力だったら、上層の高速艦も目じゃないさ。まあ、許可を貰もらえなきゃ撃墜されかねないけど」

　冗談めかして笑うリア。この船で空を飛ぶ日が来ると、心から信じている顔だった。

「おまえは、まだ……」

「うん。あたしは飛びたいと思ってるよ。カイはどうだい？」

　言葉を詰まらせるカイルに、リアはなんの気負いも含みもなく訊たずねる。

（俺は──）

　カイルはなにも言えなかった。ただ、はっきりとわかった。

　誰もが前を向いている。リアも、ヴィータも、自分の限界や失敗した時のことなど考えていない。ただ、前に進むことだけを目標に、そこへ向けてまっすぐに突き進んでいる。

　自分がひどく矮わい小しような人間に思え、カイルはただただ、自分が作った浮船フロートシツプを楽しそうに眺ながめるリアを見つめた。その姿は、カイルには目が潰つぶれてしまいそうなほどに眩まぶしく映った。






　　　　幕間 ～interlude.3～









「すごい数ね……わたし、こんなにたくさんの浮船が飛んでるの、見たことないわ」

　気楽そうなアイリスの言葉に、彼は少し呆あきれた風に応こたえる。

「それはそうだろう。上層中が注目している式典だ。……というか、当事者である君が誰よりもこの式典の重要性をわかっていなければおかしいと思うのだが」

「そうかしら？」

　武骨な口調に対し、アイリスは相変わらずの緩い笑みで返す。

　──二人は今、彼の家が所有する浮船の甲板にいた。

　アイリスが言う通り、周囲には多くの浮船が浮遊している。貴族が個人で所有する華美な装飾が施されたものから、庶民の足である定期船まで、百隻以上もの船が限られた空域に集つどっている様は圧巻と言えよう。

　それらの乗客の視線は一点──『柱』の外壁に付随する巨大構造物に向けられていた。

〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉。上層と下層とを繋つなぐ、巨大昇降装置である。

　アイリスが主導者となって進められていた一大計画はついに形となり、初稼働の日を迎えていた。

〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉の運行開始に際して、大々的な宣伝のもと、稼働式典が間もなく開かれる。式典には計画の後援者である有力貴族が多数参加しており、式典の様子をひと目見ようと多くの一般客もつめかけていた。

「しかし、よりにもよって稼働式典の日取りが式の一週間前とは……」

　ほんの微かすかではあったが、声に苦みを乗せて彼が呟つぶやく。けれど、アイリスは敏びん感かんに彼の感情を聞きわけたようだ。

「こればっかりは、私事を優先させるわけにはいかないものね」

「しかし、君は今日の式典のためにだいぶ無理をしていたようだ」

「あら、わたしと過ごす時間が減ったのが不満だったの？」

　むっつりと押し黙る様は怒っているようにも見えるが、単に答え方が分からずに困っているだけだ。それを承知してか、アイリスはくすくすとくすぐったそうに笑う。

「冗談よ。──そろそろ時間ね」

　折よく、浮船フロートシツプが桟橋へと緩やかに滑り込む。招待状を係の者に見せ、二人そろって船を降りる。

「それじゃあ、いってくるわ」

「ああ。僕は貴賓席から見ているよ」

　手を振るアイリスを見送り、彼は来客用の貴賓席へと向かった。

　見渡せば、周辺空域を埋める浮船上では、観客たちが今か今かと首を長くしている。

　それも当然だろう。〈天の梯子〉は革新的事業だ。これまでは浮船しか移動手段がなく、片道だけで半日以上かかっていた下層との行き来を、〈天の梯子〉ならわずか一時間程度で実現できる。物流の活発化はもちろん、上層民が観光目的で気軽に下層に降りることも可能となるのだ。

　いまだに下層に対して偏見を抱く者も多かったが、限られた土地しかない上層での生活に閉へい塞そく感を覚える者が増えているのも事実。下層との融ゆう和わを望む声は多い。

　支配時代も含めれば、下層とは実に数百年ぶりに融和の道を進むことになる。歴史的瞬間をひと目見ようと民衆がつめかけるのも理解できる話だった。

　係員の案内を受け、桟橋の一画に設けられた指定席へと座る。

　周囲では貴族や事業家たちが、〈天の梯子〉がもたらす利益について熱心に語り合っている。即物的ではあるが、それも融和がもたらす恩恵の一つだ。

　彼は誰とも話すことなく式典の開始を待っていたが、不意に声をかけられた。

「失礼。隣の席に座っても？」

「ええ、かまいません」

「おや、君は──」

　顔をあげた彼は、そこにいた身なりのいい紳士が顔見知りの相手であると気づく。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、オルグレン卿きよう」

　父親の知己である、壮年の貴族だった。幾度か屋敷に招かれているのも見たことがある。

「奇遇だな。──そういえば、〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉建設計画の立役者であるブリストル伯爵の御ご息そく女じよは、君の婚約者であったな」

「ええ。御ご存ぞん知じでしたか」

「貴族同士の縁談というのは自然と耳に入ってくるさ。式はいつだね？」

「来週です」

「ほう、式を前にしての晴れ舞台というわけか。君も研究者として優秀だと聞いている。お父上もさぞ鼻が高いだろう。そうだ、今日はお父上は？」

「父は〈天の梯子〉に関しては、中立の立場をとっておりますので」

「ふむ。彼は思慮深い男だからな。実際、後援者には反対派からの脅迫状めいたものが届いているとも聞く。婚約者が計画の重要人物なのだ、君も気が気ではないだろう」

　上層の貴族社会は伝統や格式に固執する者が多く、下層との融ゆう和わをよしとしない派閥もそれなりの規模で存在する。さすがに表だって王の意向に背こうという者はいないが、水面下では融和派との間で火花を散らしているようだ。中には、よからぬ輩やからと繋つながりがある者もいると聞く。

「ええ。ですが、反対派もこの衆人環視の中で無む茶ちやをしようというほど考えなしではないでしょう」

「確かにな。なにせ、数十万の目があるのだからな」

　そう言って、大らかな笑みを浮かべるオルグレン。

　やがて式が始まり、観覧席は静まり返る。見物客たちは息を潜め、演壇に注目する。演壇の脇には何人もの有力貴族が控えており、その中にはアイリスの姿もあった。

　司会の紹介を受け、後援者の貴族が壇上に上がる。〈天の梯子〉がもたらす恩恵と、下層と歩み寄ることの必要性について演説する。さすがに人心掌握を心得ているようで、大おお仰ぎような身振りを交えた話術に民衆は釘くぎ付づけだった。

　やがて演説が終わり、万雷の拍手を受けて席へと戻っていった。

　その後も何人かの後援者の挨あい拶さつがあり、ついにアイリスの出番となった。通常、研究者が貴族と席を同じくすることは稀まれだが、アイリス自身が伯爵家の令嬢だ。

　一際盛大な拍手で迎えられる中、アイリスが壇上に上がる。

『──今日、わたしたちは大きな節目を迎えます。かつて、わたしたち上層の人間は、下層に住まう同胞たちに不当な境遇を強いてきました。その結果、わたしたちは長い断絶の時を迎えることになります』

　拡声器を通した堂々とした声が、周辺空域に鳴り響く。

『けれど、わたしたちは変われます。憎しみを忘れ、お互いに手を取り合い、よりよい明日を望むことができます。かつて起きた争いは、限られた大地に憎しみの種を植え付け、深い確執を生むことになりました。ですから──これは第一歩です。お互いを理解しあい、階層の垣根を越え、良き隣人となるための第一歩。そのために、この〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉が活用されることがわたしの願いです。──どうか皆さんに、より良い未来が訪れんことを』

　一礼してアイリスが下がると、空が割れんばかりの歓声が上がる。

「君の細君は、大した器の持ち主ぬしのようだな」

「ええ……私には過ぎた妻です」

　オルグレンからの賛辞に、彼は誇らしい気持ちで応こたえた。

　挨あい拶さつが終わると、いよいよ初稼働だ。

　後援者の貴族たち、そしてアイリスが昇降機へと乗り込む。昇降機内は貴族のサロンのような豪華な内装が施されており、閉へい塞そく感を感じないようにと一面がまるごとガラス張りとなっている。

「いよいよだな」

　オルグレンの渋い声からは興奮が見てとれる。

　彼にしても、いつになく心の奥底から沸き上がるものがあった。

　──彼女の理想が、ついに形となる──

　最初は計画に賛同してくれる者も少なかった。けれど彼女は、技術的な問題や資金的な問題、さらには政治的な問題を乗り越え、ついにここまで漕こぎつけた。その苦労を一番近くで見ていたからこそ──感情の振れ幅が小さい彼であっても、その胸は高鳴っていた。

　誰もが息を潜めて見守る中──ゆっくりと、昇降機が動き始める。

　数万の拍手と歓声が、青空に響き渡る。彼もまた、貴賓席の貴族たちと一緒に席を立って拍手を送る。

　その直後、昇降機は爆炎に包まれた。




　意識が途絶えていたのは、せいぜい数十秒ほどだろう。肺を刺激する煙にむせながら、彼は痛む頭を抱えて立ちあがる。

　そして──周囲の惨さん状じように絶句した。

（なんだ……これは……）

　貴賓席にいた者たちは爆風を受けてなぎ倒され、至る所から苦痛の呻うめき声ごえが聞こえる。彼の隣にいたオルグレンは頭を打ったらしく、うつ伏せで気を失っていた。

　オルグレンの言葉が脳裏をよぎる。

　──後援者には反対派からの脅迫状めいたものが届いているとも聞く──

（まさか……本当にテロを……!?）

　これだけの爆発、事故ではありえない。明らかに爆発物を用いたものだ。

　自失していたのはほんの数秒。

「アイリス……！」

　爆発の渦中にあった昇降機に目を向け──彼は息が止まるような衝撃を受けた。

　昇降機を繋つなぎとめる二本のレールのうちの片側が激しくひしゃげ、昇降機本体から外れていた。肝心の昇降機は、残ったもう一本のレールにかろうじて引っかかった状態。その中では幾人もの人間が倒れているのが見えた。

　爆発は昇降機の外壁で起こったようで、中の人物は爆炎を直接受けてはいないようだった。だが、大きく揺さぶられた拍子に叩たたきつけられ、重傷を負っている者も多い。

　桟橋の縁から身を乗り出し、必死でアイリスの姿を探す。

　惨さん憺たんたる状況の中、見覚えのある白銀の髪プラチナブロンドの女性がよろめきながら立ち上がるのが見えた。

「アイリス……ッ！」

　呼び声が聞こえたとも思えなかったが──アイリスは顔を上げ、彼を見た。

　なにかを言っているように口を開く。だが、周囲の喧けん騒そうと強化ガラスに隔てられ、その声は彼までは届かない。

「アイリス……、待っていろ、すぐに助けを……！」

　救出活動に当たれる浮船フロートシツプがいないか探すが──それどころではなかった。

　爆風に煽あおられた浮船同士が衝突し、至る所で悲鳴が上がっている。とてもではないが、この混乱した状況の中で救助に動ける船があるとは思えない。第一、浮船で近づこうにも黒煙と炎がそれを妨げる。無理をすれば炎が燃え移り、二次災害を引き起こすことになる。

　──なにも、できない──

　絶望が、彼の心を押し潰つぶす。

　今にも落下しそうな昇降機の中のアイリスを、ただ見つめることしかできない。

　アイリスがなにかを呟つぶやく唇の動きだけが見える。

「わからない……聞こえないよ、アイリス……」

　弱々しく膝ひざをつく彼に、アイリスは──微笑ほほえみを浮かべた。

　それは、いつもアイリスが彼に向けていた、慈じ愛あいに満ちあふれた微笑。

　金属が断裂する破滅的な音が響く。昇降機をぎりぎり吊つり下さげていたもう一方のレールがひしゃげるのが見えた。

「アイリ……──！」

　彼の悲鳴を無慈悲にあざ笑うように──

　昇降機は、レールを外れて落下した。

　遥はるか下へと落ちていく。幾人もの人間を──アイリスを乗せたまま。

　喉のどを引き裂かんばかりの彼の慟どう哭こくが、煙渦巻く空へと響き渡った。






　　　　Chapter.4









　──一発の弾丸は人の命を奪うが、弾丸に命を込めることはない。なぜなら、この街では八グラムの鉛なまり弾だまに込めるには、人の命は軽すぎるからだ。


　──第九セフィラ《イェソド》　発言者不明






　リアのもとを後にしたカイルとヴィータは、イェソドへ向かう定期船の甲板にいた。

　ヴィータは遥はるか彼方かなたの地平線に沈みゆく夕ゆう陽ひを眺ながめていたが、カイルの意識は自身の内側へ向けられていた。

　カイルにとって、空を飛ぶということには落下のイメージがついて回る。他人が作り、他人が操船する浮船フロートシツプならいい。だが──それが自分の手が入った船だとしたら？　操縦しているのが、リアだとしたら──？

　想像するだけでカイルの足は竦すくみ、鼓こ動どうは激しくなる。あの日の事故は今もなお、鎖となってカイルをがんじがらめにする。

　服の上から胸をつかみ、鼓動を落ちつかせようとする。けれど、一度襲ってきた衝動はなかなかカイルを離してはくれない。

　不意に、頬ほおにひんやりした感触が触れる。ヴィータの小さな手が、カイルの頬に触れていた。

「カイさん、怖い顔してた」

「……そうか」

　ヴィータに触れられていると、自然とカイルの鼓動は緩やかになっていった。

　少女の空色の瞳ひとみには夕日が映り込み、そこにも夕焼けがあるようだった。無む垢くな瞳の中に映る自分を見ていると、自分自身もヴィータの無垢さの一部になったような気がした。

　あるいは初めてヴィータを見た時、カイルが魅せられたのはヴィータの瞳そのものではなく、そこに映る自分の姿だったのかもしれない。少女の瞳を介して自分を見ることで、罪人であることを忘れられる──そんな感傷があったのか。

（──錯覚だ）

　カイルは自分の内に浮かんだ思考を切り捨てる。

　ヴィータの持つ無垢さは、ついそばにいてほしくなってしまう引力がある。だが、それはカイルの都合でしかない。そんな考えでは、カイルにはヴィータの隣に立つ資格はなくなってしまう。

「……俺も、前に進まなきゃな」

「え？　なんですか？」

「いや。なんでもないよ」

　ヴィータの頭に手を置き、くしゃくしゃとかき混ぜる。「あーうー」と声を発しながらも、顔はくすぐったそうにほころんでいる。

（ま──ぼちぼち、身の振り方でも考えてみるか。いつまでも、半端じゃいられないしな）

　とりあえず、そう考えられただけでもよしとしよう──そう締めくくり、カイルは思考を打ち切った。




　一日中動きまわって疲れたのか、ヴィータは客室のベンチでカイルの肩に頭を乗せ、うつらうつらと船を漕こいでいた。

　カイルにしてもさすがに疲労がたまり、意識がまどろみつつあったが──ふと、鎖の擦こすれるような音を耳が拾う。なにかと思って見れば、ヴィータの服のポケットからこぼれ落ちている物があった。先日、カイルがヴィータに買ってやったペンダントだ。

（持ち歩いてるのか……）

　しばし迷った末、預かっておくことにして、ジャケットのポケットに滑り込ませる。

　と──不意の違和感。

　浮船フロートシツプは推進力に原動機を使っているため、航行時、ほんのわずかに振動を感じられる。それが唐突に途切れていた。

　窓の外を見ても、そこには空が広がるばかり。目的地であるイェソドに到着したというわけではない。船員が説明にもこないことから、トラブルの類でもないだろう。しかし、それならなぜ空の途中で停止したのか？

　──胸騒ぎがあった。

「……ヴィータ、起きろ」

　肩をゆすると、目を擦りながらヴィータが目を覚ます。

「あれ……？　もう朝ですかぁ？」

「夕方だ」

「そっかぁ……なら、まだ朝まで寝れますねー」

「寝るな」

　寝ぼけるヴィータの手をひいて、甲板への階段をのぼる。

　──そして、カイルは凍りついた。

　いつのまにか接近されていたらしく、すぐ真横にもう一隻の浮船が横付けされていた。カイルたちが乗っているのと同じ、セフィラ間の移動に使われる浮船だ。

　甲板上にいたのは、黒いスーツを身につけた、明らかに堅気ではない空気を纏まとう男たち。

　中心にいた細身の人物──白と黒の縦たて縞じまスーツの男がハットを軽く指で持ちあげ、笑った。

「やぁやぁ、これはどうもカイルの旦だん那な。──奇遇ですね」

　芝居がかった仕草と、白々しい台詞せりふ。ガーランドファミリーの参さん謀ぼうグウェン・パイカーは、口元に軽薄な笑みを貼はり付け、そう言った。




　第一区に出入りする浮船フロートシツプは、すべてガーランドファミリーが管理している。恐らく、カイルたちがネツァクに行った時点でグウェンに報告がいったのだろう。あとはカイルが帰りの足に使うであろう定期船の船員に指示を出しておき、航路の途中で待ち構えておけば、確実に足止めすることができる。

　空の上での待ち伏せ──逃げ道はない。

（問題は──そうまでして、俺になんの用があるかってことだが）

　カイルとて、自分を完全に潔白な身の上だとは思っていない。だが、このタイミングでこれだけの手間をかけて待ち伏せされるようなことをやらかした覚えもなかった。

　横付けされた船からこちら側へと、グウェンたちは躊躇ためらいなく乗り移ってくる。

「お邪魔しますよ、っと」

「……いったいどういう趣向だ、これは？」

　カイルが警戒の目で問うと、グウェンは両手を広げて陽気に声を張り上げる。

「おめでとうございますっ、旦那は当ファミリーが保有するセフィラ間定期船の一万人目のお客様でーす。記念品は特にありやせん」

　人を食ったような態度に、カイルは無言。グウェンは残念そうに肩を落とす。

「つれませんねぇ……昔は鉄火場で肩を並べあった中じゃないですか」

「どっちかといえば、おまえから銃を向けられていたことの方が多い気がするがな」

「そうでしたっけ？　まぁ、硬いことは言いっこなしですよ、忘れやしょう」

　軽口で翻ほん弄ろうしてペースを握るのはグウェンの常じよう套とう手しゆ段だんだ。カイルはグウェンに呑のまれぬよう、油断なく睨にらみ据すえる。

「そう怖い顔しないでくださいよ、旦那」

　グウェンが両手の平を上へ向け、お手上げというジェスチャーをする。だが──警戒の甲か斐いなく、続けられた言葉はカイルを動揺させるに十分なものだった。

「あっしらが用があるのは、旦那じゃあないんですから」

　──今、こいつはなんと言った……？

　カイルに用がないというのなら、こいつらの目的は……

　咄とつ嗟さに身体からだをずらし、ヴィータを背中に庇かばう。グウェンの眼めが細められる。

「ええ、お察しの通り、あっしらが用があるのはそちらのお嬢じようさんです」

「……どういうことだ？」

「実はですねぇ、あるお人がそちらのお嬢じようさんを探しておられるんですよ。旦だん那なも、情報屋に訊きいてらしたでしょう？　人探しの依頼がないか、って」

　カイルは情報屋に仕事を依頼したわけではない。捜索依頼が出ているかどうかは、あくまで情報を買うかどうかを判断するために開示される範囲の情報だ。逆に言えば、仕事として成立しない情報だけに、それを「カイルが欲した」という情報もまた、他人に流されえる。

「で、ですね。うちの方に現れたんですよ。まさに、そちらのお嬢さんを探しているってお人が。お嬢さんも、心当たりがあるんじゃないですかねぇ？」

　カイルはヴィータを横目で確認する。ヴィータは声に出して返事こそしなかったものの、困惑している様子はなかった。

（心当たりがあるのか）

　マフィアは善意で動くことがない。なら、その依頼人は交換となる利益を約束しているはず。すなわち、その利益と同じだけの価値が、ヴィータにはあるということだ。

（……やっぱ、上層貴族の娘かなにかなのか？）

　けれど、どうしてもそれに納得することができない。飲み込もうとしても、喉のどの途中で引っかかって落ちていかない不快感があった。

　愛まな娘むすめの身の安全を願う親、もしくはそれに準じた誰かが、マフィアなどという輩やからに協力を仰ぐだろうか？　ヴィータの身柄を手中に収めようとしているのはそれ以外の人間──悪意を持った者かもしれない。それに、懸念はもう一つあった。

「……グウェン、灰色のコートの男はおまえの差し金か？」

「灰色……？　なんのことです？」

　腹の底の読めないグウェンのこと。必要ならいくらでも詐術を用いるだろう。けれど、これについては本当に心当たりがないようだった。

　であれば、あの灰色外がい套とうはグウェンの依頼人の采さい配はいによるものか。ならば、なおさら姿の見えない依頼人を信用することなどできない。

「カイさん」

　カイの袖そでを引き、ヴィータが呼びかける。その顔には、諦あきらめの色があった。

「わたしなら、いいから」

「ヴィータ……」

「ほんとは、もっとカイさんたちと一緒にいたかったけど……これ以上は、迷惑かけられないです」

　そう言って、ヴィータは力なく笑う。奔放なヴィータには似合わない、諦てい観かんの笑み。

「それではお嬢さんはこちらへ。あっしらがお送りしやす。──いいですよね？　旦那」

　噛かんで含めるようなグウェンの言葉にカイルは返事をしなかったが、グウェンは了承と受け取ったらしい。ゆっくりと、こちら側へ歩み寄ってくる。

　もとより、こんな空の上で拒んだところで逃げ場はなく、また援護もありえない。手向かうという選択肢は封じられている。けれど──

　ドクン──

　心臓の鼓こ動どうが、カイルに問いかける。

（……いいのか？）

　厄介事には首を突っ込まない。強い者とは折り合いをつける。自分の領分をはみ出した行動はとらない──すべて長年の経験の中、痛みや後悔と引き換えにカイルが見み出いだした、イェソドで生きていくための『掟おきて』だ。

（本当に、いいのか……？）

　もともと、なんの関かかわりもない少女だ。イェソドの人間なら、得体の知れない少女など見捨てるのが普通。そもそも、「依頼人」とやらがヴィータに危害を加えると決まったわけでもない。すべては数少ない判断材料からの憶測にすぎない。

（そもそも……俺になにができる……？）

　自分は大した存在ではない。イェソドにはびこる強大な『悪意』の前では、一個人の力などどれほどの役にたつものか。ましてや、自分のような半端者の力が、だ。

（……冷静になれ。答えはわかりきってるだろう──？）

　考えるまでもないことだ。いや、そのはずだった。なのに、カイルの鼓動は速くなる一方だ。グウェンの歩みがやけにゆっくりと感じられる。

（ヴィータはきっと、安全な世界に戻るんだ。イェソドなんかより、ずっと安全な場所へ。そうだろう、ヴィータ……？）

　救いを求めるように、かたわらの少女へと視線を向け──

　──その瞳ひとみを前に、すべての思考が飛んだ。

　深い深い、空色の瞳。無辺に広がる『外』の世界を──自由を象徴する色。

　それはきっと、いつの日かカイルが飛び立つことを夢見た空と同じ色で──

　けれど、その瞳は今、他者からの抑圧に暗く翳かげっていた。

（ああ……そうだよな）

　──そもそも、これはそう複雑な話ではない。マフィアやら正体不明の襲撃者やらで大げさに見えていたが──要は、一人の少女が『外』の世界を望んだというだけのこと。

　──そして、それ以上に大切なことがあるだろうか？

　気がつけば──

　カイルは一歩前に踏み出し、グウェンの前に立ちはだかっていた。

「……旦だん那な？」

　グウェンが不審そうに声をかけてくる。

「ヴィータは渡さない」

　言葉は自然と出た。もはや、迷いはなかった。

　スゥ──と。グウェンの眼めから、光が消えていく。

「──ご自分がなにを言っているか、わかっておいでですかね？」

（ほんと、なにやってんのかね俺は……）

　イェソドの『掟おきて』に背いたカイルが、今後もこの街にいられるかどうかは怪しい。はっきり言えば、見通しは限りなく暗いだろう。

「……カイさん？」

　それでも、茫ぼう然ぜんとするヴィータに、カイルはふっ切れたように笑う。

「気にすんな。やりたいようにやっただけだ。おまえは、いたいところにいていいんだ」

　ヴィータの目が見開かれる。

　ああ──いつ以来だろう。こんなにも爽そう快かいな気分は。

　だが、緊張感を途切れさせるわけにはいかない。なにしろ、カイルに牙きばを剥むかんとするマフィアたちに包囲されているのだから。

　包囲網を指揮するのは、冷徹な参さん謀ぼう役──グウェン・パイカー。その腹ひとつで無数の鉛なまり弾だまがカイルを貫くだろう。

　だが、カイルは銃を抜いた。しかしその銃口を前方に向けるより早く、マフィアたちの銃口が一斉にカイルへと向けられていた。

「旦だん那な──最終通告です。いくら旦那が早撃ちでも、六発の銃弾を撃ちつくしたらそれで終わりだ。こっちは十人以上いる。六人道連れにして満足ってがらでもないでしょう」

　軽薄な仮面を外したグウェンの目は、もはや一片の気安さも残してはいなかった。

「暴力ってのは、結局のところ数なんですよ。どれほどの達人も、弾たまの数より相手が多ければ負ける。それだけの話です」

　顔見知りだろうが旧知の仲だろうが関係ない。必要とあらば、部下に顔色ひとつ変えずに発砲を命じられるマフィア幹部の非情さが、そこにはあった。

　本性を現したグウェンに、しかしカイルは一歩も退くことなく言葉を返す。

「勘違いすんなよ、グウェン。俺は別におまえらを撃とうとしてるわけじゃない」

　でまかせというわけでもない雰囲気に、グウェンは目を眇すがめる。

「さて、問題だ。俺の銃口は、なにを狙ってると思う？」

　怪け訝げんそうなグウェンの目が、不意に驚きよう愕がくに見開かれた。

　カイルの銃口が向いているのは、足元の甲板。浮船フロートシツプの構造上、その先にあるのは──

「燃料タンク……！」

　歯は噛がみして呻うめくグウェンに、カイルは不敵に唇の端を持ち上げる。

「正解だ。六発どころか、一発ありゃこの船まるごと吹き飛ばせる」

「……はったりだ。そんなことをしたら、旦だん那なもその娘も一緒におだぶつでしょうが。いくら定てい戯ぎ式しき士しでも、そんな状況で助かるわけが──」

「試してみるか？」

　グウェンは思考する。ブラフの可能性は十分にあるが、カイルの力量はよく知っている。だからこそ、グウェンにも見せていない奥の手があることを想定せざるを得ない。

　組織にとって重要なのはバランス感覚だ。押すべきか、引くべきか──グウェンの中で天秤が揺れ動く。

　だが、結局答えが出ることはなかった。

　帯電したような緊張感に満ちた甲板全体が、次の瞬間突如として暗く翳かげった。

　咄とつ嗟さに上空に視線を跳ね上げ──その場にいた誰もが、そこにあった光景に息を飲んだ。

　視し界かいを埋め尽くすのは、巨大で武骨な船底。

　その基本的な構造は浮船フロートシツプと大差はない。だが、規模が違いすぎた。

「浮遊艦……だと……!?」

　間違いなく、それは上層でのみ運用されている軍用の浮遊艦だった。

　上層セフィラが保有する、強大な兵力の象徴。その威容はまさに、宙に浮かぶ鋼の要よう塞さい。カイルたちの乗る船など砲撃を使うまでもなく、体当たりされるだけで砕け散ってしまうだろう。

「グウェン……こいつはおまえの差し金か？」

「はは……冗談よしてくださいよ」

　乾いた笑いをこぼしながらも、その頬ほおは引ひき攣つっている。この事態はグウェンとしても予想外のことらしい。

　マフィアたちの注意を集める中、浮遊艦は緩やかに下降し──やがて、カイルたちが乗る浮船を睥へい睨げいするように停止した。

「──ご苦労様です。ガーランドファミリーの皆さん」

　その欄らん干かんから一人の男が姿を現し、一行を見下ろす。線の細い、上品な顔立ちの男だ。だが、こちらを見下ろす瞳ひとみからは、人間らしい温度を感じとることができない。

「……どういうことでしょう、ハインツさん？　イェソドのことは、あっしらに任せてもらうはずじゃあなかったですかね？」

「確かに。ですがここはイェソドではありません」

　その男──ハインツはにこりともせずに言う。

　要するに、この男がグウェンたちへの依頼人か。だが、どうにも風向きが怪しい。

「察するに──監視されていたのは、そっちも同じみたいだな」

「……ええ、まったくもって胸むな糞くそ悪いことに」

　苦りきった顔で吐き捨てるグウェン。部下たちも警戒の目をカイルではなく、ハインツへと移していた。

「グウェンさん。その子を見つけてくださってありがとうございました。あとはこちらで引き受けますので」

「そう言わず、ここはあっしらに預けてもらえませんかねぇ。お嬢じようさんにも準備はあるでしょう。明日にでも、きちんとした場を設けますので」

　ハインツは表情をわずかも動かさずに言う。

「なにか勘違いしているようですね、グウェンさん。私はお願いをしているのではありません。要求しているのです」

　ハインツが片手を顔の高さに掲げる。

　次の瞬間、船上には十人を越える武装集団が現れていた。

　その出いで立たちは一様に、黒を基調とした軍服。全員が長銃を手にし、一糸乱れぬ射撃姿勢でマフィアたちを狙ねらっている。

「王軍か……！」

　上層ケセド王政府の正規軍だ。相手は大義のためなら人を殺すことを躊躇ためらわない戦闘集団で、ましてやこちらは下層民──手心を加える理由など、ありはしない。

「……家出娘を連れ戻すにしては、大げさな出迎えですねぇ」

　さすがのグウェンにも焦りがあるらしく、口元が苦々しげに歪ゆがんでいる。

「ハインツ……!?」

　悲痛な声で叫んだのはヴィータ。ヴィータの身内であることは確かなようだ。

　しかし──これだけの兵力を投入してまで連れ帰ろうとするとは、ヴィータの素性はいかなるものなのか。グウェンの言う通り、貴族の令嬢を連れ戻すためだけにしては、あまりに物々しすぎる。

「こちらとしても、ことを荒立てるのは本意ではありません。……どうしますか？」

　グウェンは肩をすくめて首を振る。

「提案を承しよう諾だくしていただいたと解釈します」

　浮遊艦はゆっくりと高度を落とし、カイルたちが乗る浮船フロートシツプに高度を合わせる。欄らん干かんの一部が開き、こちらとの間に渡し板がかかる。

（どうする……？）

　この場を切り抜ける方策を考えるも、なにせここは空の上。仮にグウェンたちを出しぬいて船を動かしたところで、相手の浮遊艦の機動力には到底叶かなわない。

　と──カイルの横を通り抜けて前へ進み出る者がいた。ヴィータだ。

「待て、ヴィータ……！」

　咄とつ嗟さに押しとどめようとするが、王軍兵士たちは一斉に銃口を空へと逸そらした。

（なんだ……？）

　兵士たちがヴィータへ銃口を向けることを避けたように見えたが──

　ハインツがヴィータへと手を差さし伸のべる。

「迎えに来たよ、ファルナヴィータ」

　ファルナヴィータ──それが、ヴィータの本当の名前か。

　ヴィータは困惑した声で問う。

「ハインツ、なんで……どうして、あなたがこんなことを……」

「君の捜索を王より仰おおせつかってね。私なら、君も素直に帰って来てくれるだろうと──」

「そうじゃない！　どうしてこの人たちに銃を向けるの!?」

　それは責めるというより、泣き声のような追及だった。

「ああ──なんだ、そんなことか」

　けれど、ハインツは取るに足らぬとばかりに言い放った。

「そんな、こと……？」

　ハインツの心ない言葉にヴィータは愕がく然ぜんとする。

「なにか不都合があるかい？　彼らは自ら同胞を売り払うような連中だ。情けなど必要ない」

　──これだけ下層民を見下している男だ。下層民がいない環境であれば、化けの皮が剥はがれることもあるまい。だからこそ、下層でのハインツの振る舞いはヴィータに天地がひっくり返ったかのような衝撃を与えたのだろう。

（この男の元へ戻ったら……ヴィータはどうなる？）

　恐らく、丁重に扱われることだろう。だが、それはもはやかごの中の鳥では済まない。一度鳥かごの外の世界を羽ばたくことを知ったヴィータにとって、そこはあまりに狭い。信じていた者に裏切られたヴィータの心では、その負荷に耐えきれないだろう。

「さあ、一緒に帰ろう」

　ハインツがヴィータへと手を差し伸べる。

　客観的に見れば元の鞘さやに収まるだけ。元いた場所に帰るなら、それが道理。だが──この男のもとにヴィータを返してはいけない。カイルはそう確信する。

　ヴィータは茫ぼう洋ようとした足取りで、ハインツの元へと向かう。

「ヴィータ、待て……、……ッ!?」

　ヴィータの肩をつかみ止めようとした直後、カイルの身体からだは凄すさまじい剛力によって押さえつけられ、浮船フロートシツプの甲板に組み伏せられていた。

　首を回せば、カイルを押さえているのはグウェン配下の偉丈夫──グィネルだった。

「悪く思わないでくださいよ、旦だん那な。なにせあっちは王軍の後ろ盾を得た貴族様、おまけに《教会》の肝きも煎いりときてる。余計なことをされちゃあ、あっしらにまで被害が及ぶ」

「グウェン、てめぇ……ッ！」

　力を込めるが、グィネルの拘束はびくともしない。厳いかめしい顔の大男はなんら言葉を発することもなく、完全にカイルの動きを封じていた。

　見上げた先では、ヴィータが渡し板を通って浮遊艦へと乗り込むところだった。拒絶するように向けられた小さな背中には、けれど寂しさが滲にじんでいる。

　ハインツの視線がカイルへ向く。

「身の程を弁わきまえろ、下層民。彼女はおまえのような下げ賤せんな輩やからが傍そばにいていい存在ではない」

　ぞっとするほど冷たい声。こちらを同じ生き物とすら思っていない、上位者の傲おごりがそこにあった。

　だが──そんなことはとっくに知っていた。この世界が歪ゆがんでいることは、世界の底辺から空を見上げていた頃に嫌というほど突きつけられた。

　ヴィータを乗せた浮遊艦が緩やかに離れていく。

（これで、終わりか？）

　こんなにもあっけなく、終わってしまうのか？　下らないルールに縛られることを拒んだのは、わずか数分前。なのに、守ろうとした者がこんなにもあっさりと自分の元から離れてしまうというのか──？

「……ッ！　離せぇぇえええ……ッ！」

　身体からだの内側を焼き尽くすような焦燥に突き動かされ、カイルは咆ほう哮こうをあげた。

　組み伏せられたまま、掌てのひらを甲板に叩たたきつける。

　直後、甲板を構成する木材が隆りゆう起き。木材を捩よじり合わせた破は城じよう鎚ついのような一撃が、カイルにのしかかるグィネルの巨体を突き上げる。

　それしきの衝撃で怯ひるむほど、グィネルはやわではない。それでも、拘束が一瞬弱まるのは避けようがない。一瞬の隙すきを突き、カイルはグィネルの拘束から抜けだした。

「ヴィータッ！」

　カイルの呼び声に、ヴィータが泣きそうに顔を歪めて振り返る。

　銃声が連なり、兵士たちの放った無数の銃弾がカイルへと殺到する。

　カイルが腕を一振りすると、甲板から障壁が立ち上がって銃弾を受け止めた。相手が定てい戯ぎ式しき士しだと気づき、兵士たちに動揺が走る。

　欄らん干かんまで走ると、カイルは甲板に掌を叩きつける。幾度となく使いこんだ術を脳裏に浮かべ、その機能を拡張する。

　直後、船の側壁から大木の根のような極太の蔓つる植しよく物ぶつが伸びあがり、浮遊艦に絡みついた。想定をはるかに超える負荷に浮船フロートシツプ全体が軋きしみをあげ、船体が傾かしぐ。

「なんて無む茶ちやを……！」

　傾いた甲板から投げ出されないように身を低くしながら、グウェンが毒づく。

　だが、無茶をした結果、浮遊艦もまたその場に繋つなぎとめられていた。

「う、撃て！　定てい戯ぎ式しき士しを殺せ！」

　兵士たちの銃火がカイルへと集中する。カイルは障壁を追加すると同時に、蔓つる植しよく物ぶつを操作して浮遊艦を引き寄せる。

　と──

　銃声が絶えず響く中にあって、カイルの耳が不吉な音を拾う。

　ガコン──と。なにかの扉が開くような、重々しい異音。

　カイルは見た。浮遊艦の側壁が開き、中から黒々とした鋼の砲身が顔を出す光景を。そこから現れたのは──

（対艦榴りゆう弾だん砲……！）

　浮遊艦同士の殴り合いを想定した兵器。その一撃は、カイルの障壁などものともせずに砕くだろう。無論、人間の身体からだなど肉片も残るまい。

　その砲口はまっすぐにカイルへと向けられていた。

「撃て」

　ハインツの無慈悲な号令が下される。

　轟ごう音おんを耳が捉とらえたのと、膨れ上がる発射炎を目が捉えたのは、どちらが先だったか。

　極限状況において、刹せつ那なに満たないはずの時間が引き延ばされる。その先に待つ確実な死を回避するための方法を、カイルの頭が半ば無意識に模索する。

　障壁の強化、安全圏への回避行動、定てい戯ぎ式しきで砲弾の軌道を捻ねじ曲まげる──

　あらゆる方法が脳裏に浮かんでは即座に不可能と判断する。

　──うてる手はない。なにをしたところで、待っているのは確実な死──




「やめて────！」




　死で埋め尽くされたカイルの思考に、少女の叫びが割り込んだ。

　直後、視し界かいを金色の光が塗りつぶす。

（なんだ……なにが起きた……？）

　砲弾が爆発したことで生じる爆炎とは違う。もっと静かで、柔らかな光。

　あるいは、これが死んだ者が目にする光景か。けれど、膨れ上がった光はすぐに収束し、自分が未いまだに五体満足であることに気づく。

　目の前には、カイルの身体を無数の砕片と散らせるはずだった砲弾が空中に縫い止められるように停止していた。

　──そして、収束した光の中心にはヴィータがいた。だが、その様子は一瞬前とあまりにも様変わりしている。

　その背中から広がるのは、まばゆいばかりに輝く、一対の──翼。

　鳥類のそれとは違い、翼そのものが光で構成されている。周囲をゆらゆらと舞い降りる光の粒子は、抜け落ちた鳥の羽を思わせた。

　ゆっくりと、伏せられていたヴィータの目が開く。

　ヴィータが無造作に腕を砲弾へと向けた。直後、瞬く間に砲弾は分解されて消滅していく。まるで、毛糸細工の糸をほぐしていくように。

（砲弾を……分解した……？）

　カイルの〝眼め〟は、砲弾を構成する物質が分子レベルにまで分解される様子を捉とらえていた。

（定てい戯ぎ式しき……？　いや……）

　同じことが自分にできるか考え、すぐに胸中で首を振る。超音速で飛来する砲弾を起爆させることなく空中でとどめ、消滅させる──どう考えても定戯式の範はん疇ちゆうを越えていた。

　考えられるのは、定戯式を上回る力──上位定戯式。それを扱える存在はこの世にひとつ。すなわち──

「〈天使〉……」

　誰かが茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　光を纏まとって輝くヴィータの神々しい姿は、まさに神話に登場する神の御み使つかいそのものだった。

　百年前に下層セフィラを見限り、以来最上層から外に出ることのなかった〈天使〉──それが今この下層において、カイルたちの前に顕けん現げんしていた。




　唐突に現れた神域の存在と、その圧倒的な力を前に、その場にいる者の誰ひとりとして口を開くことができなかった。

　兵士たちは知っていたのだろう。それでもなお、その神々しい姿を前に言葉を失なくしていた。

「ヴィータ……おまえ……」

　ようやくカイルは口を開く。

「カイさん……嘘うそをついてごめんなさい……。わたし、どうしても外の世界を見たかった。でも……」

　唇をきゅっと噛かみしめるヴィータ。その目は暗く翳かげっている。

（その目……）

　カイルはヴィータのその瞳ひとみを知っていた。

　それは、自責の念に押し潰つぶされている人間の目だ。

「ハインツ……あなたの言う通り、最上層に帰ります。だから……この人たちに、ひどいことはしないで」

「約束しよう」

　ハインツが頷うなずくのを確認し、ヴィータは腕を一振りする。直後、浮遊艦を繋つなぎとめていた蔓つる植しよく物ぶつが瞬く間に消滅する。

　そして──ヴィータはカイルに向き直る。

「カイさん……わたし、いろいろと偉そうなこと言っちゃったけど……ダメでした」

　離れていく浮遊艦上で、ヴィータがカイルに見せたのは──微笑。

　泣き叫ぶような笑みを。

　微笑ほほえみのような慟どう哭こくを。




「わたしは、飛べなかったみたいです……」




　その言葉が。

　諦てい観かんに包まれた表情が。

　──カイルの心に、刃やいばとなって突き刺さる。

「ヴィータッ、俺は……！」

　心から流れ出した血を吐きだすように叫ぶも、言葉は続かない。続けるべき言葉は、カイルの中から湧わき出てはこない。












　──墜おちるのは自分だけで十分だったはずだ。ヴィータには失敗して欲しくないから、自分の傷を見せた。

　だが──それも無駄に終わった。

　それでもヴィータの失敗を否定したくて口を開く。

　けれど、再び羽ばたくことを恐れているカイルは、かけるべき言葉を持ってはいなかった。

「……さようなら」

　寂しげに微笑ほほえみ、ヴィータはカイルに背を向ける。

　少女の背中が遠ざかっていく。

　伸ばした手の中に収まるくらい、その背中は小さかった。だが、それすらもカイルの手でつかむことはできないというのか。

　カイルは自身の無力感に拳こぶしを握り、甲板を殴りつける。

　──ああ……知っていたさ。

　そんなことはとっくの昔に気づいていた。

　──この世界は、最高にクソったれだ。




　緩やかに高度を上げていく浮遊艦上で、ハインツはヴィータの肩に手を置く。

「しばらく奥で休んでいるといい。一度上層で休憩をとってから、最上層まで送る」

「…………」

　ヴィータは一瞬もの言いたげな視線をハインツに向けたが、すぐに俯うつむいて口を閉ざす。そのまま、兵士の案内を受けて船室へと向かっていった。

　その背中を見送り、ハインツは艦橋へと足を向ける。

　艦橋では、いくつもの計器類を前に、兵士たちが操船に従事している。

　そのうちの一人の背後へ歩み寄ると、温度の感じられない声音で指示を出す。

「──予定通りだ。やれ」

「よろしいのですか？　天使様との約束は……」

「天使様が下層民と通じていたという証拠を残すわけにはいかない」

　兵士は納得したのか、制御卓の操作を始める。

　ハインツは頷うなずくと、指示の結果を見届けるべく、艦橋を後にした。




「旦だん那なはもっと、クールな方だと思ってたんですがねぇ」

　シガレットケースから取り出したシナモンスティックを咥くわえつつ、グウェンが言う。

　カイルが横目でにらみつけると、グウェンはおどけたように首を竦すくめ、軽く嘯うそぶく。

「ま、お互い土をつけられた者同士です。イェソドまでは送りやすよ。──というか、せめて旦だん那なを無事に帰さないと、アイリーンの姐あねさんになに言われるかわかったもんじゃありやせんし」

「……このまま、終わらせる気か？」

　カイルの言葉に、グウェンは呆あきれたように肩をすくめる。

「あのですねぇ、旦那──あっしらは所しよ詮せん下層の人間。で、向こうは上層の貴族様に、《教会》まで首を突っ込んできてる。こうなったらもう、被害が広がるより前にずらかるしかないんですよ」

「それでいいのか、おまえらは？」

「いいも悪いも、それがこの世界の仕組みなんですよ。……なんともつまらないことにね」

　うんざりしたような声音に、珍しくグウェンの本心を見たような気がした。

　グウェンはカイルと違い、曲がりなりにもイェソド第一区を手中に収めている身の上だ。下手な動きをして上層の権力者に目をつけられれば、今の調和が台無しになりかねない。それを思えば、ここで退ひくのは当然の判断だろう。

（仕組み……か）

　少し前まで、自分自身が小利口に似たようなことを考えていたのを思い出す。

　カイルはイェソドの〝掟おきて〟に逆らうことを選んだが、結局その甲か斐いなく、ヴィータは手の届かない所へ行ってしまった。

　本当に、これで終わりなのか──カイルは自問する。

（考えろ……まだ、なにか手はあるはずだ）

　だが──事態はカイルが思っているよりも逼ひつ迫ぱくしていた。

　遠ざかりながら高度を上げていく浮遊艦に向けられていたカイルの目が、側壁から爆炎が吹き上がる光景を捉とらえた。

　一瞬の後、カイルの頭上を黒い影が高速で通り過ぎる。

　直後──背後で炸さく裂れつした爆風がカイルの背中を突き飛ばした。

　甲板を転がされたあげく、手すりに激突してようやく止まる。ひどい耳鳴りに顔をしかめながらも、どうにか起き上がり、

「……ッ、なんだこれは……!?」

　そこでカイルが目にしたのは、推進用プロペラの一基が、黒煙を上げて炎上する光景だった。甲板上に熱風が吹き荒れる中、マフィアたちの怒号が飛び交っている。

「……おやおや。天使様との約束は反ほ故ごですかい」

　カイルと一緒に爆風で飛ばされたのだろう。近くの手すりをつかんで立ちあがったグウェンが、頬ほおを引ひき攣つらせて呻うめく。

　なにがあったかはすぐに察しがついた。──この船は砲撃を受けている。

「あいつら、ヴィータとの約束を無視しやがったのか……？」

　百年間、一般民衆に姿を見せなかった天使が下層に降りてくるという異常事態。それを秘密裏に処理するためなら、上層の権力者は口封じに下層民を消すことなど厭いとわないということか。たとえ、当の天使ヴイータとの約束を違たがえてでも──

　一発目は運よく船体への直撃を免れたが、二発目の狙ねらいはより正確になる。その破壊力は確実にこの船を四散させ、カイルたちは空へと放ほうりだされるだろう。

　カイルはその場を動くこともできず、ただ浮遊艦を睨にらみつける。

　二発目の砲声が空に轟とどろき──浮船フロートシツプは爆炎に包まれた。




　狙い通り、砲弾は下層の浮船に直撃し、炸さく裂れつ。爆音と共に浮船は火の手を上げ、四方八方にその破片を散らせた。

　下層の浮船の最期を見届けるハインツの瞳ひとみには、いかなる感情も窺うかがえない。自身がしたことに対する恐れも、昂こう揚ようも──なにひとつ、彼の中で揺れ動くものはなかった。

　船室へ続く扉が勢いよく開き、飛び出してくる者がいた。ヴィータだ。

　欄らん干かんに身を乗り出し、目のあたりにした惨劇に絶句する。

「そんな……カイ、さん……」

　あまりの事態に、声をなくしてその場に崩れ落ちる。

　浮船が空中で砲撃を受け、爆発炎上──そのような状況で、生還の見込みは皆無だった。

「どうして……？」

　頬ほおを伝い落ちた涙が、ひとつふたつと甲板の床を濡ぬらしていく。

「なにもしないって、言ったじゃない……どうして、カイさんを……」

（……重ちよう畳じようだな）

　絶望と悲嘆に暮れるヴィータの姿に、ハインツは内心で満足げに頷うなずく。

「フェザーロード！　一体なにが……、天使様！」

　血相を変えて駆けつけたのは、灰色外がい套とうの男。

　眼下の惨さん状じようとヴィータの様子に気づき、ハインツを睨みつける。

「貴様……、これはどういうことだ！」

「なに、ちょっと後始末をしただけです。この子には少し刺激が強すぎたようですが」

「天使様の前でこのような……！」

「言い争いは後にしましょう。今は彼女を休ませるのが先決です」

　ハインツがヴィータの肩を抱いて立たせると、反抗する気力もないのか、ヴィータは黙って従う。

　不審の目で睨みつける灰色外套の男を尻目に、ハインツはその場を後にした。






　　　　幕間 ～interlude.4～









　稼働式典で起こった爆発事件は、反対派による破壊工作と断定された。多くの貴族の後援者が命を落とした大事件だ。憲兵による捜査の結果、実行犯と思おぼしき男は間もなく特定されたが──発見された時には、既にもの言わぬ死体となっていた。

　未いまだに捜査は続けられているはずだが、背後関係の全容解明には至っていない。

　大破した〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉は計画ごと凍結するかに思われたが、命を落とした者たちの理想を遂げるべきだとの声が大きく、半年後に改めて稼働となった。とはいえ、先の事件を受けて現在は一般人の利用は認められておらず、物資の運搬を主とした限定的な運行だったが。

　時は過ぎる。

　アイリスの死から半年──事故の後は、結婚直前で婚約者を失なくした彼を気遣い、職場の人間は仕事をしばらく休むことを勧めていた。

　だが、むしろ彼は研究により一層うちこんでいた。それで気が紛れるならと、同僚たちも彼に必要以上に接するのをやめ──いつしか、彼はかつてのように一人になっていた。

　──人の死は風化していく。月日を重ねることで、徐々に職場の者たちにも笑顔が戻っていく。死を乗り越えるということは、その生の記憶すらも忘れるということなのか。

　ならば、完成した〈天の梯子〉は彼女が生きた証あかしであり、世界に刻みつけられた墓碑。それがある限りは、彼女が本当に忘れられることはないのだろう。それが、アイリスにとって唯一の救い──彼はそう思うことにしていた。そしてもう一つ──

　彼の左手の薬指には、ひとつの指輪がはめられている。遺品整理をしていたアイリスの家族が見つけたものであり、一緒にあったメモに彼の名前が記されていたことから、形見分けとしてその指輪を譲り受けていた。

　表面には複雑な紋もん様ようが彫り込まれている。文字でも数字でもない、なんら意味をなしているとは思えない意匠。それは、上層で時折使われる非接触型認証キーの一種だった。

　対となる認証装置に紋様を読みとらせることで機械的なロックを外したり、アクセス制限がかけられた電子ファイルを開封したりと、用途は広い。

　指輪の対となる錠前やファイルは未だに見つかっていない。あるいは、最初からそんなものはないのかもしれない。それでも、そこにはなにかアイリスの遺のこしたものがあるのではないか──そう思い、彼は指輪を常に身につけていた。

〈天の梯子〉と、贈りものの指輪──この二つが、今の彼の支えだった。




　その日、職場に忘れ物をしたことに気づいたのは、夜も遅くなってからのことであった。

　しばし、彼は思案する。忘れたのは研究データの一部。明日からの連休の間にデータをまとめておこうと考えていたのだ。

　ここ最近、脳機能の研究に使われる新鮮な猿の脳が安定して手に入っているため、研究は順調に進んでいる。これもアイリスが作った〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉のおかげと思えば、いくらか気分が落ちついた。ならばこそ、研究を一日でも早くかたちにしたい──そんな思いがあり、彼は職場にデータファイルを取りに行くことにした。

　研究所に入り、自分のデスクへと向かう。

　と──不意に、物音を耳にする。

　既に研究所は閉められており、ひと気はない。誰かが残って仕事をしているのだろうか。

　音の出所を探ると、解剖室へと行きついた。研究所では大型動物の脳や臓器を使うことがあるため、専用の解剖室が設けられているのだ。

　そっとドアを開き──彼は絶句した。

　手術台に横たわっているのは、人間のなれの果て──物言わぬ死体だった。

「誰だ!?」

　彼の気配に気づき、死体を前にしていた人物が弾はじかれたように振り返る。

　恰かつ幅ぷくのいい初老の男性──彼の上司に当たる人物だ。手術用の手袋をつけた手には、メスが握られている。

「君か……、ど、どうした？　なにか忘れ物でも……？」

　明らかに狼ろう狽ばいしている上司がなにか言っていたが、彼の耳には入らない。

　ただじっと、彼は手術台の上の死体を見ていた。その頭髪は綺き麗れいに剃そられ、禿とく頭とうとなった頭を一周するように線が引かれている。

「これは……どういうことですか？」

　茫ぼう然ぜんと、彼は問う。

　上司は額に冷や汗を浮かべ、しばし焦った様子を見せていたが、不意に媚こびるような笑みを浮かべた。

「……君の研究、最近は特に成果がでているね。いや、私も所長も、君の活躍ぶりには期待して──」

「この死体はなんだと訊きいている！」

　たまりかね、彼は声を荒らげる。

「……下層民だよ」

　諦あきらめたように息を吐つき、上司は淡々と話しだした。

「下層民を奴隷として売買するルートがあるんだ」

「そんなこと、認められているはずが……」

「無論、違法だとも」

　悪びれもせずに、上司は言う。

「だが、そんなことは誰も気にしちゃいない。下層から〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉を使って輸送される物資は当然調べられる。にもかかわらず、こうして私たちは研究の素材を手に入れることができる。……なぜかわかるかね？」

「……貴族の後ろ盾があるのか」

　唇の端をつり上げ、上司は笑う。

「人類の発展のために、これは必要なことなのだよ。現に、君の研究が進んでいるのは、新鮮な猿の脳が安定して手に入っているからではないのかね？」

　頭の中が真っ白になる。

　形にならない思考の欠片かけらが嵐あらしとなって吹き荒れ──その果てに、一つの答えが編まれる。

　──こんなことのために……アイリスは命を捧ささげたのか……？──

　それは、あまりに彼女の理想とかけ離れていた。

　彼が黙りこんだことをどう解釈したのか、上司は畳みかけるように続ける。

「なあ、わかるだろう？　所しよ詮せんは下層民だ。ことを荒立てる必要はない。奴やつらが犠牲になることで我々の研究が進み、将来的には社会に多大な貢献をすることになる」

　上司の言葉は彼の意識の表層を上滑りしていく。

「それにな、君も同罪、一いち蓮れん托たく生しようなのだよ。なにせ、君は誰よりも熱心に彼らの脳を切り刻んでいたのだからね。私の言っていることが、わかるな？」

「……ええ。……よく、わかりました」

　上司の顔に笑みが浮かぶ。

　その頭を、後ろ手に握っていた大型の手術器具で殴り倒した。

　気絶した上司を見下ろす彼の瞳ひとみには、一つの感情の光が宿っていた。

「よく──わかった。おまえたちが、よりにもよって……僕自身の手で、アイリスの願いを穢けがさせていたことが……！」

　──アイリスの死は、彼の心に悲しみと絶望をもたらした。そして今、彼女の願いが穢されたことを知り、さらなる感情の奔ほん流りゆうが彼の中で渦巻き始める。

　悲しみは怒りへと転化し。

　絶望は憎悪を呼び起こす。

　彼女の願いは歪ゆがめられた。これ以上、彼女の命を、その人生を、汚濁で穢させるわけにはいかない。

　彼の瞳に確たる意思の光が灯ともる。それが破滅の道だと理解しながら、その一歩を踏み出すことに、彼はいささかの躊ちゆう躇ちよもなかった。






　　　　Chapter.5









　──一切れのパンよりも、一杯のブドウ酒よりも、私は明日の自由が欲しい。


　──第八セフィラ《ネツァク》　コーディ・デイドリック著




『奴隷の夜明け』より






　暗転した視し界かいに、うっすらと光を感じる。

　瞼まぶたを開いて目にしたのは、木目の浮かぶ古ぼけた天井だった。

　酒場の奥の居住スペースの一画。店員たちに使わせている部屋のひとつだ。

　ベッドに仰あお向むけで寝ていたが、前後の記憶が不ふ明めい瞭りようだった。身体からだを起こしてベッドに腰をかけ、頭痛をこらえながら記憶を辿たどる。

（……ネツァクからの帰りに、ヴィータと連絡船に乗って……グウェンの野郎にはめられた。それで──）

　ばらばらになっていた記憶のピースが繋つながっていく。

（ヴィータを……連れていかれた）

　そうだ──その直後、こともあろうにハインツはこちらを砲撃してきたのだ。

　あの時、カイルは二発目の砲撃に先んじて、定てい戯ぎ式しきで周辺の光を屈折させた。これにより浮遊艦は砲撃の狙ねらいを外し、砲弾はグウェンたちが乗ってきた方の浮船フロートシツプへと直撃した。

　そこで意識が途切れていることから、恐らくは着弾時の爆風で吹き飛ばされて気絶したのだろう。

　だが、そんなことよりも、瞼の裏に鮮明に焼きついた光景があった。

　さりゆくヴィータの背中。今にも泣き出しそうな、少女の瞳ひとみ。

（俺は……また失敗したのか）

　ヴィータを守れなかった──忸じく怩じたる思いが、カイルの中で渦巻く。

　と──視界の端で、薄明かりを反射して光るものがあった。

　ベッド脇のサイドテーブルには自分の拳けん銃じゆうと、ヴィータのペンダントが置いてある。

　ペンダントを手に取る。

　脳裏にちらつくのは、ペンダントをプレゼントした時のヴィータの弾はじけるような笑顔。

「……こんな安物のペンダントで、よくもまああんなにはしゃげるよな」

　皮肉を込めて笑おうと思ったが、上う手まくいかなかった。

　不意に、腹の底からわき上がるものがあった。それはカイルの中で瞬く間に燃え上がり、全身の細胞に火をともしていく。

（……これで終わりか？）

　自問に対し、答えはすぐにでた。

「──あがけるだけ、あがいてやるさ」

　サイドテーブルに置かれた拳けん銃じゆうを手にとる。銘こそないが、ネツァクセフィラの銃職人ガンスミス手製の一品物だ。随分と荒い使い方をしてきたが、動作不良を起こしたことは一度もない。相棒というよりは、カイルの分身のような品だった。

　──イェソドに逃げてきた頃のカイルは、誰かの道具になろうとしていた。それは例えるならば、ただ一発の銃弾のような在り方だ。

　放たれた銃弾は、自ら考えることをしない。迷うことなく、ただ進むだけだ。だから、失敗したとしてもその責任を負うこともない。

　思考を放棄した道具としてのカイルは、時としてマフィアの手先として、時として用心棒として、他人の意思のもとで力を振るっていた。生傷の絶えない日々であり、カイルの身体からだにはいくつもの古傷が刻まれている。それでも、責任を負うことのないその日々は、カイルにとって楽なものだった。

　だが──それももう、終わりにしなければならない。

　もう、誰かの銃弾であることはやめだ。自分の意思で向かう先を決め、自分の意思で引き金をひく──そのために、カイルは立ちあがる。

　ヴィータのペンダントを首にかける。銃の弾倉をスイングアウト。銃弾をベルトのポーチから取り出し、一発一発を回転式弾倉に装そう填てんしていく。自分の意思を一つ一つ確認するかのように。

　やがて愛用の拳銃をホルスターに収めると、カイルは部屋を後にした。




　酒場の店舗スペースに出ると、思わぬ組み合わせの二人と出くわした。

「ようやく起きたか」

「身体からだはもういいんで？」

　アイリーンとグウェンだ。

「ああ。というか、グウェンがここにいるってのもおかしな光景だな」

「おやおや、ご挨あい拶さつですねぃ。旦だん那なをここまで運んできたのはあっしらですよ？　まぁ、旦那のおかげで命拾いしたんでね。そこらに放置するわけにもいかんでしょ」

　とはいえ、カイルが起きるまで待っている必要もなかっただろう。思ったより義理堅い奴やつなのかもしれない。

　ふと、アイリーンがカイルの顔を見ていることに気づく。

「……？　どうかしたか？」

「なに、腑ふ抜ぬけているかと思っていたが──存外、いい顔つきをしている」

　軽く息を吐ついたのは、ひょっとしたら笑ったのだろうか。

「そのぶんだと、黙って引き下がるつもりはないようだな」

「ああ。ヴィータを連れ戻しにいく」

　躊躇ためらいなく、カイルは応こたえる。

「あいつのことは？」

「このゴロツキに聞いた。なにか隠しているとは思っていたが、まさか天使だったとはな」

　驚いたというよりは呆あきれたようにアイリーン。

「またここに連れてきてもいいか？」

「馬鹿かおまえは。いつアタシがクビにすると言った」

　キセルを吹かし、煙を細く吐きだす。

「カイル、おまえの雇い主ぬしとして命令する。ヴィータを迎えに行け。──挨あい拶さつもせずに出ていった礼儀知らずは、教育しなおす必要があるからな」

「──了解だ」

　二人のやりとりに、呆れたようにため息をつくグウェン。

「お二人とも、正気ですかい？　相手は侯爵家の次期当主に王軍の兵士ですよ？」

「正気じゃあないかもな。けど、本気だ」

　カイルはアイリーンに向き直って言う。

「アイリーン──俺はさ、ずっと逃げてたんだ。リアに一生の怪け我がを負わせちまったことで、あいつに合わせる顔がなくてイェソドにきた。ここなら誰かが罰してくれると思ってな。けど、いくらがむしゃらにやっても、心に嵌はまった枷かせが軽くなることはなかった」

　自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らす。

「──今考えりゃ、当たり前だよな。リアに対しての後ろめたさを、この街が忘れさせてくれるわけがない。この街は、人をもてあそぶだけだ。俺はずっと償い方を間違えてた。間違えて、逃げ続けてたんだ。その果てにあいつと、ヴィータと出会って──ようやく、自分の馬鹿な間違いに気づけた」

　この一週間、ヴィータの世話を見ているつもりでいた。けれど、本当に救われていたのは誰だったか。

「ヴィータは今、初めて人の悪意にさらされてる。それも、途方もなくでかくてどす黒い悪意だ。けど、あいつは戦い方を知らない。俺がイェソドに逃げたように、ヴィータは自分を犠牲にすることに逃げた」

　カイルは勘違いをしていた。リアに怪我をさせたことが自分の失敗だと思っていた。けれど、違った。カイルの本当の失敗は、リアと向きあわなかったこと──自分の罪から目を逸そらしたことだ。

　どんなに自分を罰しようと、そこに救いはない。救いとは、罰されるにしろ赦ゆるされるにしろ、罪とまっすぐに向きあい、その結果を受け入れることで初めて得られるのだろう。

　──ヴィータは逃げた。自分の存在が引き金となって争いが起こることから。自分のために他人が傷つくという恐怖から。その果てに、信じていた者に裏切られた。

　カイルはヴィータに失敗して欲しくなかった。そして、今ならまだ取り返しはきくのだ。

　だから、カイルは行く。少女の小さな手を、もう一度つかむために。

　ヴィータが立ち向かうべきは、自らの罪の意識。それは、悪意の介在しない最上層で育った少女には未知の試練だろう。

　だから、せめて隣にいてやろうと思う。ヴィータのおかげで、自分の本当の失敗がなにかに気づけたからこそ──今度は、カイルが寄り添ってやらねばならない。

「やる気になってるところすいやせんが、具体的にはどうするおつもりで？　相手は空の上、旦だん那なの手が届くところじゃないでしょう。ま、あっしには関かかわりのないことですが」

「それなんだが、グウェン。手を貸せ」

　カイルの言葉に、グウェンは胡う乱ろんげに眉まゆ根ねを寄せる。

「これはまた……単刀直入ですねぃ。わかってらっしゃるでしょ？　あっしらは立場上、上層にたてつくわけにはいきやせん」

「あれだけのことをされてもか？」

「ええ、あれだけのことをされてもです」

　冷静に答えるが、その言葉の奥からは確かな怒りが垣かい間ま見みえた。そこを突く。

「表向きは、だろ。要は、おまえたちが協力したって証拠がなければいい」

　含むところのあるカイルの物言いに、グウェンの目が鋭い光を宿す。

「……なにか策があるので？」

「まあな。策ってほど大したことでもないが。単に──俺一人があのクソでっかい船に乗り込んで、ヴィータを攫さらおうってだけの話だ」

　しばし、グウェンは帽子の下の目を丸くし──やがて、弾はじけたように笑いだした。

「ははっ、こいつはいい！　よりによって天使を王軍の連中からかっ攫おうとは──そんな愉快な話、そうそうありやせんねぇ」

　常日頃の腹の底を隠すための仮面としての笑みではない。心の底から状況を楽しんでいる者の笑みだ。

「──その話、詳しく聞かせてもらいやしょう」




「──なるほど。確かに、それならあの連中を出しぬけるかもしれませんねぇ」

　カイルの提案した『策』を聞き、グウェンは頷うなずいた。

「やれるか？」

「無む茶ちやはやっても無む謀ぼうはしないのがあっしらです。ま、大船に乗った気でいてください」

「そうと決まれば、あとは行動だな」

「手配はしときやすから、旦だん那なはどうぞお先に」

　頷うなずき、カイルは酒場を出ようとする。

「待ちな」

　カイルを呼び止めたのはアイリーン。振り向くと、アイリーンがなにかを放ほうってくる。受け取ると、それは二発装そう填てん式の小型拳けん銃じゆう、デリンジャーだった。

「アタシが昔使ってた品だ。予備に持っとけ。特別に、弾たまは奢おごりにしといてやる」

　唇の端に笑みを浮かべて力強く頷くと、カイルは夜の闇やみへと飛び出していった。




「この浮遊艦ナグルファルはフェザーロード家の持ち物だが、形式的には王から下賜されたものでね。有事の際は、兵士を預かって戦場に出る義務がある。とはいえ──中を少々いじることができるのが、所有者の特権だ」

　ハインツが淡々と続けるが、その言葉はヴィータの心にまでは届かない。

　ヴィータは浮遊艦の通路をハインツに案内されるままに歩いていた。

　──美しいものだと思っていた世界で姿を現した、『悪意』というノイズ。初めて知る『悪意』の重さは、純粋培養された少女にのしかかり、華きや奢しやな精神を圧迫していた。

　──これが、罰か。

　最上層の管理された世界に背を向けた自分の浅はかさと、悪意を剥むき出だしにした世界の残酷さが、少女の心を侵食する。

　継ぎ目のない壁に温かみはなく、どこまでも果てなく続く迷路にも思える。天井に埋め込まれた照明器具が青白い光をおぼろげに放つ様は、この世ならざる不気味さがあった。

　やがて、ハインツは一際重厚な両開きの扉の前で足を止めた。

「ここが僕の私室だ。今、この船には君を捜索する任務のために配属された王軍の兵士たちが十名ほどいるが、彼らにはここへの立ち入りは許可していない」

　ハインツに続いて中へと入り、ヴィータは虚うつろな眼まな差ざしで室内を見渡す。

　そこは、なにかの研究室のようだった。デスクと実験器具、用途のわからない機械類が並ぶ。その中でヴィータの目を引いたのは、部屋の奥に鎮ちん座ざする巨大な装置だった。

　壁一面を埋め尽くす装置は高めに設計された天井にまで届く。その中心には巨大なガラス筒が鎮座していた。高さにして二メートルほど──ちょうど人間一人が収まるサイズだ。

「これは〈グレイプニル・システム〉──かつて、神を拘束したとされる縄から名付けた」

　見ただけでは、どういった用途で使われる機械なのかを推し量ることはできない。ただ、ヴィータにはそれがひどく不吉なものに思えた。

「長かった……だが、ようやく完成だ」

　普段、声に感情を乗せないハインツだったが、そこには感慨深いものが滲にじんでいた。

　ハインツの説明に、ヴィータは興味を持つことができない。滔とう々とうと語られる言葉は意識を素通りするだけだったが──次にハインツが口にした言葉は、ヴィータの疲弊した心をも大きく揺さぶるものだった。




「ファルナヴィータ……僕は、〈天の梯子ヘブンスラダー〉を破壊する」




　しばし、ヴィータにはハインツがなにを言っているかわからなかった。

「〈天の梯子〉を、壊す……？」

　その言葉の意味することを理解し、ヴィータは目を見開く。

「そんな……っ、どうして……？　あれはアイリスが上層と下層が手を取り合えるようにって、願いを込めた大切なものじゃないっ。なのになんでハインツがそんなこと……！」

　極度の混乱に声を上ずらせながらも問いただすヴィータに、ハインツは目を伏せる。

「ファルナヴィータ……君には、アイリスは仕事が忙しくなったから、君の家庭教師役ができなくなったと伝えていたね。あれは……嘘うそだ。アイリスは忙しくて君に会いにいけなくなったんじゃない……」

　悲嘆に顔を歪ゆがめ、肩を震わせ──ハインツは血を吐くように告げる。

「殺されたんだ。一年半前に」

　ヴィータの頭が真っ白になる。

　──アイリスが……死んだ……？

　じわり、じわりと──空白となったヴィータの思考に、徐々に理解の波が広がっていく。

「嘘……そんなの……、わたし聞いてないよ……！」

「……最上層の管理者たちは、幼い天使を極力下界の俗事には関かかわらせまいとしている。それが悲惨な事件なら、なおさらさ」

　告げられた事実の重さに、ヴィータはめまいを感じてよろめいた。

「そんな…………どうして、アイリスが……？」

「上層と下層の距離が縮まると、不都合な人間がいるんだよ。そういう連中がテロを計画し……よりにもよって、〈天の梯子〉の稼働式典で昇降機に爆弾をしかけて……！」

　身を焦がす怒りに耐えるように、ハインツは拳こぶしを握りしめる。

「ファルナヴィータ──人は時として、自分の利益のためだけに他人を殺すことができるんだ。憎しみでも怒りでもない。富やプライド、金欲しさに他人を蹴け落おとし、虐げることができる。……アイリスは、そんな奴やつらのせいで死んだ……！」

　ここにきて、ヴィータはようやく思い知る。自分がなにも知らずにいたことを。この世の悪意から、徹底して遠ざけられていたことを。

　茫ぼう然ぜんとハインツの言葉を聞くしかないヴィータに、ハインツは肩を震わせながら続ける。

「……最初はね、〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉が上層と下層を結ぶ懸け橋としてそこにあり続けることが、アイリスの魂を慰めてくれる……そう思っていたよ。けど……現実は違った」

　ハインツが歯を軋きしらせる。

「……〈天の梯子〉を悪用し、下層民を奴隷として上層に仕入れている者がいる。その奴隷を調達しているのは下層民自身だ。告発しようにも、有力な貴族や軍関係者の息がかかっているのは確実だ。……笑えるだろう？　反対派の妨害にも屈さずに再稼働にこぎつけた〈天の梯子〉が、今度は推進派だった連中に悪用されてるんだ……！」

　乞こい願うように、ハインツはヴィータに訴えかける。

「……わかるかい、ファルナヴィータ？　〈天の梯子〉がある限り、アイリスの魂は汚され続ける。だから……あれは破壊しなければいけないんだ。これ以上、アイリスの命のみならず、その名誉までが奪われる前に……、僕があれを壊す……！」

　それが根本的な解決にならないことは、ハインツ自身わかっているのだろう。

　けれど──止まれない。

　アイリスの願いは上層と下層の融ゆう和わだ。ハインツの行為はそれを阻害することになる。

　だが、それがわかっていてなお、ハインツはアイリスの願いよりも、その名誉を守ることを選んだ。それほどまでに、そこまで思い詰めるほどに──ハインツにとって、アイリス・ブリストルという女性の存在は大きかったのだ。

　高ぶった感情を吐きだすように息をつき──ハインツはうって変わって静かな声でヴィータに告げる。

「……だから、ファルナヴィータ。君にも協力してもらう」

「…………え？」

　半ば自失状態でハインツの言葉を聞いていたヴィータは、唐突な言葉に困惑する。

「どういう、こと……？　そのこととわたしに、どう関係があるの？」

「……全すべては、この時のための布石だ。最上層の警備に穴を作り、君を外に出したことも。司祭としての立場を利用し、君の捜索を願い出たことも。……おかげで、ようやく君を外に連れ出せた」

　目の前のよく知っているはずの青年が、突然自分の知らない怪物になったように思え、ヴィータは背筋が凍えるのを感じた。

「……君が今ここにいるのを知っているのは、この船の乗組員だけだ。下層の連中は船と一緒に沈めたし、上層へも報告していない」

「ハインツ……？」

「大丈夫だ。君はなにも悩む必要はない。君に責任はない。僕が全てを背負う」

　直後、ヴィータの首筋になにかが押しあてられ、空気が抜けるような音をたてた。

「……っ!?」

　見れば、ハインツは手に拳けん銃じゆうのような形状の器具──高圧注射器を持っていた。

「なに、を……？」

　言葉は尻すぼみになり、唐突に襲ってきた酩めい酊てい感にヴィータの視し界かいが傾かしいでいく。

　よろめき、倒れるヴィータをハインツがその手に受け止める。その時には既に、ヴィータは意識を失っていた。

　脱力するヴィータの服のポケットから、なにかが滑り落ちる。それを目にし、ハインツは眉まゆ根ねを寄せた。

「これは……アイリスのオルゴール……？　なぜこの子が……」

　疑問に思うも今はそれどころではないと思いなおし、ハインツはオルゴールを拾い上げてデスクに置く。

　抱えあげたヴィータを見る。この数年、家庭教師として成長を見守ってきた無む垢くな少女の顔は今、意識を失いながらも辛つらそうに歪ゆがんでいるように見えた。

　未練を断つように視線を切り、ハインツは備え付けの通信機を操作し、艦橋に繋つなげる。

「私だ。一度船を止めろ。……そうだ、天使様は疲労している。今日はこれ以上艦を動かさずに夜を明かす。……そう、それでいい。本部への連絡は私がする」

　しかし言葉とは裏腹に、指示を終えたハインツが再度通信機を手にすることはなかった。




　アイリーンの酒場を後にしてから約一時間後──カイルの姿はネツァクセフィラ郊外にあった。

　深呼吸。ある意味で、これから会いに行くのはカイルにとってガーランドファミリー以上に緊張を強いられる相手だった。

　覚悟を決め、玄関のドアをノックする。が、返事はない。灯あかりは点ついていたので、家人はいるはずだが。

　ドアノブを捻ひねると、あっさり扉は開いた。そっと押し開き、中へ入る。

　求める人物はすぐそこにいた。リビングのテーブルに突っ伏し、工具と機械部品に埋もれるようにして寝息を立てている。どうやら、作業中にそのまま寝入ってしまったらしい。

「リア」

　声をかけると、うめき声を漏らしながらゆっくりと顔をあげた。

「ん……あれ、カイ……？」

　欠伸あくびを噛かみ殺ころし、とろんとした目を瞬まばたかせる。

「どしたの、こんな夜遅くに。なんか忘れ物でもした？」

「いや。おまえに話があってな」

　カイルの神妙な様子を感じとったのか、しばしリアはカイルの顔を見つめる。

「……コーヒー、淹いれてくるね」




「……話さなきゃならないことがあってな」

　リアが淹いれてくれたコーヒーには手をつけないまま、カイルはそう切り出した。

「俺とリアがここに……下層に昇ってきた時のことだ」

　その一言で、リアはカイルがなにを言おうとしているか察しただろう。けれど、なにも言わずに黙って話を聞いていた。

　──カイルにとって、この話を切り出すことは古傷を抉えぐるも同然の行為だ。リアに恨まれるのが怖くて、カイルはずっと真実を言いだせずにいた。だが、うち明けることを避け続けてきたがために、今日という日まで先延ばしにしてしまった。

　いいかげん、蹴けりをつけなければならない。

「飛行機を作ってるときさ、どうしても足りない部品があっただろ。それさえあれば完成するのに、肝心なものが欠けてた」

「うん──そうだったね」

　──覚えている。あと一歩で夢が叶かなうというのに、足踏みせざるをえなかった焦りを。

　最下層では、ジャンク品を修理して使うことが多い。今では失われた高度な技術によって造られたものもあるが、目的のものを見つけるには根気がいる。その上で、保存状態が良好な品を見つけるなど、それこそ藁わら山やまの中の針を探すに等しい。

「しばらくして、俺が目的のパーツを調達してきただろ？　たまたまジャンク屋で見つけたって言って……」

　息を吸い、震えそうな声で──

「あれは……嘘うそなんだ。本当は、あれは俺が定てい戯ぎ式しきで作ったものだったんだ」

　──言った。ずっと言えずにいたことを。

　一息に続ける。

「俺の未熟な術のせいで……おまえの飛行機は落ちた。そのせいで、おまえの足は……」

　二人だけのリビングに、沈黙が落ちる。カイルにとっては永えい劫ごうのようでもあった沈黙は──やがて、リアの一言によって破られた。

「知ってるよ」

　最初、カイルはリアがなにを言ったかわからなかった。

「カイが部品作ったんだってことには、とっくに気づいてた」

　カイルの中で、いくつもの思いが入り乱れる。混こん沌とんとした頭の中からなにを取り出せばいいかわからないカイルに、リアは続けた。

「ジャンク品の中から拾ってきたにしては、状態が良すぎたからね。遺跡から発掘された美品を買うようなお金もなかっただろうし。あとはまあ、それくらいしかないでしょ」

　言われてみれば、そう複雑でもない単純な推理。けれど、気づいていたというのなら、

「……なんで、言わなかったんだ？」

　リアは頬ほお杖づえをついて、気負った様子もなく当たり前のように言う。

「カイが作ったものなら、まあいいか、って」

「…………！」

　カイルは息をのむ。それはつまり、リアはカイルの事を信用していたということで──自分は、その信頼を裏切ってしまったことになる。

「けど……、けど！　そのせいでリアの飛行機は墜落した……！　だったら、リアは俺を責めるべきだ！　そうじゃなきゃ……！」

　──自分の罪は、一生そそがれることはない。

「それなんだけどね。カイは勘違いしてる。飛行機が落ちたのは、カイのせいじゃないよ」

「……え？」

　混乱するカイルに、リアは肩をすくめて何でもないことのように続けた。

「そもそもね、機体の強度に問題があったんだ」

「どういうことだ……？」

「ほら、カイが一方的に『あれは自分のせいだ』って言って、出てっちゃったでしょ。あたしの話も聞かずに。でもね、どうにも腑ふに落ちなくてさ。で、半年くらい静養して、どうにか自分で車くるま椅い子すを動かせるくらいには回復した。それで、墜落現場に行ったんだ。残ざん骸がいを調べて、墜落の原因を突き止めるために」

　カイルは考えもしなかった。飛行機の残骸など、自分の失敗の象徴でしかない。進んで見たいものではなかった。だが、リアはまっすぐに向き合っていたという。

「で、徹底的に調べてわかったんだ。墜落の原因は、カイが作った部品とはなんの関係もなかった。というか、壊れて当たり前だったんだ。あんな継つぎ接はぎの機体で、無理させすぎちゃったからね」

　照れたように頬をかくリア。

「いやー、いざ空に飛びあがったら、テンション上がっちゃってねー。もっと行ける気がしてどんどん高度を上げてって……まあなんていうか、機体がその負荷に耐えられなかったんだね」

　カイルは絶句していた。

　リアに憎しみをぶつけられることも覚悟しての告白だった。なのに──リアはカイルがしたことも、それが墜落の本当の理由ではないことも知っていた。しかし、それならそれで疑問も残る。

「……なんで、今まで言わなかったんだ……？」

　それが疑問だった。リアは嫌がらせや八つ当たりでそんなことをする人間ではない。

「あたしが動けるようになった頃には、カイはイェソドで随分と無む茶ちやしてたよね。話をしようにも、カイは何年もあたしから逃げ回ってたし」

　これまでの意趣返しか、悪戯いたずらっぽくじと目でカイルを見やる。

「それにさ、あの状態のカイに本当のことを教えたところで、いい結果にはならなかったと思う。ほんっとに、馬鹿がつくくらい生き真面目まじめだからね、カイは。全部話してたら、きっとカイは駄目になっていたよ」

　当時、カイルは罰を受けた気になることでどうにか自分を保っていた。もし、その状態で真実を知ったとしても、きっと素直に受け止められなかったはずだ。結果、罪と向き合う機会すら奪われ、カイルの中には後悔の残ざん骸がいが残ることになっただろう。

「そんな抜けがらみたいなカイ、あたしは見たくない」

　穏やかに微笑ほほえむ。

「だから、待ってたんだよ。カイが、自分からあの事故に向きあえるようになるのを」

　歯を見せて笑い──リアは言う。

「そうじゃなきゃ、またカイを空に誘えないでしょ？」

　カイルはハッとする。

　ガレージにある、作りかけの飛行機。遥はるかな空に昇るための、新しい翼。

「そのために、あれを作ってたのか……？」

　つまりあれは──あの飛行機は、カイルと一緒に空を飛ぶために作っていたもので。

　リアは、待っていてくれたのだ。カイルが身勝手な罰を自分に科している間、ずっと。カイルが向き合えるようになるのを、待っていてくれた──

「うん。──ようやく、あたしの目を見て話せるようになったね」

　リアの優しげな瞳ひとみには、心からの安あん堵どがあった。

　──かつてはお互いが半身のように共に過ごし、わからないことなんてなかった。

　この数年、カイルとリアの間に横たわり、理解を妨げていた誤解とすれ違い──それが、たった今溶けて消えた。事故が起きてからの数年を経て──あの時のように、カイルはリアの心を理解することができた。

　嬉うれしかったり、申し訳なかったり、ありがたかったり自分が不ふ甲が斐いなかったり、そういったいろんな感情が一気に胸に押し寄せて、込み上げてくるものがあった。

　リアはなにも言わず、俯うつむいたカイルの頭をそっと優しく抱きしめた。

　リアのぬくもりが伝わってくる。恥ずかしいという気持ちはなかった。ただひたすらに、大きな安堵だけがあった。

「おかえり、カイ──今まで、お疲れ様」

　夜の静せい寂じやくの中、リアの囁ささやきが静かに、温かく──カイルの心に染みわたった。




　結局のところ、自分一人だけが足踏みしていた。リアは誰のことも恨んだりせず、ヴィータはひたすら純粋な気持ちで外の世界を目指した。

　だから──自分も、いつまでも腑ふ抜ぬけてばかりいるわけにはいかない。

「リア、頼みがある」

　今の状況に甘んじるでも、誰かの使いっ走りになるのでもない。自分自身の意思で、前に進むために。

「おまえの翼……俺に預けてくれ」




　浮遊艦ナグルファル艦内──その最奥の研究室にて、ハインツは黙々と作業を進めていた。部屋の大部分を占める巨大な装置──〈グレイプニル・システム〉。今、その中枢たるガラス筒には一人の少女──ヴィータが収まっていた。

　筒内を満たす液体の中、頭部を囲うような装置をつけられ、力なくたゆたっている。

「このシステムは君をあらゆる方法で延命させる。そこに繋つながれている限り、君は自分の意志で死ぬこともできない」

　語りかける声に返答はない。眠っているわけではないことは、わずかに開いた瞼まぶたから判じられる。ただ、その瞳ひとみは意思の光を宿していなかった。

　ハインツは装置に繋げた制御卓コンソールから浮かびあがるホロディスプレイに表示された数値を確認する。

（反応は良好。まだ微調整は必要だが、まもなく最終フェイズに移せる）

　自身の計画の要かなめである少女を見上げる。

「絶望しているね、ファルナヴィータ。〈グレイプニル・システム〉は脳の演算機能を残したまま、自発的な思考を第三者に委ゆだねさせる装置だ。そのためには、自由意思──言ってみれば、自分の人格を否定させる必要がある。ちょうど、今の君のようにね」

　ハインツが下層の浮船フロートシツプを砲撃したのも、ヴィータに精神的な負担をかけるためだ。ヴィータが下層にまで降りたことは予想外だったが、その点に関して言えば結果的にプラスに働いたとも言える。

　ヴィータが監視の目をくぐって最上層を飛びだす手助けをしたのはハインツだ。ヴィータが逃げ込んだのが上層であったなら、こんなにも早く安定した数値は叩たたきだせなかっただろう。その場合、秘密裏にヴィータの身柄を確保した後、長い時間をかけて負荷をかけていくつもりだったのだが──手間が省けた。

　そんな自分の思考に気づき、ハインツは陰いん鬱うつに吐息をつく。

（……僕も、アイリスの命を奪った奴やつらと同じところまで堕おちたということか……）

　それでも、立ち止まるつもりはなかった。

（せめて、幸せな夢を見ていてくれ、ファルナヴィータ──）

　身勝手だとは知りつつも、少女が閉ざされた意識の奥底で幸福な記憶に浸ってくれていればいい──ハインツはそう願った。




　ヴィータの意識は茫ぼう洋ようとした霧の中を漂っていた。

　自分が今どんな状況にあるのか、思い出そうにも思考はまとめようとする度に細切れに霧散し、像をなすことはない。

　そんな中、浮かび上がるものがあった。灰色の髪の、青年の姿。

（あの人と……話がしたい──）

　名前を思い出せないままに、ヴィータはまた青年と会いたいと思った。

　青年は言っていた。彼もまた、『外』の世界に飛び出すことを望んだ結果、失敗してしまったのだと。彼はヴィータが失敗を犯さないようにと願っていたようだが──結局、その願いは叶かなわなかった。

　無邪気に、そして愚かに──自分が鳥かごの外に出ることを望んだ結果がこれか。

　話がしたい。会って訊たずねたい。彼は、どうやってこの重さを乗り越えたのか。罪の意識に打ちのめされながら、どうして再び立ち上がることができたのか──

　しかし、もう一度彼とまみえることが叶わないのもわかっていた。この白い闇やみの牢ろう獄ごくまで、助けがくることはない。これは、自分に科された罰なのだから。

　ヴィータの思考はどこまでも沈んでいく。ひきとめる者もないまま、深く、深く、ひたすらに深く──




　ネツァク郊外。深夜にもかかわらず、リアの工房では多くの人間が忙せわしなく動き回っていた。

　ガレージではグウェンが連れてきた技術者が汗を流しながら作業を進めている。声を張り上げて指示を出しているのは誰あろう、工房の主あるじリアであった。

「しっかし、驚きましたねぇ。まさか個人で浮船フロートシツプを作っている方がいるなんて」

　のんびりと作業風景を眺ながめながら呟つぶやいたのはグウェン。門外漢のカイルとグウェンは作業の邪魔にならぬよう、並んで隅っこに立っていた。

「ま、こんな酔狂なことすんのはリアくらいだろうな」

　カイルが応じていると、リアが杖つえをついて二人の元へ戻ってくる。

「どうだ、具合は？」

「まずまずだね。あと三十分もあれば飛び立てるかな」

　答えつつ、ガレージの壁に背を預けて一息つくリア。

「いやいやお嬢じようさん、うちの技術者も驚いてやしたよ、腕がいいって。どうです、うちの傘下で仕事しやせんか？」

「はは、あいにくだけど、あたしは一人できままにやるのが好きなのさー」

「そりゃ残念」

　物もの怖おじせずに断るリアに、グウェンは愉快そうにおどけて答える。

「でもま、フロートを貸してくれたことには礼を言っとくよ」

「お安いご用ですよ」

　──ヴィータの奪還において、なにより問題なのは移動手段だった。グウェンが部下に浮遊艦の位置を見張らせていたが、幸いにもすぐに上層まで帰還するつもりはないようだった。それでもかなりの高度に浮いており、下層で使われている浮船フロートシツプの浮力では近づくことすらできない。

　そこでカイルが思い出したのが、リアが製作している飛行機だった。

　ガーランドファミリーは物資輸送用の浮船を多数管理している。そこでグウェンに協力を依頼し、整備中の浮船から浮遊球スフイアフロートを取り外して提供してもらったのだ。

「にしても、随分と変わったデザインですねぇ」

「浮船とはコンセプトが違うからね。そのかわり、足の速さは段違いさ。あっ、ちょっとそこっ、乱暴に扱わないでよねっ！」

　技術者に注意を飛ばし、リアは現場に戻っていく。

「しっかしまぁ、どこでこんなものを作る知識を身につけたことやら」

「気にすんな。企業秘密ってやつだ」

「ま──そういうことにしておきやしょう」

　それ以上の詮せん索さくはせず、グウェンは肩をすくめた。

　リアから作業が完了したと伝えられたのは、それから間もなくのことだった。




　グウェンや技術者たちに見守られる中、カイルは飛行機へと近づいていく。乗り込み用のタラップのそばでは、リアがカイルを待っていた。

　不意に、カイルの鼓こ動どうが速さを増す。心臓から痺しびれが全身に広がり、飛行機へ向かおうとする足を止めた。

　カイルの脳裏にフラッシュバックするのは、墜落した時の記憶。

（落ちつけ……あの時とは違う──リアの機体は万全だ）

　頭ではわかっている。それでも──あの日の光景が頭から離れない。

　胸に爪つめをたて、心臓の鼓動を強引にねじ伏せようとする。

「おーい、どうしたのカイ？　早く来なよ」

「ああ……今行く」

　けれど、足は一向に前へ進んではくれない。

　動けないカイルを見て何を思ったか、リアはため息をつき──

「やめた」

　唐突に、そう告げた。

「え……？」

「乗せてやらない」

「なっ……、なにいってんだ、リア！　今がどういう状況かわかって──」

　泡を食うカイルに、リアは不機嫌そうに眉まゆをしかめて言い放つ。

「知るかバカ。機長はあたしだ。あたしの機体に、あんたみたいなうじうじしたバカは乗せてやるもんか」

「な……！　こんな時になに言ってんだ！」

「だったらさっさとここまで来なよ」

「……っ」

　歯は噛がみするが、それでもカイルの足は動かない。

「──教えてあげようか、カイ」

「え……？」

「カイが本当に恐れているのは、飛ぶことじゃない。──なにかを手に入れようとして、逆に失うことだ」

　その指摘に、カイルは頭をハンマーで殴られたような衝撃を受けた。

　──あの日、カイルは最下層から遥はるかな空へ飛び立つことで、多くのものを得ようとした。多くのことを知り、多くのものを見ようとして──逆に、失うこととなった。

「カイがこの数年自暴自棄に生きてたのは、自分への罰のつもりってのもあっただろうけどね。それだけじゃない。もうひとつの理由は──なにも欲しがらないようにするためだ」

「…………ッ！」

「他人が作ったルールに盲目的に従って、自分の頭では考えない。なにも失わないように、なにも欲しがらない──そうすることで、カイは自分を守ることを選んだんだよ」

　なにも言い返せなかった。リアの言葉はことごとく正せい鵠こくを射ている。

　人の身で空を飛ぼうとした、愚かな男の伝承を思い出す。蝋ろうで固めた翼で天を目指し、太陽に近づきすぎたが故に翼を溶かされ、墜落した愚者の末路。

　それは、分不相応なものを求めたが故の対価。それなら、最初から求めなければいい。これ以上失わないために、カイルは停滞することを選択した。

　けれど──リアは言う。

「カイ、欲張りになりなよ。傲ごう慢まんになりなよ。最下層にいた頃のカイは今よりも大人しかったけど、ずっとギラギラした目をしてたよ。失敗した時のことなんて考えるな。あんたは飛べる。あたしが保証する」

　力強く断言するリアに、カイルは茫ぼう然ぜんと問う。

「おまえは……これ以上、失うことが怖くないのか……？」

「これ以上？」

　リアが眉まゆを上げる。

「へっ、バーカ」

　カイルの不安をリアは笑い飛ばす。

　リアは一歩前に出ると──突然、杖から手を離した。

　倒れると思い、カイルは息をのむ。

　けれど、リアはその場に立ち続けていた。杖つえに頼らず、二本の足で。

「……どうだ、カイ」

　障害の残った足では、バランスを取るのもやっとなのだろう。痛みだって尋常ではないはずだ。にもかかわらず、リアは足を震わせながらまっすぐにカイを見据える。

　息を吸い──声を張り上げる。

「あたしは！　なにも失ってなんかいない！」

「…………ッ！」

「あたしは自分の意思で飛んだ！　自分の世界を広げるために、あの日あそこを飛びだした！　後悔なんて、欠片かけらほどもしてない！」

　額に汗を浮かせながらも、リアは唇の端を持ちあげて笑って見せる。

「笑いなよ、カイ。泣きそうなくらい辛つらくても歯を食いしばって、無理やりにでも笑うんだよ。そうすりゃ、前に進む気力もそのうちわいてくるさ。カイはなにをしたい？　なにを手に入れるために飛ぶ？」












「俺は……」

　なんのために飛ぶか？　──そんなものは決まっている。

「ヴィータを連れ戻すためだ」

　アイリーンにも言ったことだ。だが、その意味合いは異なる。

「それは、ヴィータのため？」

「いいや、俺のためだ。──今のヴィータは、あの日、イェソドに逃げた俺と一緒だ。クソみたいな後悔に押し潰つぶされて、身動きがとれなくなっている、世間知らずでなにもわかってない、勘違いしたバカなガキだ。だから俺は、あの日の自分の無念を晴らすために、ヴィータを連れ戻す」

　つまり、カイルは自分を重ねたヴィータを助けることで、救われた気になろうとしている。リアはそれを正確に理解したようだった。

「それはエゴだね」

「ああ、まったくそのとおりだ。否定しねぇよ。呆あきれたか？」

「うん、呆れた。ふてぶてしいにもほどがあるね」

　ふっと笑う。

「──でも、辛気臭い顔されるよりはずっといい」

　カイルはリアに笑い返す。気づけば、胸の痛みは消えていた。

　行けるという確信があった。一歩目は、拍子抜けするほど簡単に踏み出せた。

　リアの手前まで進んで立ち止まる。

「それで？　乗船許可はもらえんのか、機長？」

　冗談めかして言うと、リアもにっと笑う。

「ま、ギリギリで合格ってとこかね」

　そこまで言って、不意にぐらりとリアの身体からだが傾かしいだ。

　カイルは咄とつ嗟さに倒れこむリアを受け止める。

「ったく、無む茶ちやしやがって」

「はは、無茶はお互い様だろ。これから貴族に喧けん嘩か売ろうって奴やつが、なに言ってんのさ」

　足の痛みは相当なものだろうに、リアは不敵に笑って見せる。

「カイ。あたしもあんたも、翼は折れてなんかいない──そうだろ？」

「ああ……そうだな」

　ニッと歯を見せ、リアが拳こぶしを突き出して笑う。

「行こうぜ、相棒」

「ああ──行こうか、相棒」

　リアの拳こぶしに自分の拳を軽く打ち付け、カイルは不敵な笑みを返した。




　リアが操縦席に乗るのを手助けしてから、カイルは後部座席へと潜り込んだ。

　カイルが席についたのを確認し、リアがドーン・アリア号の心臓部である発動機に火を入れる。

　──鋼の獣が目を覚ます。発動機が嘶いななきをあげ、プロペラが回転を始めた。

　発動機の鼓こ動どうを身体からだで感じ、リアは満足そうに笑みを浮かべる。

「うん──いい調子だ。この子も飛びたがってるよ」

　リアは操そう縦じゆう桿かんを前後左右に倒し、補助翼、水平尾翼、垂直尾翼の動きをチェック。

　発動機の回転数が安定してきたのを確認し、慎重にプロペラの回転速度を上げていく。

　発動機が温まるにつれ、カイルの鼓動もまた高ぶりを増していった。

（妙な気分だ……。これから、上層のやつらに喧けん嘩か売ろうってのに──）

　自分の頬ほおに笑みが浮かぶのを自覚する。

（──楽しくて仕方ねぇ）

　身体がわずかに震える。けれどそれは、空を飛ぶことへの恐怖からの震えではない。

　武者震いだ。再び空へ昇ることへの昂こう揚ようが、上層を敵に回すことへの不安を遥はるかに上回っている。

　十分に回転数が上がったところで、車輪のブレーキロックを外し、地上移動を始める。

　大きく旋回し、滑走路に見立てた道路へと出る。

「回転数二〇〇〇まで上昇──飛ぶよ！」

　リアが宣言すると、ドーン・アリア号は滑走路を走り始めた。

　速度が上がる。景色が後方へと置き去りにされていく。

　プロペラの回転数と共に発動機の唸うなりはいよいよ高まり、道路の凹凸による小刻みな振動が機体を突き上げる。

　主翼が風を受けてわずかに軋きしむ。推進力は揚力となって機体を持ちあげ──不意に、座席を突き上げていた振動が消えた。

　──自らの意思で、大地を離れる。それは、翼を持たない人間にとって、純然たる物理法則への反逆であり、自由を求める原衝動の発露だ。

　風のスロープを昇るように、機体が高度を増す。すぐにリアのガレージの屋根を見下ろせる位置にまで到達する。

　冷たい風が頬をなでる。機体がみるみる高度を上げ、視し界かいがどんどん高くなる。グウェンたちの姿が小さくなり、ネツァクの街並が眼下に沈んでいく。

　外縁部が近づく。そこは、長らくカイルにとって行き詰まった世界の──家畜の檻おりの象徴だった。

　その境界を、ドーン・アリア号は苦もなく飛び越えた。眼下の大地は消え、寄る辺のない空へとカイルたちは飛びだす。

（ああ──これだ。この感覚だ）

　自分の座標さえも曖あい昧まいな空のただ中に飛び出す──そこにあるのは死の恐怖と、それを遥はるかに上回る、自由を手に入れることへの昂こう揚よう。

　感慨が胸に湧わき上がる。だが、今はまだそれに浸る時ではない。

（──待ってろ、ヴィータ）

　目指すは遥かな高空。下層民では手が届かないほどの高みから見下ろす浮遊艦。

　暁ぎよう闇あんの中、その先にいるであろう強大な敵を見据え──カイルは胸の奥底から沸き上がる熱に、身体からだが高ぶるのを感じていた。




　浮遊艦ナグルファル艦内、ハインツ・フェザーロードの研究室。

　ハインツがグレイプニル・システムの調整を続けていると、唐突に扉が開かれた。

「フェザーロード、なぜ船を止めた。ここでなにを……、……!?」

　声を荒らげながら入ってきたのは灰色外がい套とうの男──教会の潜伏工作員だ。その目が〈グレイプニル・システム〉に囚とらわれたヴィータを前に、愕がく然ぜんと見開かれる。

「これは……ッ、天使様になにをした！」

「眠っているだけですよ。薬を使ったので、しばらくは目覚めないでしょうが」

　ハインツの淡々とした様子に、工作員は殺意のこもった視線を向ける。

「薬だと……？　貴様……天使様との約束を違たがえたのみならず、このような暴挙……！」

　ローブの下からナイフを抜きだす。

「背教者が……！　今、ここで逝いねッ！」

　直後、男は疾風と化した。人体の性能を最大限に引き出した動きに、ハインツは反応できていない。その手に握られたナイフがハインツに迫る。

　かたや教会の敵を闇やみへと葬るべく訓練を課された工作員。かたや研究を生業なりわいとする優男。数秒後には工作員の刃やいばがハインツの急所に突きたてられる──はずだった。

　今まさに、ナイフがハインツの心臓を突き破るかと思われた、その刹せつ那な──工作員の身体は高速で走る蒸気式車両に撥ねられたような勢いで後方にはじきとばされていた。

「が……ッ!?」

　さらに、工作員の身体は重力にひかれて落下することなく宙づりにされる。

　見えない腕に締め付けられ、男がうめき声をあげた。

「十全に機能しているようですね。いい試運転になりました」

　目の前で起こった異常事態に驚くでもなく、ハインツは淡々と言う。

「馬鹿、な……っ、これ、は……！」

「お察しの通り──定てい戯ぎ式しきです」

　工作員の目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「なぜ、貴様が……！」

「これが私の開発した〈グレイプニル・システム〉──人の身で天使を隷れい属ぞくさせ、その力を己おのがものとする装置」

　工作員は口の端から血の筋を流しながらも、ハインツを睨にらみつける。

「天使様を、隷属、だと……ッ？　そんなことが、赦ゆるされると思っているのか……！」

「……赦す？」

　ハインツが腕を上げ、無造作に振るう。その腕に弾はじかれたように、男は背後の壁へと叩たたきつけられた。

「この汚濁にまみれた世界で──誰に赦しを乞こう必要があると？」

　床へと崩れ落ちた男は、もはや動くことはなかった。

　にわかに研究室の外が騒がしくなる。物音を聞きつけて兵士たちが集まってきたらしい。

「フェザーロード様、一体なにが……、……ッ！」

　部屋に入るや、兵士たちは異様な光景に絶句する。

「ああ……もう、あなた方も用済みですね」

　唖あ然ぜんとする兵士たちに、ハインツは一切の感情がこもらない視線を向けた。




　離陸からおよそ半刻、ドーン・アリア号は順調に高度を上げていた。

「見えてきたよ」

　リアの声に視線を上へ向けると、巨大な浮遊艦の威容が迫っていた。

（──ここからが勝負だ）

　あの船には上層の兵士たちが多数乗っている。真っ向から戦ったところで負けるのは目に見えている。だが、カイルの目的は相手を蹴け散ちらすことではない。

　警備の目をかいくぐって艦内に潜入。ヴィータを見つけ、リアの飛行機に戻ってくる。計画というには大雑把だが、その場その場で切り抜けるしかない。

「それじゃ、行ってくる」

「おう」

　親指を立ててリアが応じる。

　ドーン・アリア号の駆動音を最小限に抑え、浮遊艦の真下から接近する。後部デッキへ機体を寄せると、カイルは甲板へと飛び移った。

　リアに頷うなずいて合図を送ると、機体を傾けて降下していく。以降はカイルがヴィータを連れて出てくるまで、距離を置いて待機する手はずだ。

　足音を抑え、甲板を物陰から物陰へと移動する。だが、すぐに違和感を覚える。

（妙だな……見張りがいない）

　厳重に警備されていると思ったのだが、甲板には見張りの姿がなかった。

　そっと顔を出し、艦橋を遠目に覗のぞき込こむ。やはりそこにも人の姿は見当たらない。

（……こっちの動きがばれたか？）

　一瞬そう考えるが、それもおかしい。相手の方が戦力は上なのだ。人数で押せば楽に制圧できると判断するはず。罠わなを張るほどの相手とは見なされていないだろう。

　警戒しながらも、艦内へ繋つながっていると思おぼしき扉へと辿たどりつく。音をたてないようにそっと押し開き、内部へと身を滑り込ませる。

　内部は殺風景な通路が延びていたが、やはり人の気配はない。いくつか個室の窓も覗いてみるが、人影すら見当たらなかった。

（どういうことだ……？）

　空の真っただ中をさ迷う船がもぬけの殻だったなど、三流ホラーの筋書きにしても出来が悪い。

　曲がり角から先を慎重に覗き込むと、そこに初めて兵士らしき人間を見つけた。もっとも──血だまりに沈んだ状態では、警戒の必要もなかったが。

（致命傷は胸から腹にかけての裂傷──ナイフか？　けど、傷が滑らかすぎるな）

　いかなる手段を使ったのか、肋ろつ骨こつまでが綺き麗れいに断ち割られていた。

　見れば、男の流した血は廊下の先へと続いている。致命傷を受けながらも、どうにかここまで這はいずってきたのだろう。

　ホルスターから拳けん銃じゆうを抜いて撃鉄を起こす。ヴィータを見つければそれで終わりだと思っていたが──どうにも、それだけでは済みそうになかった。

　血の道しるべを辿る。一歩進むごとに血臭は濃くなっていき、不穏さが増していく。

　血けつ痕こんはやがて、一際大きく物々しい両開きの扉へとカイルを導いた。

　ここまでのルートと船の規模から考えるに、恐らくはここが船の中心。

　扉の周囲にはさらに数人分の死体が転がっている。異様なのは、その死にざまが一様ではないことだ。なにかに叩たたきつけられたような死し屍しを晒さらす者や、手足をあらぬ方向に捻ねじ曲まげられた死体もある。

　まるで、癇かん癪しやくを起こした子供が手あたり次第に人形を壊して回ったような有り様だ。もっとも、実際に転がっているのは銃で武装した訓練済みの兵士たちだったが。

　──この扉の先には、どんな怪物が待ち受けているのか──

　カイルの生存本能が全力で警鐘を鳴らす。ここから先へ行くべきではないと。

　それでも本能を理性でねじ伏せて、カイルは扉を押し開く。

　室内は照明が落とされていた。無む明みようの闇やみの中、虚こ空くうに浮かんだホロディスプレイだけが不気味な光を放つ。その青白いおぼろげな光に照らされて浮かびあがるのは、あの男──ハインツ。

「そのまま動くな。おまえの頭が爆はぜることになるぞ」

　カイルの声にハインツは手を止め、ゆっくりとこちらを振り返る。

「……これは驚いたな。あの状況で助かったとは。……そうか、定てい戯ぎ式しきか。どうやってこの高度まで昇って来た？」

「無駄口を叩たたくな。ヴィータはどこにいる。外の死体はどういうことだ？」

「その質問には、同時に答えることができるな。……灯あかりをつけても？」

　カイルは無言で頷うなずく。伏兵への注意は怠っていないし、もしもハインツ自身が銃を抜こうとしても、この距離なら正確に指を撃ち飛ばすことも可能だ。

　ハインツの指がゆっくりと操作パネルに伸びる。天井に埋め込まれた照明器具に灯りがともり、徐々にその輝度を上げていく。そこで初めてカイルは部屋全体の様子を把握した。

　研究室らしく、いくつもの実験機器が配置されている。その中でも一際異彩を放っているのが、部屋の奥半分をまるごと占める、巨大な装置群だった。

「…………！」

　カイルは息をのむ。唸うなるような重低音を発する装置の中央──円筒型のガラス筒の中に、求める少女の姿があった。

「ヴィータッ！」

　呼びかけるが、返事はない。ガラス筒に囚とらわれたヴィータは瞼まぶたを開いているにもかかわらず、カイルの呼びかけに一切の反応を示さなかった。

「おまえ……ッ、ヴィータになにをした!?」

　怒声をあげるカイルに、ハインツは無感情に答える。

「投薬したうえで特殊なパターンの微弱な電気刺激を脳に与えることで、意識レベルを下げている」

「なんのためにそんなことを！」

「なんのため、か。……見た方が早いだろう」

　得体の知れない悪寒に、カイルは咄とつ嗟さにその場を飛とび退のく。

　直後、一瞬前までカイルが立っていた床が不可視の鉄てつ槌ついを振り降ろされたかのようにひしゃげた。その光景に、カイルは通路で死んでいた兵士を殺したのがこの男だと理解する。

「ふむ……やはり、まだ力場を操るのは慣れないな。定てい戯ぎ式しき士し相手には分が悪いか」

「今のは……定戯式か!?」

「そうだ。これが〈グレイプニル・システム〉の力。主マスターの持つ送信機から送られてきた信号を、ダイレクトに天使スレイブの脳に命令として伝えることで、こちらの意のままに定戯式を使わせることができる。そして、彼女の脳へ命令を送る装置はここに埋め込んである」

　言って、ハインツは指で自分の頭を示す。

「つまり──私は今、天使の血を引かない人間で唯一、定てい戯ぎ式しきを扱える存在になった。それも人間と混ざり劣化したものではない。未成熟とはいえ、本物の天使の上位定戯式だ」

　あまりに常識外れの発想。常人では考えも及ばない所業を、この男は現実のものとしている。その行為を嫌悪すると同時に、カイルの中で沸々と怒りがわいてくる。

「ふざけるなよ……ッ！　おまえのしていることは、要はヴィータを部品として扱うってことだろうが！」

　噛かみしめた奥歯が軋きしむ。烈火の怒りを言葉に乗せ、ハインツへ叩たたきつける。

「ヴィータはおまえを信用していたんだろう！　それを裏切ってまで、人殺しの力が欲しかったのか！」

　カイルの糾弾に、ハインツは首を振る。

「個人を叩たたき潰つぶすための力など、副産物に過ぎない。私がファルナヴィータの力を手にしたのは、これを作るためだ」

　ハインツが制御卓に指を這はわせると、にわかにグレイプニル・システムが鳴動する。ヴィータが囚とらわれたガラス筒の上方──ドーム状の外殻がスライドし、蕾つぼみが花開くようにその内側がさらけ出される。

　──現れたのは、赤く明滅する光の球体。

　両腕で抱えられるほどの大きさであり、四方に屹きつ立りつした装置に囲まれるように浮かんでいる。光を固体化させたようでもあるが、その表面は風を受けて揺れる水みな面ものように不規則に揺らいでいた。

　禍まが々まがしい赤しやつ光こう。それはあたかも、天上の星を地上に引きずり下ろしたかのようでもある。

　カイルの定てい戯ぎ式しき士しとしての〝眼め〟が、目の前にある現象の危険性を察知する。

（周囲の光は副次的な現象……定戯式で作りだしたのは、中心にある重力場の特異点──）

　つまり、これは──

「これは……星、なのか？」

「そこまで読みとれるか……人間の定戯式士としては優秀なようだな。いかにも、これは極小規模の疑似恒星──〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉」

「……まさか、ランプの代わりってわけじゃあねえよな？」

　一抹の期待を込め、冗談めかして問う。ハインツはやはり、にこりともせずに答えた。

「無論。まもなくこの〝星〟は、超新星爆発を起こす」

　ぐらり、と──カイルは自分の立つ地面が傾かしいだような錯覚に襲われた。

「本来の規模なら、その膨大なエネルギーは付近の星をも飲み込むほどに強力なものだが──このサイズでも、セフィラ一つをまるごと消し飛ばす程度の威力はある」

「……イカレてるぜ、おまえ」

　ヴィータを攫さらい、王軍に反旗を翻してまで作り上げたのが、この大量破壊兵器だというのか。正気の沙さ汰たではない。

「こんなもん作ってどうする。脅おどしに使ってクーデターでも起こそうってか？　せいぜい、セフィラ一つ巻き込んでの無理心中が関の山だ」

「無論、そんなことに興味はない。私が破壊するのは、〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉だ」

　あくまで無表情のままハインツは淡々と言う。

「はっ……こいつは思ってた以上の狂人だな。下層と上層の距離が縮まることが気に入らねぇのか？　そんなことすれば、最悪、上層と下層が互いに疑心暗鬼になって、戦争でも起きかねねぇぞ」

「かもしれんな」

　無関係であるかのように言うハインツに、カイルの中で怒りが再燃する。

「ふざけんなよ……ッ、てめぇの破滅願望にヴィータを巻き込んでんじゃねぇ！」

　その言葉に、一瞬──ハインツの表情が揺らぐ。

「……今の彼女に自由意思はない。このことに彼女が責任を感じる必要はない」

「同じだよ、馬鹿野郎。全すべてが終わった後で自分の力が使われたことを知ったら、ヴィータは絶望する」

　罪というのは魂に嵌はめられた枷かせだ。身動きをとろうとする度に、その重さは人の心を磨すり減らしていく。

（──そんな思いは、俺だけで十分だ）

　決然と、カイルはハインツを睨にらみつける。

　──ヴィータに自分と同じ道は歩ませない。そのために、カイルは自分の意思で銃を握りしめる。

　もう、誰かの道具であることはやめた。狙ねらいを定めるのも、引き金を絞るのも自分だ。だから、銃口を向ける先は自分で選ばなければならない。

「ハインツ。おまえは──俺の敵だ」

　負い目なく、引け目なく、ただ自分の信念に従い──カイルは引き金を引いた。




　定てい戯ぎ式しきと定戯式。二つの力が交錯し、破壊の嵐あらしが吹き荒れる。

　ハインツの操る定戯式により研究室内のあらゆるものが凶器となり、カイルへと飛来する。

　カイルは飛来物を回避しながら床に固定された実験機械の間を駆け抜け、隙すきをついて銃撃する。だが、銃弾はハインツの身体からだに届く前に虚こ空くうで止められ、分解される。

　それならばと、身を隠していた木製のデスクに手を叩たたきつけて《蛇蔓サーペント・バイン》を多重展開。自ら意思を持っているかのように伸びあがる蔓つるが、ハインツを拘束しようと疾走する。

「打ち消せ！」

　ハインツの言葉に従い、ヴィータの上位定てい戯ぎ式しきが発動。瞬く間にカイルの《蛇蔓サーペント・バイン》は塵ちりにまで分解された。

（馬力では到底かなわない、か……）

　人間の定戯式は完全に天使の上位定戯式の下に位置する。カイルが物質の事象記述解イデアコードに干渉する度に、ハインツはやすやすとそれを消去デリートしてくる。

　だが、カイルは違和感を覚えていた。強大な力の割にはいまいち決め手に欠けている。本来なら、カイルをあっさりとくびり殺すこともできるはずだ。

「貫け！」

　ハインツの意思に従い、デスクを分解して作られた槍やりが次々と飛んでくる。しかし、狙ねらいが甘い。カイルは全すべての槍をすんでのところでかわしきり、物陰へと滑り込む。

　違和感は他にもあった。カイルが撃った銃弾を阻むタイミングにずれがあるのだ。ハインツの前方数メートルで止まることもあれば、数十センチまで迫ることもある。

（術が安定していない……？）

　ハインツがまだこのシステムに慣れていないのか。あるいは──

（ヴィータが抗あらがっているのか？）

　だとすれば──勝機はある。




　交戦が始まって既に数分。未いまだに相手を仕留めきれないことに、ハインツは業を煮やしていた。

　攻撃には全て必殺の意思を込めている。躊躇ためらう理由などない。

　問題は、定戯式の発動にわずかなタイムラグがあることだ。

　グレイプニル・システムは組み込む天使が自己の人格を否定することが十全な機能を発揮するための必要条件となっている。

（この男の姿を目にしたファルナヴィータが、無意識のうちに抗っているのか……？）

　装置に組み込まれたヴィータを見る。虚うつろな目に感情は宿らず、ただ茫ぼう洋ようと目の前の光景を映しているのみ。やはり自我が残っているようには見えなかったが、なにぶん微調整はまだ途中だった。不測の事態は十分に考えられる。

　さらに言うならば、ヴィータの演算能力のうちの数割は〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉の制御に割り振っている。だが、〈星喰らう燈火〉を放棄するわけにはいかなかった。

（アイリス……！　僕は……君の名誉を守る──！）

　もはやこの世のどこにもいない婚約者を思い、ハインツは自身の計画を阻止しようとする青年を睨にらみつけた。




　ヴィータの意識は、未だ茫ぼう漠ばくたる霧の中を漂っていた。

　ふと、ヴィータは気づく。どこまでも広がる白い闇やみの中に揺れる光があることに。

　光を反射し、緑色に光るのは──

（あれは……わたしの、ペンダント……？）

　それに気づくや、ペンダントを中心として浮かびあがる光景があった。無数に繰り出される凶器の嵐あらしの中、戦っているのは……一人の青年。

（…………カイ、さん……？）

　ひとつの名前が、ヴィータの中に浮かび上がってくる。

　そう──あの青年の名は、カイル。文句を言いながらも、自分の面倒を見てくれた。危ない目に遭った時は、いつでも駆けつけてくれた。

　その姿を見ていると、ヴィータの中にひとつの衝動が湧わきあがってくる。

（──カイさんと、話がしたい）

　だが、声を出そうとしても空気は震えない。そもそも、今の自分に身体からだがあるのかすらわからない。どこまでも希釈されて空気に溶けてゆく自分の意識だけが、霧の中に浮かんでいる感覚。

　──そもそも、自分はこんなところでなにをしているのか。

　カイルの姿を基点として、ヴィータは自分の記憶を手繰り寄せる。イェソドの街。酒場の皆。ネツァクで知り合った人々──次々と流れる光景の果てに、ヴィータは砲撃に沈む浮船フロートシツプを見た。

（…………！　そうだ、わたしは──）

　思い出した。すべて──自分のせいだ。自分が外の世界を見たいなんて思ったから、あんなことになった。

　嫌だ。見たくない。思い出したくない。だが、一度蘇よみがえった記憶はヴィータの中から消えず、その精神を責めさいなむ。

（カイさんは……どうやってこの重さを乗り越えたの……？）

　目の前にいる青年が夢か幻かはわからない。それでも、教えてほしかった。

　襲いかかる罪の重さから、どうすれば逃げられるのか──

　問いかけようとするも、やはり唇はぴくりとも動かず、ヴィータの声なき叫びは果てのない白い闇に吸い込まれて消えた。




　ハインツが行使する定てい戯ぎ式しきによる攻撃を避け続けていたカイルだったが──遂ついに限界が訪れる。死角から飛来した槍やりに足を抉えぐられ、体勢を崩した。

　歯を食いしばって痛みを堪こらえる。転倒こそ避けたが、生じた隙すきは致命的だった。

　床の建材が粘土細工のように変形し、鋼の鞭むちとなってカイルの腹部を打ちすえる。

「がッ……！」

　肺はい腑ふを突きあげる衝撃に呼吸がつまる。鋼の鞭むちはそのままカイルの身体からだに巻きつき、四肢の自由を奪った。

　術に割り込みをかけて拘束を解こうとするが、やはり演算速度では相手に分がある。

　鋼の鞭はカイルの身体を振り回すと、背後の壁へと背中から叩たたきつけた。

　激痛に意識がとびかける。体幹を押さえ込まれ、もはや身動きはとれなかった。しかも、意識が遠のいた拍子に拳けん銃じゆうを取り落としてしまった。

（肋ろつ骨こつ……何本かやられたな……）

　自身の負傷を確かめ、カイルは抵抗をやめて力を抜いた。

「君個人に対して恨みがあるわけではないが……定てい戯ぎ式しきで妨害されるのも困るのでね。これで幕引きとさせてもらう」

「……聞こえるか、ヴィータ」

　ハインツを無視し、カイルは掠かすれた声でヴィータへと語りかけた。

「無駄だ。今のファルナヴィータに、おまえの声は届かない」

　けれど、カイルは続ける。

「いいか、ヴィータ……おまえはきっと、自分の行動が原因でたくさんの人が傷ついたと思っているんだろう。わかるよ。俺も……そうだったから」




　聞こえてきたカイルの言葉に、ヴィータはハッと顔をあげる。

（わたしの声が届いた……？）

　一瞬そう思ったが、違う。あくまでカイルは、一方的に喋しやべっていた。

『おまえは今、俺に訊ききたいんだろうな。どうやって、この罪の重さを乗り越えればいいか、って』

　ヴィータは縋すがるようにカイルの言葉に耳を傾ける。

『まず……先に言っておく』

　その言葉を聞き逃すまいと意識を研ぎ澄ますヴィータの耳に聞こえてきたのは、しかし彼女が望んでいたものとは正反対の言葉だった。

『おまえが感じている罪の重さから逃げることなんて、できない』

（え……？）

　希望を見いだしかけたヴィータの心は、瞬く間に奈な落らくに叩たたき落おとされた。

『その重さは、ずっと抱えていかなくちゃいけない。自分の行動の結果を受け止めて……後悔はしても、目を逸そらしちゃいけない。俺には、それがずっとできなかった……』

　ヴィータの心は再び絶望に沈んでいく。道を示してくれると思っていた。この重さから解き放たれるすべを教えてくれると思っていた。けれど──カイルは無情にも告げる。

『俺は、リアの怪け我がは自分のせいだと思って、ずっとあいつを避けてた。あいつから逃げて……自分の行動の結果から逃げてた。この数年間、ずっとだ』

　カイルの言葉が、ヴィータの意識を通り抜けていく。ヴィータの心が悲嘆に暮れ、霧に溶けていき──

『でも、ようやく向き合えた。……おまえのおかげだ、ヴィータ』

　予想もしていなかった一言が、闇やみに飲まれかけたヴィータをひきとめた。

（──え？）

『おまえがいたから、俺はあの頃の自分に向き合えた。おまえも俺と同じように、失敗したと思ってるんだろ？　自分が望みさえしなければ、誰も傷つかなかった、って』

　少女の心が痛みに疼うずく。

『その痛みを、俺は知っている。重いよな……苦しいよな……けど──俺には、おまえを助けることはできない』

　──そんな──やだ、助けて、見捨てないで──わたしをひとりにしないで──

　カイルに見捨てられたと思い、ヴィータの心は千々に乱れる。

　だが、違った。

『誰も、誰かのかわりには戦えない。おまえ自身が戦うしかないんだ。……だから、ヴィータ』

　満まん身しん創そう痍いの身体からだで、けれど瞳ひとみに灯ともった意思の光だけは揺るがない。

『おまえも戦え。逃げずに戦うんだ。かわりには戦えないけど、せめて一緒にいてやる。隣で見守っていてやる。おまえが、あの街で燻くすぶってた俺に前を向かせてくれたように──手伝いくらいは、俺にもできるさ』

　不意に、苦しげに咳せきこむ。口から血の塊を吐きながらも、カイルはヴィータをまっすぐに見た。

『だから……いつまでも、そんなやつに好き勝手にされてんな。ホドセフィラに行きたいって言ってたよな？　酒場のみんなともっと仲良くなりたいって言ってたよな？　──安心しろ。この世界は概おおむねクソったれだが……』

　にやりと笑む。不敵に、力強く──カイルは言う。

『クソったれなことには大概、救いも用意されてるんだぜ？』




　ヴィータに話しかけ続けるカイルに、ハインツは吐息を漏らす。

「残念だが、君の行為はまったくの徒労だ」

　ハインツが腕を掲げると、周囲に浮いていた槍やりが捩ねじり合わさり、一本の長大な剛ごう槍そうと化した。

「終幕だ、下層民」

　鋼の槍が飛ひ翔しようする。心臓を狙ねらったのは、あるいは長く苦しまないようにという慈悲か。拘束されたカイルを串くし刺ざしにする、その一瞬前──

　わずか数センチを残し、鋼の槍やりは突如としてその動きを止めていた。

　槍の先で光を受けて光るものがあった。カイルの首から下げられた、小さなペンダントだ。その光景はあたかも、ペンダントが巨大な槍を止めたようでもあった。

「馬鹿な……！　おまえが天使の演算力に対抗できるはずが……！」

　そこで、ハインツはハッと息をのむ。驚きよう愕がくの表情で、背後の装置を振り返る。

　愕がく然ぜんと見上げた先で、〈グレイプニル・システム〉に囚とらわれていたヴィータに変化があった。先ほどまでは力なくうなだれ、虚うつろな目はなにを見ても反応を示さなかったというのに──

　その瞳ひとみははっきりと見開かれ、確かな意志の光を宿していた。

「意識を……取り戻したというのか!?　くっ……まだだ、薬の濃度を上げれば……！」

　ハインツが制御卓コンソールへと手を伸ばす。

　銃声。伸ばした手の先で制御卓が火花を散らし、ホロディスプレイがたちまちに消失する。すがるように制御卓に指を這はわせるが、一切反応することはなかった。

「馬鹿なっ、誰が……！」

　振り向いたハインツが見たのは、壁に磔はりつけにされたままのカイルの姿だった。その手には二発装そう填てん式の小型拳けん銃じゆう──デリンジャーが握られている。

「へっ……アイリーンに感謝、だな」

　口の端をつり上げる笑みを浮かべ、カイルは言った。

　愕然とするハインツの背後で、ガラスがひび割れる音が響く。

　ヴィータの手が、自らを封じ込めているガラス筒の内壁に触れる。ひび割れは全体に広がっていき、次の瞬間──無数の砕片となって、内側から砕け散った。

　光を反射し、キラキラとガラス片が舞う中、囚われていたヴィータが地面に降り立つ。

　──その姿はあたかも、鳥かごの中の安寧に背を向け、外の世界へと一歩を踏み出した雛ひな鳥どりのようだった。




　地面を踏みしめたヴィータが目にしたのは、磔にされたカイルの姿だった。

　ヴィータが手をかざすとカイルを縛りつけていた戒めが解かれ、そっと地面に下ろす。

「……よう」

　よろめきながらも、片手を上げて軽く言うカイル。満まん身しん創そう痍いにもかかわらず、カイルはヴィータを安心させるように笑う。

「カイさん……夢じゃ……ないんですよね……？」

「ああ」

「迎えに来て……くれたんですよね……？」

「ああ。……おまえの面倒をみるのは、俺の仕事だからな」

　ヴィータの瞳ひとみから、堪こらえていた涙が堰せきを切ったように溢あふれだす。

「よかった……生きてて、くれて……よかった……」

　カイルはそんなヴィータの頭を引き寄せ、ぐしゃぐしゃと乱暴になでる。

「よく頑張ったな」

　いつになく柔らかいカイルの声音に、ヴィータは涙を拭ぬぐい、微笑ほほえんだ。




　膝ひざをついて茫ぼう然ぜんとうな垂れるハインツの顔からは、精気が抜け落ちていた。

　計画を邪魔された怒りも、目的を果たせなかった無念も、その心の内にはない。

　アイリスを失った時点で、ハインツの心は既に危うい状態にあった。それを復ふく讐しゆうという目的が支えることで、どうにか自己を保つことができている状態だったのだ。ハインツは今、その支えを失った。彼の内側を占めるのは、寂せき寞ばくとした虚無だけであった。

　もはや廃人にも等しいハインツの視し界かいの端に、ふと見覚えのあるものが映った。

（アイリスの、オルゴール……）

　ヴィータが持っていたのをデスク上に置いていたが、どうやら先ほどの戦いの中で床に落ちていたらしい。

　それは、アイリスが愛用していた思い出の残ざん滓し。アイリスはいつもあの公園で、その音色を聞きながらハインツを待っていた。

　少しでもアイリスの残り香に触れたい──その本能が、廃人同然だったハインツの手をなかば無意識に動かした。

　オルゴールを手に取り、蓋ふたを開く。流れる音色は、いつもアイリスが聞いていた曲目。

　目を閉じれば、ハインツを待つアイリスの後ろ姿が瞼まぶたの裏に浮かぶ。ハインツが声をかけると、アイリスはオルゴールを閉じてから、ゆっくりと振り返って微笑む──

　けれど、ハインツの瞼の裏のアイリスには表情がなかった。復讐のために日々を過ごすうち、ハインツはいつしかアイリスの表情を思い出せなくなっていた。

「アイリス……」

　彼女との想おもい出でに縋すがるように、オルゴールの表面を撫なでる。

　と──唐突に、オルゴールの音色が止まった。

　動力が切れたのかと思ったが、そうではなかった。

　不意に、オルゴール内部から光の帯が投射される。光の帯がハインツの左手薬指にはめた指輪の表面をなぞると、オルゴール本体から短く電子音が響いた。

　──ハインツが冷静だったのなら、なにが起こったかに気づけただろう。アイリスから送られた指輪の表面に刻まれた非接触型認証キー──その対となる認証装置が、このオルゴールだったのだと。

　呆ぼう然ぜんとするハインツを置き去りにし、オルゴールの内側の機構の、ただの隙すき間まに見えたスリットから光が虚こ空くうへと投射される。光はホロディスプレイとなり、像を結ぶ。そこに浮かびあがったのは──

「アイ、リス……？」

　白銀の髪プラチナブロンドの、一人の女性の姿だった。




　ホロウィンドウに浮かびあがった景色は、いつも待ち合わせ場所にしていたあの公園だった。背景には青い空と並列するセフィラ、そして〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉が映されている。

　その中央にいるのは、白銀の髪の女性──アイリス。

　アイリスが柔らかな微笑を浮かべ、画面越しにハインツへと笑いかける。

　それはまさしく、ハインツが焦がれ続けた微笑。一年半前のあの日、永遠に失われたはずの微笑ほほえみだった。

『こんにちは、ハインツ。いつも会っているのに、こうして話しかけるのは照れるわね』

　もう二度と見ることが叶かなわないと思っていた微笑。二度と聞くことが叶わないと思っていた甘やかな声──それは荒野に降りそそぐ雨のように、ハインツの硬くひび割れた心に沁しみ込こんでいく。

　照れくさそうに笑っていたアイリスだったが、小さく咳せき払ばらいをして表情を改めた。

『ハインツ。このオルゴールがあなたに届けられたのなら、わたしはもうあなたの隣にはいられなくなっているのでしょうね。それは……とても悲しいことだわ』

　記録映像の隅には日付が浮かんでいる。それは、アイリスが命を落とす数週間前だった。

『〈天の梯子〉の建設に反対する人たちは多いわ。脅迫状も届いている。わたしは現場にいることが多いから、もしもということも考えられるわ。それでね──今のうちに言っておきたいことがあるの』

　瞼まぶたを閉じて胸に手を当て、アイリスは言う。

『わたしね、あなたとの婚約の話を両親から聞いた時──』

　ハインツは思い出す。父からアイリスとの結婚の話を持ちかけられた後、アイリスと会った時に訊きこうとして、結局訊けなかったこと。

　──君は、僕と結婚することを心から望んでいるのか？──

　なぜその問いを口にできなかったのか──今ならわかる。

　ハインツは怖かったのだ。それがアイリスの意志ではなく、親に決められたことだから、仕方なく承しよう諾だくしたのだと告げられるのが。

　けれど、記録映像の中のアイリスは微笑んで言った。

『すごく──嬉うれしかった。あなたと一緒にいられて、幸せだった。あなたは前に言っていたわよね？　自分は人の心が理解できない人間だ、って。でも、そんなことはないわ。あなたは広い視野を持った人よ。一歩引いた位置から世界を見ることができるから、周りには冷たく思われているだけ。そんなあなただから、わたしはあなたと並んで、同じ景色を見ていきたいと思ったの』

　だからね──と、アイリスは続ける。

『わたしがいなくなっても、あなたにはこの世界の未来を見守っていて欲しい。わたしが作った〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉は、可能性なの。どんな使われ方をするのか、上層や下層がどう変わっていくのか──わたしのかわりに、ずっと見守っていて欲しいの』

　アイリスが記録装置に近づいてくる。記録時間は終わりに近い。

　しばし画面が揺れた後、画面いっぱいにアイリスの笑顔が映し出される。

　それは、幾度もハインツへと向けられた、すべてを包み込む慈じ愛あいに満ちた微笑。

　──それは、落下しゆく昇降機の中で、アイリスが最後まで浮かべていた微笑。

『ハインツ──あなたと出会えて、本当によかった』

　──そうして、記録映像は終わった。




　静せい寂じやくが落ちる。

　ひとつ、ふたつと──ハインツの瞳ひとみから、涙が滂ぼう沱だと溢あふれだす。

「ハインツ……」

　ヴィータもまた、こぼれ落ちる涙を堪こらえることができなかった。

「……会えなくなる前に、アイリスから預かってたの……もしも自分がハインツのそばにいられなくなったら、渡して欲しいって……」

　ハインツは声が聞こえているのか、ただただ嗚咽おえつする。

　──それは、ハインツのために用意されたひとつの奇跡なのだろう。

〈グレイプニル・システム〉に繋つながれている間、ヴィータにはハインツの思考の一部が流れ込んできていた。それは断片的なノイズのようなものだったが、そのどれもがたった一人の女性への思いで満たされていた。

　ハインツに罪がないとは言わない。彼がとった行動は、決して褒められたものではない。それでも、その根底にあるのは不義によってひどく傷つけられた者の、魂の慟どう哭こくだ。

　それを誰よりも鮮明に理解できたからこそ、ヴィータはハインツに寄り添おうと歩み寄り──

　──頭上で爆発音が鳴り響いたのは、次の瞬間だった。

　その場にいる者の視線が、一斉に上へと向けられる。

〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉が、目に見えて膨張していた。装置に異常が生じているのか、〈グレイプニル・システム〉が火花をあげる。

　カイルが咄とつ嗟さにハインツを見るが、ハインツは茫ぼう然ぜんと首を振る。

「私じゃない……恐らく、〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉がシステムの制御下を離れて暴走し始めたんだ……」

「……ッ、くそ……！」

　ヴィータの力の影響を離れたことで、ただ消滅するのなら問題はなかった。だが、これはあまりに現実と乖かい離りした複雑な法則定てい戯ぎのもとで成立している現象だ。どんな事態が起こるか、予想もつかない。

　突然、肥大しゆく〈星喰らう燈火〉から、稲妻のごとき光条が迸ほとばしった。

　大気を引き裂くような雷鳴を轟とどろかせながら幾条もの雷撃の鞭むちが暴れ回り、あらゆるものを蹂じゆう躙りんする。

「ヴィータッ、こっちへこい！」

「カイさんっ！」

　伸ばした手を遮るように雷撃の鞭がカイルとヴィータの間の空間を薙なぎ払はらう。床から壁にかけて建材が裂け、断裂は外壁にまで及んでいた。

　激しさを増す雷撃に撃たれ、〈グレイプニル・システム〉が火を噴き始める。システムの電力供給元へと雷撃が逆流したか、断続的に艦内のいたるところから爆発音が轟く。その度に、殴られたように船体が激しく揺れた。

　木材が裂け、金属が破断していく異音が響く。亀き裂れつが入ったところに爆発の衝撃を受けたことで、遂ついに船体が裂け始めたのだ。

　ヴィータとカイルを隔てる地面の亀裂が広がる。

「跳べッ！」

　ヴィータがカイルへ向かって跳ちよう躍やくする。

　傷の痛みを無視し、身を乗り出してヴィータの手をぎりぎりのところでつかむ。

「……ッ！」

　腕が抜けそうになる衝撃を、歯を食いしばって堪こらえる。ヴィータ一人の重さならどうにかなる。だが、ヴィータはもう一方の手で、ハインツの腕をつかんでいた。

「く……ッ、……！」

　戦いで受けた傷が悲鳴をあげる。とてもではないが、二人の人間を引き上げることはできそうになかった。

「ファルナヴィータ……なにをしている……？」

　茫ぼう然ぜんとハインツが問う。

　ヴィータの細腕では到底大の男一人を支えられるとは思えない。それでも、ヴィータは手を離そうとしなかった。

「アイリスが言ってたっ！　ハインツには生きて、未来を見てほしいって！　だから……、生きてよ、ハインツ！」

　ヴィータの言葉に、ハインツはしばし唖あ然ぜんとし──やがて、ゆっくりと首を振った。

　次に浮かべたのは、なにかを悟ったような、穏やかな笑み。

「ハインツ……？」

　その表情に、ヴィータは不吉な予感を覚える。

「だめっ、ハイン……！」

　ヴィータの言葉を最後まで聞くことなく──ハインツはその手を振り払っていた。

　そうして、ただ一人の女性の名誉のために世界を敵に回した男は、奈な落らくの底へと落ちていった。




　遠ざかる少女を見上げながら、ハインツの心は穏やかだった。

　落下しながら、瞼まぶたの裏にアイリスの姿を浮かべる。

（──アイリス……僕は、君と同じ場所へは行けそうもないな）

　自分の罪が、死を受け入れた程度で清算できるとは思えない。

　向かう先は世界の底──最下層。善良な者の魂が天に昇るなら、自分は地の底に落ちるのが相応ふさわしい。

（僕は君の願いを叶かなえることはできなかったけれど……あの子が継いでくれる）

　ふと、閉じた瞼の裏に光を感じる。薄っすらと開いた視し界かいに映るのは──

「アイリス──」

　走そう馬ま燈とうか、幻か。いずれにせよ最後にその姿を見ることができたのなら、自分の身には過ぎた幸福だ。

（アイリス──いま、行くよ）

　ハインツ・フェザーロードは世界の底へと堕おちていく。幸福な夢にまどろみながら──




　落下したハインツの姿が見えなくなってもなお、ヴィータは座りこんだままだった。

　ヴィータとハインツが共有した時間を、カイルは知らない。わかるのは、ハインツがヴィータを裏切ってまで成そうとしたことがあり──最後はヴィータを巻き込まないよう、自ら奈落の底に落ちていったということだけだ。

　──だが、今は漫然と座して死者を見送っていられる状況ではなかった。

〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉──ハインツが遺のこしていった破滅の光は、ますますその輝きを強めている。ハインツによれば、あれは本来〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉を破壊するためのものだったという。

　しかし、定てい戯ぎ式しきによる制御を離れた今、暴走した光球は当初の数倍のサイズにまで膨張していた。今にも内側に溜ためこんだエネルギーを解放しかねない状態だが、それ以前に周囲を薙なぎ払はらう雷撃の直撃を受けただけでも、人の身では耐えられないだろう。

「……ヴィータ」

　躊躇ためらいがちに声をかけるが、ヴィータは自ら立ち上がった。

　カイルへと振り返った瞳ひとみには涙の痕あとがあったが、毅き然ぜんとした光を湛たたえている。

「この船はもうもたない。甲板まで逃げるぞ」

　頷うなずくヴィータの手をとり、カイルは通路へと飛び出す。

　兵士の死体を避けながら、傾いたナグルファルの艦内通路を駆け抜ける。侵入してきた道を逆に辿たどり、間もなく甲板へ通じる扉まで辿りつく。

　扉を蹴けり開き、甲板へ。いたるところで火の手が上がり、黒煙が夜空へとたなびく。

　船ふな縁べりから後ろを見ると、数十メートル後方にドーン・アリア号の機影が見えた。

「リアッ！　こっちだ、急げ！」

　カイルの姿を見とめ、ドーン・アリア号がナグルファルへと接近する。だが、近づきすぎれば主翼をナグルファルにぶつけて破損してしまいかねない。

「どうするんですか!?」

「口を閉じてろ！」

「え？　きゃっ!?」

　カイルはヴィータの細い身体からだを抱えあげると助走をつけ──こともあろうか、船の欄らん干かんを蹴りつけ、ナグルファルの真横を飛び抜けるドーン・アリア号へ向かって跳ちよう躍やくした。

　狙ねらいを過あやまたず、カイルは後部座席へと滑り込む。機体が激しく揺れたが、リアが巧みな操縦でバランスをとった。

　機首を旋回させ、ドーン・アリア号は一目散にナグルファルから離れる。

「まったく無む茶ちやするよね、カイも」

「リアさん！」

　操縦席のリアの姿に、ヴィータが目を輝かせる。リアは振り返ってウインクし、

「おかえり、ヴィータちゃん──って言いたいとこだけど、暢気のんきにしてもいられないみたいだね」

　表情を引き締め、五百メートルほど距離を離したナグルファルを──その巨大な船体を内側から喰くい破やぶるように現れた光球を視線で示して問う。

「あの馬鹿でっかいのはなにさ？　どうにもいやな予感しかしないけど」

「控えめに言って──世界を破滅させかねない、はた迷惑な忘れ形見ってとこかね」

　肩をすくめて嘯うそぶき、カイルはリアへと状況の説明を始めた。




　藍あい色の空に、闇やみを拒絶する禍まが々まがしい赤しやつ光こうが浮かぶ。

〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉は制御下を離れて肥大化し、いまやナグルファルそのものを飲み込みつつあった。ナグルファルは浮遊球スフイアフロートの力でかろうじて浮いているとはいえ、もはや船というよりは空に浮いた巨大なジャンク品だ。

　そんな光景を横目に、ドーン・アリア号はナグルファルから一キロほどの距離を置き、緩やかに弧を描く軌道で飛んでいた。

「爆発間近の疑似恒星……ね。あれ、カイの力で消すことはできないの？」

　カイルからことの成り行きを聞いたリアが、首を傾かしげて訊たずねる。

「難しいな。記述解コードを書き換えて中心核を消去しようにも、俺じゃあ演算速度が足りない──」

　ヴィータに視線を送る。が、ヴィータは申し訳なさそうに力なく首を振った。

「あそこまで反応が進んでしまったら、もうわたしにもどうにもできないです……」

　リアが眉み間けんに皺しわを寄せて唸うなる。

「うーん……ちなみに、あれはあとどれくらいで爆発するの？」

「まあ、ほっとけば下層は夜が明ける前に消滅するだろうな」

「わお、リアルに世界の危機だね。ってゆうことは、逃げるのも間に合わないってわけだ。ははっ、面白くなってきた」

　無論、皮肉ではあったがその豪胆さには救われるものがあった。

（……そう簡単に諦あきらめるわけにもいかねぇよな）

　考えろ。自分にできることを。

　脳裏をよぎるのは、最下層にいた頃に読みあさった旧文明の書物。そこには、今のセフィラ世界では誰も知らない、多くの叡智が記されていた。かつて星の海にすら手を伸ばした者たちが突き止め、記した知識──その中になら、あるいは事態を打開するヒントがあるかもしれない。

　これから起ころうとしているのは、巨大な星が死ぬ際に起こる最悪の自然災害──超新星爆発。その衝撃は星の海を渡り、数十光年離れた星にすら影響を及ぼすという。

　旧文明の技術ですら、かの極大災厄への有効な対策はなかった。だが、今目の前にあるのはその縮小版であり、定てい戯ぎ式しきで作られた不安定なものだ。

（定戯式で無理やり中心核を消去しても蓄積したエネルギーの暴発を招くだけ、かといって安定状態まで反応を逆行させることは不可能──なら、爆発と同時にエネルギーをおさえ込むか？）

　そう考え、すぐに胸中で首を振る。到底、疲弊したヴィータと自分の力でおさえ込みきれるものではないだろう。

　発想の転換が必要だ。今用意すべきは、人の手で作られた蒸気機関が人力の数百倍の力を生みだすように、百の力を元に一万の力に拮きつ抗こうするような手段だ。

　蒸気機関という連想から、旧文明における科学の進化の歴史を辿たどる。蒸気機関の後に生まれたのが内燃機関──このドーン・アリア号にも使われている往復動機関レシプロエンジンがそれにあたる。

　下層の技術はここで止まっているが、かつての人類は核融合、核分裂という手段で、さらなるエネルギーを手にした。だが、それらの反応を起こすには複雑な工程が必要だ。求めるのは、シンプルでありながら途方もないエネルギーを生み出す手段──

　カイルの脳裏をよぎるものがあった。

「カイさん……？」

　黙り込んだカイルを、ヴィータが不安そうに見上げる。

　カイルは答えず、銃の弾倉をスイングアウトすると装そう填てんされた銃弾を落とす。その中から、まだ使っていない一発だけを拾いあげた。

「なに、なんか浮かんだ？」

「ああ。こいつで中心核を撃ち抜く」

　唐突な宣言に、リアは哀れなものを見るような、どこか優しげな表情を浮かべる。

「カイ……かわいそうに、あまりの絶望に頭がおかしくなっちゃったんだね。こっちへおいで、お姉さんが頭をぶん殴ってあげる」

「いらんわ。そうじゃねぇよ。撃つっていってもただの銃弾じゃない」

　首を傾かしげるリアとヴィータに、カイルは銃弾を突きつけて言った。

「今からこれを──反物質化させる」




「あれは巨大な球体に見えるが、本体はその中心核──重力場の特異点だ」

　改めて、カイルは二人に説明する。

「つまりは、中心核へ向かって全方位からベクトルが作用していると思えばいい。で、ベクトルってのは逆向きの力をかければ相そう殺さいして打ち消すことができる。この場合、中心核から外向きに向かう力を生みだせばいい。そうすりゃ、収束したエネルギーは打ち消されて、爆発を先延ばしにできる。後は、事象記述解イデアコードの復元力で特異点は自然に消滅する」

　実際、巨大すぎる恒星は絶えず核反応を起こすことで、自身の重さに押し潰つぶされるのを防いでいる。その均衡が崩れた時に起こるのが超新星爆発だ。

「で、中心に撃ちこむのが、反物質化した銃弾ってわけね」

　リアの確認にカイルが頷うなずく。

「そうだ。正確には、反物質自体はきっかけに過ぎない。こいつを中心核で解放すれば、周囲の大気と対つい消しよう滅めつを起こして、その質量がすべてエネルギーに変換される」

　反物質──それは鏡映しのように、この世の物質と正反対の性質を持つ物体だ。

　ただし、実際にその存在がセフィラ世界で観測されたことはない。なぜなら、反物質はこの世の物質に触れると同時に相手の物質もろとも消滅してしまうからだ。

「それって、あれに対抗できるほどの力なの？」

「一グラムで都市まるごと一つ」

「…………？」

「完全なエネルギーに変換された時、物体が生み出す破壊力だよ。弾頭の質量は約八グラムで、対つい消しよう滅めつする空気とあわせて十六グラム分だ。暴発させれば上層と下層が消し飛びかねないな」

「……わお」

　冗談で笑い飛ばそうとして失敗し、引ひき攣つった声を漏らすリア。

「たった一発の銃弾で世界が滅ぶ……か。笑えないね」

「たった一発の銃弾から始まる戦争だってあるんだ。なら、一発の銃弾で世界が救われたっていいだろ」

　冗談めかして肩をすくめるカイルに、リアが微笑ほほえむ。

「なんか、前向きになったね。ヴィータちゃんのおかげかな」

　リアにほっぺたをぷにぷにと突つつかれ、ヴィータがくすぐったそうに笑う。

「世界を救う……か。がらじゃないねぇ、お互い」

「全くだ」

「ま、お姉さんそういうノリも嫌いじゃないさ」

　不敵な笑みを浮かべるリア。

「で、あたしはなにをすればいいの？」

「俺が反物質を作り次第、〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉に接近してくれ。そうだな……三十メートルまで近づけば、命中させてみせる」

　光球は今もなお周囲に雷撃を放っている。近づくのは自殺行為だ。だが、

「あれに三十メートル、ね。オッケ、やってやろうじゃん」

　リアはあっさりと頷うなずき、額のフライトゴーグルを装着する。

「カイさん、わたしは？」

「俺は弾たまを作るので手いっぱいだ。ヴィータは弾が暴発しないよう、真空で包みこんでくれ」

　ヴィータはこくんと頷き、カイルの手の上の銃弾を包み込むように手をかざして宙に浮かべる。薄い光の膜が銃弾を包み込んだ。光の内部が真空化したことを確認。

「……強いな、ヴィータは」

「え？」

「いや、なんでもない」

　信じていた人間に裏切られ、直後にその死を目の当たりにしたことによる精神的な負担は相当なものだろう。それでも、ヴィータは立ちあがった。

　ならば、カイルもそれに応こたえなければならない。

（ここからは俺の出番だ）

　覚悟を決めると、カイルは銃弾に意識を集中させる。

「仮想演算エミユレイシヨン──開始スタート」

　銃弾を構成する物質の事象記述解イデアコードを解析。質量、体積、密度といった表層的な情報が脳へとダイレクトに伝わってくるが、そこからさらに踏み込む。

　深く、深く、より深く──物質の根源的な部分へと向け、意識の手を伸ばす。

　眼球の奥で火花が散るような激痛が生じる。ごく狭い範囲とはいえ、本来の能力を越えた深度にまで干渉しようとしたことによる反動だ。

　神経を逆流してくる膨大な情報が、脳内でスパークを起こす。

（ッ……！　頭ん中に火ひ箸ばしでも突っ込まれたみてぇだ……！）

　それは言うなれば、情報の嵐あらし。進めば進むほどに激しさを増す情報の奔ほん流りゆうに逆らいながら、それでも一歩ずつ前に進もうと試みる。けれど、その一歩一歩が確実にカイルの精神を苛さいなんでいく。

（これ、は……やばい……な…………）

　意識が白濁していく。世界との接点が消失する。自分がどこにいるのかわからない。なにをしているのかわからない。

　漂白されていく意識の中で、目的も自我も消え去っていく。

　苦痛は既にない。意識は無数の砕片となり、痛みを感じる主体すら保てない。

　砕けたカイルの意識が、周囲の空白へと溶けていき──




「カイさん！」




　──不意に、少女の声を聞いた。

（……………………っ）

　唇を噛かみ切きる。痛みは肉体から剥はがれかけた意識を呼び戻し、自分という存在を修復していく。

　見開いた目には、少女の──ヴィータの姿があった。

　ヴィータの顔を歪ゆがめている不安は、自分を案じてのことか。

（……なんて顔してんだ、ヴィータ）

　そんな顔は似合わない。そんな顔をさせるために連れ戻したわけじゃない。

　カイルの中で、一つの感情が膨れ上がる。

　怒りだ。自分自身の弱さへの怒りが、カイルの意思を強固なものとする。

（これが最後でも……二度と定てい戯ぎ式しきが使えなくなってもいい。力が必要なのは、今だッ！）

　頭の中で、一際強いスパークが起き、

　ガチン──と。頭の中で、歯車が噛かみ合あったような感覚があった。

（なんだ……？）

　脳神経を苛さいなむ激痛はいまだに和らいではいない。だが、明らかな変化がカイルの中で起きていた。

　──視みえる。

　世界の情報量が増す。堰せきを切ったダムのように、カイルの眼めが膨大な量の情報を捉とらえる。

　意識の焦点を当てていなかったドーン・アリア号の構成材質から大気中の微粒子、さらには浮遊球スフイアフロートに施された高度な定てい戯ぎ式しきによる事象改かい竄ざんまでが、向こうから流れ込んでくる。

「カイ、どうしたの？」

　唖あ然ぜんとした顔をするカイルを、リアが覗のぞき込こむ。その身体からだから、青白い湯気のようなものが立ち昇っているのが見えた。目を凝らすと湯気状のものは、無数の数列と記号で成り立っていることがわかる。

（これは……事象記述解イデアコード、なのか……？）

　あらゆる事象に存在する、イデアコード──自分は今、人間のそれを読みとっているというのか。初めて体験する異常な現象に戸惑う。

　なにか一線を越えたという確信があった。自分の身を顧みずに力を求めた結果として至ったその境地は、恐らく手放しで歓迎できるものではないだろう。だが──

（こんなものが視えるんなら──）












　リアから視線を外し、意識の照準を目の前の弾丸に絞る。流れ込んで来ていた周囲の情報がシャットアウトされ、焦点が弾丸へと絞られる。すると、これまでは到底届かなかった深い部分までカイルの〝眼め〟は事象記述解イデアコードを読みとり、理解することができた。

　わずか数グラムの弾丸ながら、それは億を超え、兆を超え、京を遥はるかに置き去りにし、星の数にも匹敵するごくごく微小な素粒子の集合体だ。

　カイルの意識はついに、物質の根源へと到達した。

　理解したのなら、手を加えることは容易たやすい。

「再定戯オーバーライド・反転リバース──！」

　銃弾を構成する物質の性質が、反転する。ありふれた一発の鉛なまり弾だまが、世界の理ことわりを冒ぼう涜とくする異物へと生まれ変わる。

　不意に、カイルの視神経に痛烈な痛みが走った。

「…………ッ！」

　咄とつ嗟さに目を閉じ、定てい戯ぎ式しきを使うために切り替えた意識を元に戻す。

　自らの血の色に明滅する視し界かいをどうにか開き、自身の術の結果を確認する。

「……完成だ」

　カイルは銃を持ちあげると、光に包まれた銃弾へと銃口を添えた。

　弾倉内は空だが、重要なのはイメージ。実際に火薬は使わずとも、遠く離れた場所へ銃弾を届けるには、銃撃という身体からだが覚え込んだ手順がカイルにとって最もイメージしやすい。

「リア！」

「あいよっ！　つかまってな！」

　リアは唇をなめると、操そう縦じゆう桿かんを横に倒して機体を傾け、手前に引くことで機首をナグルファルへと向けた。

　スロットルを開くや、プロペラの回転速度が増し、ドーン・アリア号は加速する。

　風を切り、夜空を引き裂いて、リアは恐れることなく赤い凶星へと飛ひ翔しようする。その速度は瞬く間に彼我の距離を塗りつぶし、稲光の圏内へと入る。

　雷撃を周囲にまき散らす光球に自ら近づくなど自殺行為でしかない。だが、リアは臆おくさない。自らの翼を信じて空へ舞い上がった少女には、恐怖など枷かせになりはしない。

　雷撃の鞭むちが迸ほとばしる。その軌道を先読みし、機体を九十度以上まで倒して旋回。すんでのところで回避する。

　上昇、下降、左右への旋回──リアはドーン・アリア号を自分の手足のように操る。地上では杖つえをつく少女は今、大空を舞う鳥のように、蒼そう穹きゆうに軽やかなステップを刻む。

　浮船フロートシツプには真ま似ねできない、有翼機特有の小刻みな回避機動で雷撃をかわしながら、着実に光球との距離を縮める。

　わずかなミスが命取りになる、極限状況での神業。けれど、カイルは驚かない。それがリアだ。決して物もの怖おじせず、自分の目標に向かい、まっすぐに突き進む。先を行くその背中に並び立ちたいと、カイルはいつも思っていた。

　残りの距離が百メートルを切る。八〇──六〇──四〇──

　リアは左手を操そう縦じゆう桿かんから離し、フットペダルから繋つながる補助レバーを思い切り右に倒す。垂直尾翼が風を受けて機首が横を向き、機体が空中を横滑りする。

　──射線が通った。

　後部座席に立ち上がったカイルは、まっすぐに銃口を〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉の中心へと向ける。

　銃身の延長線上に、反物質弾を加速させるための不可視のレールを想定する。

　凪ないだ水みな面ものように穏やかな心地で、狙ねらいをつける。銃身はぶれることなく、まっすぐに光球の中心を捉とらえた。

（ハインツ──おまえは世界を呪のろい、一度は可能性を捨てようとした。けど、最後にはヴィータという可能性を未来に繋ぐことを選んだ）

　──ならば、その遺志を汲くみとるのもやぶさかではない。

　幾多の思いがカイルを空へと導き、そして今、敵であったハインツもまた、自身が遺のこした災厄を消し去ることを望んでいるはずだ。

　過去に囚とらわれた男が遺した災厄を穿うがつことで、カイルは前へと進む。それはきっと、カイルの後悔が行きついたかもしれない、悪意の形だから。

　──この一弾は、死してなお世界に残された妄執の残ざん滓しを穿つ一弾。

　静せい謐ひつな世界の中、必中の確信を得ると同時──カイルは引き金をひいた。




〈神殺しの魔弾ブリユーナク／アニヒレイター〉




　光を纏まとう銃弾が彗すい星せいのごとく尾を引いて、まっすぐに〈星喰らう燈火〉へと吸い込まれる。

　その一弾は、正確無比に〈星喰らう燈火〉の中心核を捉えた。

　中心核へ至るや、局地的な重力場が銃弾とぶつかり合い、光の膜が消失する。

　直後──〈星喰らう燈火〉の内部から蒼あおい光が迸ほとばしった。

　ドーン・アリア号はスロットルを最大まで開き、急降下してその場を離脱する。

　肩越しに振りむくと、光球の内側から溢あふれる鮮烈な蒼い光に相そう殺さいされるように、禍まが々まがしい赤い光が収縮していく。

　二つの真逆の力がせめぎ合う。混ざり合った二つの光は互いの色を打ち消し合い──

　やがて無色の光が爆発し、夜を眩まばゆく染め上げた。

　一瞬、世界から一切の音が消えたかのような静せい寂じやくが満ち──

　一拍の空白の後、不可視の衝撃波と共に爆風が吹き荒れる。

「つかまってッ！」

　切迫したリアの指示に、カイルはヴィータを抱えて座席にしがみつく。

　激流に翻ほん弄ろうされる木の葉のように、機体が激しく揺さぶられる。

　リアは折れそうなほどに軋きしむ翼で機体を制御して、爆風に耐える。

　やがて衝撃波が過ぎ去り、機体が安定したことを確認し──カイルはそっと顔をあげた。

　辺りは噓のように静けさを取り戻している。光の球体は、跡形もなく消滅していた。




　夜空を赤々と照らしていた光源がなくなり、再び周囲は闇やみに包まれる。

「…………うまくいった……みたいだな」

　反物質弾の生成、リアの操縦、カイルの射撃──なにかひとつでもミスがあれば、今頃カイルたちはそろって塵ちりとなっていた。薄氷を踏むような賭かけに身を投じたことを今更ながらに痛感し、どっと疲れが押し寄せる。

　疲労をまとめて吐きだすように盛大に息をつき──カイルは深々と座席に腰を下ろした。

「いやー、なんとかなるもんだねー」

　暢気のんきそうに言いながらも、フライトゴーグルを外すリアの額には汗が滲にじんでいる。

「で、これからどうするの？」

　なにげないリアの言葉。それは単に、今日これからの行動方針を訊きくための問いだったのだろう。

　だが──カイルとヴィータにはその問いが、別の意味にも聞こえた。

「そうだな……どうするか、決めないとな」

　ヴィータへと向き直る。

「ヴィータ、おまえはこれからどうしたい？」

　──カイルはハインツのやり方を許すことができず、ヴィータを奪還した。結果として、多くの人命を巻き込む惨事を未然に防ぐことができたわけだが、それはそれだ。

　今、こうして落ちついた上で、ヴィータが自分の意思で最上層に戻るというのなら、カイルにそれを止める権利はない。

「わたしは……」

　言いかけ、ヴィータは一度口を噤つぐむ。感情を抑え込むように、きゅっと唇を結ぶ。

「わたしがいると、また迷惑をかけることになるかもしれません」

「そんなことは訊いてねえよ。俺は、おまえがどうしたいかってことを言ってんだ」

　ヴィータの瞳ひとみに感情が揺れる。躊躇ためらうように口唇を震わせながらも、ヴィータはおずおずと自分の気持ちを声に出す。

「わたしは……イェソドにいたい、です……。カイさんやリアさんと一緒に、いろんなものを見たい。いろんなことを知りたい……」

「だったらそうしろ。今さら何を遠慮してんだ、おまえは」

　ヴィータの不安を吹き飛ばすように、ぞんざいな口調でカイルは一気に言う。

「そもそも──おまえは記憶喪失とか嘘うそついて、人に世話焼かせるような図ずう々ずうしい真ま似ねしてたんだぞ？　今さらしおらしいこといってんじゃねぇよ」

「ううぅ……そんな言い方……」

　眉まゆを八の字に曲げ、泣きそうな声を出すヴィータ。

　大きく息を吐つき──カイルはヴィータの頭に掌てのひらを乗せる。

「ったく、細かいこと考えてうじうじしてんじゃねぇ。おまえは世間知らずのただのガキだ。ガキのわがまま聞くのは、大人の仕事だ。おまえを無理やり連れ戻そうなんてする奴やつがいたら、また俺が追っ払ってやる。だから、笑えよ。似合ってねぇんだよ、そんな沈んだ顔は」

　カイルの言葉に、ヴィータは袖そでで瞼まぶたににじんだ涙を拭ぬぐう。

　顔を上げた時──そこには、花が咲いたような笑顔があった。

「うん……ありがとっ、カイさん」




「そうだ、これ返しとくよ」

　ふと思い出し、首にかかったペンダントを外す。

　細い首にペンダントをかけてやると、ヴィータは大切な宝物を扱うように、細い指でそっとペンダントをなでる。

　と──ペンダントが背後からの光を反射して眩まばゆく光った。

「わあ──！」

　ヴィータの歓声。なにかと思い、背後を振り向き──

　そこには、遥はるか彼方かなたの地平線から昇ってくる朝日があった。

　闇やみに沈んでいた世界が照らされる。眼下に広がるのは、朝焼けを受けて輝く下層の街並。イェソド、ネツァク、ホド──三者三様の表情で、下層セフィラの街並が朝を迎える。

　三つのセフィラの中央には『柱』と〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉が聳そびえ、一直線の影を遥か最下層の大地へと刻む。

　緩やかに旋回するドーン・アリア号の上で、カイルは言葉も忘れて眼下の光景に見入る。

　三百六十度、どこまでも広がる空。太陽に照らされた街並──それはかつて、最下層を飛びだしたカイルが初めて目にした下層セフィラの光景そのものだった。

　──忘れていた。墜落したことばかりが記憶を占めていたが、あの時、確かにカイルはリアと共にこの光景を見たのだ。

　今ようやく、数年の停滞を経て──カイルの時間は動き出した。

（ここが──俺の生きる世界だ）

　それなりにクソったれで、それなりに救いもある、カイルの望んだ世界。

　──ここからだ。ここから、歩きだしていこう。

　もう、自分の罪を振り返るのはやめだ。振り返ってばかりでは躓つまずいてしまう。前を向いて歩いていれば、いずれは違う光景も見えてくるはずだ。




（ほらね、カイ。あんたはまた、あたしをここまで連れてきてくれた）

　少女と並んで世界を見渡す青年の横顔を、リアは慈しみの目で見つめる。

　誰にも聞こえないように、そっと囁ささやく。

「あんたはいつだって、あたしの翼なんだよ──カイ」






　　　　Epilogue









　事務所を一歩でると、午前の日差しが薄うす闇やみに慣れた目に突き刺さる。カイルは寝起きの目を眇すがめつつ、イェソドの街へと繰り出した。

　あの戦いから早一週間。あれだけのことがあったにもかかわらず、カイルは元の日常に戻っていた。

　ここ一週間は体力回復のために寝ていることが多かったため、随分と身体からだがなまってしまった。こんな時は、高低差の多い街並が恨めしくなる。

　それでも、今日もイェソドの街が変わらずにそこにあることはカイルをほっとさせてくれた。なんだかんだ言って、カイルもしっかりこの街の一員なのだろう。

　──〈星喰らう燈火ベテルギウス・ロアー〉を消滅させた際の光は、セフィラ世界全体を眩まばゆく染め上げた。光の正体についてはしばらく住民たちの間で憶測が流れていたが、次第に話題にのぼることも減っていった。この街の住民は答えの出ない噂うわさ話ばなしよりも、今日明日の稼ぎの方に関心があるらしい。

　グウェンからもたらされた情報によると、上層の船が爆発のあった空域の調査を連日行っていたが、さしたる手掛かりは得られていないようだった。下層にも情報収集の手は及んだが、結局なにもわからずに引きあげていった。グウェンらも、知らぬ存ぜぬを通したらしい。おかげで、ヴィータの居場所が知られずに済んだのは僥ぎよう倖こうだった。

　そんなことを考えながら歩いていると、アイリーンの酒場に到着した。ドアベルを鳴らし、店へと入る。

「あっ、カイさんだ。いらっしゃいませーっ」

　カイルを真っ先に出迎えたのはヴィータだった。他の店員と一緒に掃除をしている。

　ヴィータが天使であることは、アイリーン以外の店員には伏せられていた。わけありだとは勘づいていても、追及しようとしないのがイェソドの流儀だ。

「カイっち、今日は非番っしょ。どしたの？」

「ちょっと様子見にな」

　ミリーとそんなことを話していると、奥へ続く扉が開き、アイリーンが出てきた。

「来ていたか。ちょうどいい」

　カイルは嫌な予感に顔をしかめる。案の定、アイリーンはカイルにワインボトルとつまみの入ったバスケットを突き出してきた。

「どうせ暇だろう、配達してこい」

「病みあがりなんだが……」

「つべこべ言うな。それに、動かない方が身体からだに毒だぞ」

　カイルはしばし沈黙していたが、やがて溜ため息いきをつくとバスケットを受け取った。アイリーンへの借りは増えるばかりで減ることがない。これくらいの頼みは聞いておこう。

「店長っ。わたしも一緒にいってきていいですか？」

「ん。まあ、いいだろう。好きにしろ。ついでに、昼飯の買いだしもしてこい」

「はーい。行きましょっ、カイさん」

「ああ」

　軽やかな足取りのヴィータに続いてカイルも店を後にする。

　ヴィータはなにが楽しいのか、上機嫌に鼻歌など歌いながら、踊るようなステップを踏んでカイルの前を行く。ステップに合わせて、首から下げたペンダントが揺れた。

　道の途中で、ふとヴィータが立ち止まる。その視線を追うと、世界の中心を貫く『柱』と〈天の梯子ヘブンス・ラダー〉に辿たどりついた。

　──ヴィータにとって、〈天の梯子〉は慕っていた二人の人物が世に遺のこしたものだ。いろいろと思うことはあるのだろう。あるいはヴィータにとって〈天の梯子〉は、二人の墓標のようなものなのかもしれない。

〈天の梯子〉は、今日も二つの階層を行き来している。その存在が今後、上層と下層の関係をどう変えていくのか──カイルも、その先を見てみたいと思うようになった。なにしろ、天使を店員として働かせる酒場があるのだ。この先どんな奇跡が起きても不思議はない。

　カイルはヴィータの頭にぽんと手を乗せる。

「行こうぜ。あんまりのんびりしてると、口うるさい店長にどやされる」

「はいっ」

　大輪の笑顔を咲かせ、ヴィータは再び歩き出す。

　──先の激闘が嘘うそだったかのように元の日常が戻ってきた。今日もまた客の来ない事務所を運営しつつ、カイルは酒場の用心棒のような雑用係のような曖あい昧まいな立場で日々を送る。

（ま──それもいいか）

　それでも、カイルの表情は以前よりも晴れ晴れとしていた。

　跳ねるように先をいく少女に追いつくべく、カイルは歩き出す。

　ヴィータの出自の特殊さもあって、下層で大々的な捜索が行われることはないだろう。それでも、今後も《教会》や王軍の刺客が送り込まれてくることは十分に考えられる。

（その時のことは、その時になってから考えればいい）

　我ながら楽観的だなとは思いつつも、悲観的に日々を生きるよりはずっといいだろうと、カイルは素直にそう思えた。




　──世界は概おおむねクソったれであると理解している。

　けれど──同じくらいには救いもあると、カイルは知っている。

　それなりにクソったれで、それなりの救いに溢あふれた世界で、カイルは今日も生きる。

　明日が今日よりも、少しはマシな日になると信じて──






　あとがき







　はじめまして、秋あき月つき煌こう介すけと申します。

　このたび佳作をいただき、こうして世に作品を送り出せることとなりました。

　本はいいですよねぇ。秋月も学生時代、通学中の電車で文庫本をめくっていたものです。そんな些さ細さいな暇つぶしのお共に本作を選んでいただけたのならば、望外の喜びです。

　さて、ここで本作を書くに至ったきっかけを少々。

　当時、秋月は小説を書き始めてから十年余り。その間に学生から社会人となりましたが、ある日いろいろあって心身共に疲れ切った秋月は死んだ魚のような目で空を見上げていました。ちぎれたような雲がまばらに浮かぶ、薄青い空だったと記憶しております。

　空中都市──そんなモチーフが頭に浮かびました。

　古今東西さまざまな作品で描かれてきた舞台。夢とロマンあふれるそんな都市での生活を想像し、秋月は思いました──うわすごい不便そう。

　いやだって土地は限られてるし足滑らせたら死ぬし。実際そんな場所に住むとかマジ勘弁。でも実際そこに住んでる人にとってはそれが当たり前なんだよなー──とまあ、そんなとこから話を膨らませ、本作は生まれました。

　いやぁ人間、ひねくれ者でも突き詰めれば一芸になりえるものですね（適当）。

　とはいえ、プロの世界はそう甘くはなく、受賞の第一報をいただいてからも修正につぐ修正。どうにかこうして出版にまでこぎ着けられたのは、担当編集さんをはじめ多くの方のお力添えあってのことです。小説ってのはチームで作るんだなー、と痛感する今日この頃です。

　今後も作品を書き続けていきたいと思っておりますので、生暖かい目で見守っていただければ幸いです。

　ここでお世話になった皆様に謝辞を。

　イラストのぴょん吉様、かわいい女の子のみならず、渋いおっさん、さらには筋肉増し増しの大男まで、秋月の想定の遥はるか上をいくイラストの数々には感激することしきりです。おかげ創作意欲が刺激され、筆が乗るというものです。

　担当編集さま、商業のペースに不慣れな自分を辛抱強く導いていただき、感謝の言葉もありません。

　校正さん、誤字、誤用が多くてすみません。おかげで勉強になりました。

　他にも多くの方が関かかわっておられるのでしょうが、個別に感謝の言葉を送れない無礼、平にご容赦ください。

　最後に、この本をお買い上げいただいた読者様に、最大限の感謝を！
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